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IE〕【 が

大阪府東部に位置する八尾市は、河内平野のほぼ中央に位置し、東に生駒山地、南

に羽曳野丘陵、西に上町台地の景観をみる地域です。この豊かな自然環境のもとで、

生駒山地西麓部に位置する恩智遺跡や羽曳野丘陵先端部の人尾南遺跡では、旧石器時

代以降の先人達が残した貴重な文化遺産が数多く残されています。また、平野部にお

いては、古大和川水系による豊富な水量と肥沃な土地柄から、水稲耕作を開始 した弥

生時代前期以降の人々の営みを示す生活痕跡が連綿と残されています。

かけがえのないこれらの埋蔵文化財は、地域の歴史と文化を伝える貴重な史料であ

り、地域の人々の共有の財産であります。このような文化遺産が開発により消滅する

ことから、記録保存を行うと共にこれらの成果の活用を広 く図り、後世に永 く伝承さ

せていくことが現代に生きる我々の大きな責務と認識しています。

そこで私共では、こうした消滅の危機にさらされている埋蔵文化財を、一つでも多

く後世に伝えるため、事業者のご理解とご協力をいただきつつ、事前に発掘調査を行

い、その記録保存に努めている次第です。

このたび、平成 6・ 8年度に実施しました小阪合遺跡 (第28'29。 35次)の 3件の

発掘調査の整理が完了しましたので、これらをまとめて報告書として刊行することに

致しました。

本書が地域史の解明はもとより、埋蔵文化財の保護及び啓発・普及の一助となれば

幸いです。

最後になりましたが、一連の発掘調査に対して、ご協力いただきました関係諸機関

の皆様方に心より御礼申し上げるとともに、今後、尚一層のご理解とご協力を賜 りま

すよう心からお願い申し上げます。

平成20年 8月 財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 岩 崎 健 二

きし
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1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成 6・ 8年度に実施した発掘調査の報告書を収

録したもので、内業整理及び本書の作成は各現地調査終了後に着手し、平成20年 6月 をもっ

て終了した。

1.本書に収録した報告は、下記のとおりである。
1.本書に収録した各調査報告の文責は以下の通りである。
I成海佳子・河村恵理、Ⅱ河村、Ⅲ原田昌則。全体の構成・編集は河村である。

1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市発行の1/2500の地形図 (昭和61年測量・平成 6年修正 。平

成 8年 7月編纂)、 人尾市教育委員会の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成19年度版)を使用

した。

l,本書で用いた標高の基準はT.P。 (東京湾標準潮位)である。
l。 本書で用いた方位は第28次が磁北、第29。 35次が国土座標第Ⅵ系 〔日本測地系〕の座標値で

ある。

1.土色は、小山正忠・竹原秀雄編1997年期版『新版 標準土色帖』農林水産省農林水産技術会
議事務局 監修・財団法人日本色彩研究所 色票監修に準拠した。
1,遺構は下記の略号で示した。

井戸―SE  土坑―SK  溝―SD  小穴・柱穴―SP  落ち込み―SO
土器集積―SW 方形周溝墓―SX  河川一NR  竪穴住居―SI  不明遺構―SZ
l.調査に際しては、写真 。実測図等の記録とともに、カラースライドを作成している。広く活

用されることを希望する。

l.I―付編で報告した八尾南遺跡第 1次調査については、財団法人大阪府文化財センターによつ

て再度、平成14～ 17年に調査地を含む同敷地内で発掘調査が行われ、平成20年 3月 に報告書

が刊行されたが、本報告は平成19年 10月 にほぼ掲載形態が確定していた為、調査成果の比較

検討等は差し控えさせていただきたい。
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)



tアJ

1.本書は、大阪府八尾市山本町南七丁目で実施した八尾市立南山本小学校屋内運動場増改築に
伴う小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)の 発掘調査報告書である。
1.調査は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か
ら委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、成海佳子が担当した。
1.現地調査は平成 6年 5月 26日 に着手し、平成 6年 8月 4日 に終了した。調査面積は約855だ
を沢よる。

1.現地調査には、朝田 要、機上サカヱ、大島一浩、竹本 香、宮崎寛子、村井俊子の参加を
得た。

1.整理業務は随時行い平成20年 3月 に終了した。
1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―宮崎・村井、遺物・遺構 トレースー山内千恵子、遺物
写真―徳谷尚子、他、岩沢玲子、北原清子、都築聡子、村田知子が参加した。

1.本書の執筆は、成海 。河村恵理、第2章については原田昌則で、編集は河村が担当した。
1,本書で記載した土色名については、標準土色帖を参考にしたものと独自の層名を付すものが
混在しているが、あえて統一せず調査時点の表記のまま記載した。

1.土器の形式・編年で参考文献とした文献については、 P38に提示した。
1.現地調査の実施および整理業務においては、以下の方からの協力とご指導を受けた。(敬称略)
正岡大見
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

第 1章 調査に至る経過

小阪合遺跡は、八尾市中央部に所在する弥生時代中期から近世に至る複合遺跡である。現行政

区画の若車町、小阪合町―・二丁目、南小阪合町―・三・四丁目、青山町一～五丁目、山本町南

七・八丁目に該当する。現地表面は、標高 8～ 9mを測る。

当遺跡は、昭和30年の若草町で行われた大阪府営住宅建設工事中に、古墳時代の遺物が多量に

出土したことから、その存在が知られることとなった。また、東郷変電所付近の畑からは石製模

造玉類が出土した(八尾市1988)。 その後、八尾市教育委員会 (以下「市教委」と省略)に よって数

回の試掘調査が行われたが、大きな成果は得られなかった。昭和57年以降になると、当地域一帯

では区画整理事業に伴なう発掘調査が、大阪府教育委員会 (以下「府教委」)・ 市教委 。当調査研

究会によって実施された。当調査研究会が行った発掘調査 (第 1～ 3次調査)では、弥生時代後期

の柱穴跡と推測できる遺構や、古墳時代前期に比定できる方形周溝墓の周溝、他にも井戸や土坑

が検出された。さらに古墳時代中期の埴輪を伴なう古墳や、平安～奈良時代の掘立柱建物の柱穴、

近世の水田跡を検出した。これらの成果により、当遺跡が弥生時代から近世に至る複合遺跡であ

ることがようやく判明した。

写真 1 調査地違景 (西から)

-1-



今回の調査地は、小阪合遺跡の中でも旧楠根川以東部に該当する地域であり、これまでほとん

ど調査が行われていない地点に含まれる。唯一調査されていた地点 (K S88-17の調査区、KS
85-05の 4・ 5調査区)では、弥生時代後期～古墳時代初頭に比定できる竪穴住居に関連する溝

や土坑などの遺構を検出しており、集落の存在が明らかとなった。また、南側に接する中田遺跡

では、調査地に隣接する地点の調査 〔N T87-1(成 海1988)や N T95-31(原田1996)〕 で、弥

生時代後期後半の方形周溝墓に関連する溝や土坑を検出しており、墓域の拡がりが確認できた。

これらの既往の成果より今回の調査地まで、弥生時代後期の居住域や墓域が及ぶ可能性が高く、

今回の調査によつてさらに集落の実態が明らかにされることが期待できた。

参考文献

・成海佳子1988「 24 中田遺跡(第 1次調査)」 『入尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』(財 )八尾市文化
財調査研究会報告16(財 )八尾市文化財調査研究会
・原田昌則1996「Ⅵ中田遺跡(第31次調査)」 F(財 )八尾市文化財調査研会報告54』 (財 )入尾市文化財調査研究

会

・八尾市史編纂委員会1988『人尾市史 (前近代)本文編』

-2-



I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

第 2章 地理・歴史的環境

小阪合遺跡は大阪府八尾市のほぼ中央部に位置する若草町、小阪合町― 。三丁目、南小阪合町

―・三・四丁目、青山町一～五丁目、山本南七・八丁目一帯の東西0.9km、 南北0.9kmに広がる弥

生時代中期から近世に至る複合遺跡である。地理的には旧大和川水系による河成堆積で形成され

た河内平野南東部に位置している。平野内には、現在の人尾市南東部にあたる二俣地区を基点と

して旧大和川の主流であった長瀬川から玉串川が東に分流し北西方向に流下していた。小阪合遺

跡はこの2大河川に挟まれて、南北方向に展開する低位沖積地上に位置し、さらに遺跡内の東部

では中河川である楠根川が南東から北西方向に流下しているため、現地表面の標高は北部に行く

に従って低く、南部で9m前後、北部で8m前後を測る。小阪合遺跡の成立を見たこの低位沖積
地は、水稲耕作を生活基盤とする弥生時代前期以降、比較的安定した地理的条件を背景として数

多くの遺跡が密集する形で成立している。当遺跡周辺に限っても、北西に東郷遺跡、西に成法寺

遺跡、南西に矢作遺跡、南に中田遺跡が隣接している。

小阪合遺跡は昭和30年に若草町で行われた、大阪府営住宅供給公社の建設に際して、弥生土器、

土師器、須恵器、瓦器等の上器が多量に出土したことに端緒を発するものものである。考古学的

な調査は昭和57～63年に実施された南月ヽ阪合地区を中心とする区画整理事業に伴う発掘調査があ

る。これらの調査では、弥生時代中期～近世に至る遺構・遺物が検出され、当遺跡が複合遺跡で

あることが確認された。なかでも、古墳時代初頭～前期における集落の広範囲な分布や数多くの

他地域から搬入された外来系土器の存在は、当時の地域間交流の一端を知るうえで貴重な資料を

提供する結果となった。また、流路充填堆積物の堆積相の変化から遺跡内を南北に流下した「小

阪合分流路跡」が提唱されており、弥生時代後期以降の河川地形の変遷を堆積学 。地形学的な観

点から明晰にする試みが行われている。

小阪合遺跡内においては、これまでに市教委、当調査研究会、府教委、 (財)大阪府文化財調査

センター (以下、「府調センター」と省略)、 (財 )大阪府文化財センター (以下、「府センター」
と省略)に より多数の調査が実施されている。以下、これまでの調査成果を時期毎に概観してみる。

弥生時代中期前半 遺跡範囲のほぼ中央部に位置する小阪合第18次調査で中期前半 (第Ⅱ様式)
の居住域が検出されている。この調査では、現地表下約3.5m(T.P.+5.00m)で当該期の生活面

が確認されている。上部で検出されている古墳時代初頭の生活面から約 lm下層部分にあたるも
ので、この付近一帯では、弥生時代中期前半から古墳時代初頭までは氾濫原堆積物の累重を受け

る自然環境下にあったことが推定される。このように、当該期の生活面が比較的深い地点に存在

しているため、調査対象面とされた調査例が僅少であり実態については不明な点が多い。

当該期の遺跡としては、調査地の北西約400mで当調査研究会が実施した成法寺遺跡第18次調

査で集落域が検出されている。断片的な成果であるため不確定な要素を含むが、本調査地および

成法寺第18次調査では、ともに多量の遺物を含む良好な包含層が形成されており、仮に、同一集

落と仮定すれば東西400m以上の規模を測る拠点的な大集落を形成した集落であった可能性が残

されている。

弥生時代後期 遺跡範囲の南部で実施した区画整理に伴う第10次調査の第 9調査区、第16次調
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査の第7調査区一帯のT.P.+8.1～8.4mで当該期の居住域、遺跡範囲の南東部で実施した南山本

小学校屋内運動場に伴う第28次調査で、方形周溝墓・土器棺墓で構成される墓域が検出されてい

る。一方、生産域としては、追跡範囲北西部の小阪合遺跡 (その 1)の98-7区で水田が検出され

ている。

古墳時代初頭 (庄内式期)前 代に比して集落形成が活発に行われている。庄内式古相前半 (庄
内 I期 )においては、遺跡範囲南部を中心とする第 3次調査 (27地区)、 第 6次調査 (第 4調査区)、

第13次調査 (第 1～ 3調査区)お よび南接する中田遺跡内の第12次 (N T92-12)、 中田遺跡昭和49

年度調査 C地点で検出されており、中田遺跡範囲を含めて東西350m、 南北200m規模の集落が想

定される。庄内式古相後半 (庄内Ⅱ期)においては、集落域が西部に移動しており、第 1次調査 (A
―IoA― Ⅱ地区)、 第 3次調査 (25地区)、 第 8次調査 (第 5調査区)を 中心に広がっており、そ
の範囲は東西250m、 南北270mに及ぶ。庄内式新相 (庄内Ⅲ期)においては、前代の居住域を踏襲

しさらに南北への集落拡大が顕著であり、北部の第10次調査 (第 2調査区)お よび南接する中田遺

跡 2次 (N T89-2)を含めて、東西200m、 南北650mに亘る南北に長い集落域を構成している。

これらの調査では、山陰・吉備・讃岐・近江等の他地域から持ち込まれた搬入土器が数多く出土

しており、当該期における中河内地域の多くの集落数の増加や集落域の拡大を推進した要因の一

つであったと考えられる。

古墳時代前期 (布留式期)布 留式古相段階 (布留 I・ Ⅱ期)の集落は遺跡範囲南西部を中心と第
1次調査 (A― I・ A― Ⅱ地区)、 第 3次調査 (26・ 28地区)、 第 4次調査 (第 7調査区)、 第19次調

査、第35次調査および南方の中田遺跡内の中田一丁目39、 中田遺跡第26次調査 (N T94-26)、 西

方の成法寺遺跡内の昭和61年度調査地 (高美町三丁目64-1)を含んで、集落規模を広めており規

模的には東西約350m、 南北約400mに分布している。続く布留式中段階(布留Ⅲ期)の集落は減少

傾向が顕著であり、中河内地域の他遺跡と同様の傾向で推移している。布留式後半 (布留Ⅳ・V期 )

においては、遺跡範囲中西部の第 4次調査、第 8次調査 (3・ 5区)を 中心とする範囲に集落域が

認められている。

墓域としては、遺跡範囲中東部の第 4次調査10区および市92-067調査で埴輪円筒棺および埴

輪類が検出されており、周辺において布留式古相後半 (布留Ⅱ期)段階の古墳が想定されている。

従って、当該期においては小阪合分流路を挟んで、居住域と墓域が対峙する関係であったことが

推定される。

古墳時代初頭から前期前半の小阪合遺跡内における集落動向は、集落域を変化しつつも一定規

模を保有した連続的な集落形成が認められた。本遺跡を含む周辺遺跡を包括して「東郷 。中田遺

跡群」と呼称されており、これらに包括される各遺跡の当該期集落の推移としては、特に古墳時

代初頭後半 (庄内式新相)から前期前半 (布留式古相)に集落数の増加・拡大を迎えることが共通し

た事実として捉えられている。これらの動向は、大和盆地南東部の追跡群の集落動態と共通して

いることから、大和政権内の政治的な衰勢事象に同調した中で推移したことが推定される。

古墳時代中期 当該期の集落としては、北から小阪合遺跡 (その 1)の 98-3・ 4区、河ヽ阪合遺
跡 (その 2)の02-1区、第 8次調査および第26次調査の一帯、第 1次調査のA― Ⅱ・Ⅲ地区およ

び第 4次調査の 1・ 2区一帯、第4次調査 9区および第13次調査 2区一帯の4地点で集落域が検

出されている。各グループの集落域の規模は150m程度の範囲に分布しており、それらのグルー
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I 小阪合遺跡第28久調査(K S94-28)

プが概ね南北方向に一定の間隔を持ち展開している。おそらく、当該期の小阪合分流路の左岸を

中心に集落域が形成されていたものと推定される。

古墳時代後期 前代に比して集落域の縮小・激減が顕著であり、遺跡範囲北西部の第 8次調査
1区の南部一帯で唯一古墳時代後期 (6世紀中葉)の集落が確認されている程度である。当該期に

おいては、生駒山地西麓部を中心として、横穴式石室を主体部に持つ高安吉墳群内の造営が活発

に行われている時期にあたり、集落の減少傾向は大和主導の政治趨勢の中で氏族間の再編成的な

動きに運動した結果を示すものであった可能性がある。

飛鳥・奈良時代 飛′鳥時代の集落としては、遺跡範囲北西部の第 8次調査 2区で飛′鳥時代後半
(7世紀後半)の集落が検出されているのみである。北接する東郷遺跡内では、飛鳥時代中期の創

建とされる東郷廃寺が存在しており、当該期の居住域の中心が東郷遺跡の南東部付近にあったこ

とが推定される。

奈良時代においては、当地一帯は若江郡に属していたようで、文献史料では和銅二年(709)の F広

福寺田畑流記帳』に記された「河内国若江郡人正八位上河内手人刀子作広麻呂、改賜下村主姓、

免雑戸号」が初現である。一方、『続日本紀』には、奈良時代後半の天平神護元年 (765)～宝亀

元年 (770)の 5年間に亘って若江郡南部を中心とした記事が散見される。全て、称徳天皇による

3度の行幸に関連した内容で、「弓削行宮」「弓削寺」「由義宮」「由義寺」「竜華寺」が見える他、

神護景雲三年 (769)十月三十日の条には、「詔以二由義宮一、為二西京―。河内国為二河内職一。 .̈」

とあるよう|こ「陪都」的な都である「西の京」の造営が計画されている。翌年の宝亀元年 (770)

八月四日の天皇崩御により、造都の中止を余儀なくされるが、一時期であるにせよ都の造営が若

江郡の南部で計画されたことは特筆される。

奈良時代の集落は、遺跡範囲の北西部の北集落と南西部の南集落 2箇所で確認されている。北

集落は、小阪合遺跡 (その 1)の98-1・ 5・ 7区、小阪合遺跡 (その 2)の02-1・ 3・ 6区、第
40次調査を中心としている。南集落は、第32次調査、第35次調査、第 1次調査 (A― Ⅲ地区)、 3

次調査 (25。 27・ 28地区)を 中心としている。共に当該期に遺跡範囲西部を北流した河川周辺に集

落域が形成されている共通点を持つ。特に南集落においては、当該期の河川の左岸に沿って集落

域が展開しており、この河川より東部域は、「小阪合分流路跡」範囲に含まれており、当該期に

おいても居住域を形成することが困難な地点であったことが推定される。北集落については、北

の東郷遺跡内に存在する飛J鳥時代中期の創建である東郷廃寺と近接しており、建立氏族に関わる

集落域であった蓋然性が高い。出土遺物においても、硯 (円面硯・風字硯)、 墨書土器・墨書人面

上器 。刻書土器、銅製鈴帯・皇朝銭等が数多く出土している。

平安時代 承平年間(931～ 938)に書かれた 肝日名類衆抄』によると、若江郡内には北から川俣
郷 。余戸郷 。新治郷・錦織郷・巨麻郷・刑部郷・弓削郷の 7郷があり、小阪合遺跡一帯は刑部郷

に含まれていたものと推定される。式内社としては、坂合神社がある。坂合部連を氏神とする神

社で、『三代実録』には、元慶七年 (883)十二月二十八日に河内国正六位上の堺神に従五位下が授

けられたとされており、この堺神が坂合神社と考えられている。

平安時代前～中期の集落は、奈良時代に存在した北部集落を踏襲する形で存続している。集落

数の増加・拡大するのは平安時代後期の11世紀末～12世紀後半の間で、概ね3箇所 (西 。東 。南 )
の集落が成立している。西集落は、小阪合遺跡 (その 1)の 98-3区 ・02-1・ 3区、小阪合遺跡
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(その 3)、 第39次調査、第26次調査、第 8次調査 1・ 2・ 4区、第20次調査一帯の東西約200m、

南北約500mに展開している。なお、西集落の北端には立石嶺道、南端には信貴越道が共に東西

方向に伸びており、難波と大和を結ぶ主要街道に挟まれた一帯に居住域が展開している。第26次

調査では、平安京へ瓦を供給していた栗栖野瓦窯 (京都市)と 同意匠の軒丸瓦が出土しており、瓦

受給の問題や「堂」と呼ばれる小規模な集落内寺院の存在が指摘されている。東集落は、西集落

から当該期の楠根川を挟んで東に位置している。式内社である坂合神社の西に展開する集落で、

現時点では東西約150m、 南北約100mの範囲が想定できる。南集落は、 3次調査28調査区、4次

調査の9調査区、南接する中田遺跡調査会の北区第 6地区、西接する矢作遺跡第 1次調査を含め

た東西約300m、 南北約150mに展開している。中田遺跡調査会の北区第 6地区では、地蔵堂 。薬

師堂・善坊寺などの寺院に関連した字名の地点から平安時代後期の屋瓦が検出されている。その

うちの善坊寺については、中田四丁目に現存しており、その旧地であることが推定されるため、

南集落は善坊寺の周辺一帯に成立した集落であったと推定される。

鎌倉時代 鎌倉時代初頭 (13世紀初頭)とこおいては、第26次調査、第39次調査で検出された遺構
以外には、小阪合遺跡内からは遺構が検出されておらず、集落域の移動や断絶を余儀なくされた

ようである。小阪合遺跡周辺は、延久四年 (1072)の石清水文書にあるように石清水八幡宮の荘園

に含まれている。荘田として若江郡掃部別宮に御供田五町九段があり、その内訳として南条大三

十里十坪の一段四十歩、二十四坪の一町百歩、二十五坪の五段、三十六坪の人段、揚田里四坪の

三坪、人坪の五段、門田里二十坪の四段、渋川里二十四坪の五段があったとされている。これら

の荘田は、八尾市南本町六丁目に鎮座する掃部別官 (矢作神社)が管理していたものと推定され、

小阪合遺跡内で検出されている当該期の集落についても荘田の維持 。管理を行った集落であった

ことが推定されよう。延久四年の荘園整理でかなりの打撃を受けた石清水八幡宮領は、その後も、

一族、門徒らによる宮神領の略取や平氏全盛のため源氏に縁の深い八幡宮への庇護の減少と相

倹って、鎌倉時代はじめにかけて衰退を余儀なくされたようである。これらの事象は、小阪合遺

跡の北部での遺跡推移と同調しており、鎌倉時代初頭の集落数の減少結果を招いた要因の一つで

あった可能性がある。

室町時代 室町時代のものとしては、遺跡範囲の北東部を中心とする第21次調査、第22次調査
で検出されている。第22次調査では、屋敷地を囲続する区画溝が検出されている。河内地方では

鎌倉時代後半～室町時代前半を中心とする14世紀前半以降、集村化が進行し、集落全体を溝 (堀 )

で囲む防衛的性格を帯びた施設として、環濠集落に変化したことが知られている。集落形態の変

化は、当該期以降に顕在化する河内地方を戦場とした、南北朝期の動乱、畠山氏の内乱に端を発

する応仁の乱などの戦渦から集落を守るために講じられたものと推定される。
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度第 1次調査報告書>』 (財 )人尾市文化財調査研究会報告10 財団法人人尾市文化財調査研究会
・高萩千秋 1988「 2.小阪合遺跡」 F八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』 (財)八尾市文化財調査研
究会報告16(財)八尾市文化財調査研究
。青木勘時 1990「 15,中 田遺跡 (NT89-02)」 『人尾市文化財調査研究会年報 平成元年度』 (財 )人尾市文化
財調査研究会報告28(財 )入尾市文化財調査研究会
・高萩千秋 1988F/1ヽ阪合遺跡―八尾都市計画事業南小坂合土地区画整理事業に伴う発掘調査―<昭和59年度

第 4次調査報告書>』 財団法人八尾市文化財調研究会
・坪田真- 1993「 Ⅱ小阪合遺跡第19次調査 (K S90-19)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告Ⅲ』 (財 )八尾市
文化財調査研究会報告41(財 )人尾文化財調査研究会
・成海佳子・森本めぐみ 1998「 H.小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)」 F平成 9年度 (財 )八尾市文化財調
査研究会事業報告』 (財)人尾市文化財調査研究会
。米田敏幸 1987「中田 1丁目39番地出土土器について」『八尾市文化財紀要 2』 人尾市教育委員会
・岡田清- 1998「 Ⅲ中田遺跡 (第26次調査 )」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告61』 (財 )八尾市文化財
調査研究会

,米田敏幸 19873「矢作遺弥発掘調査概要」『人尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書Ⅱ』入尾市文化財調
査報告15 人尾市教育委員会
・坪田真- 1992「 Ⅱ中田遺跡 (第 3・ 4次調査)」 『平成 4年度 人尾市埋蔵文化財発掘調査報告 (Ⅱ )』 八尾市
文化財調査研究会報告35(財 )人尾市文化財調査研究会
・本間元樹・辻本 武 2004「小阪合遺跡 (その2)― 八尾団地 (建春)埋蔵文化財発掘調査 (第 2次 )一 」『(財 )
大阪府文化財センター調査報告書 第116集』 (財 )大阪府文化財センター
・岡田清―・菊井佳弥 2006「 16 小阪合遺跡第40次調査(K S 2005-40)」 F平成17年度 (財 )八尾市文化財調
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査研究会事業報告』 (財 )八尾市文化財調査研究会

・高萩千秋 1996「 XⅡ 中田遺跡 (第32次調査)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告53』 (財 )八尾市文化

財調査研究会

・坪田真- 1997「 25 中田遺跡第35次調査(NT96-35)」 F平成8年度 (財 )八尾市文化財調査研究会事業報

告』 (財 )八尾市文化財調査研究会
。松下知世・金光正裕 。若林邦彦 。新海工博 2005「小阪合遺跡(その3)― 山本団地建替えに伴う坦蔵文化財

発掘調査報告」『(財 )大阪府文化財センター調査報告書 第132集U(財 )大阪府文化財センター
・棚橋利光 1977「式内社調査報告 第4館 河内国」式内社研究会編纂
・岡田清- 2005「18 小阪合遺跡第39次調査 (K S 2004-39)」 F平成16年度(財 )八尾市文化財調査研究会事

業報告』 (財 )人尾市文化財調査研究会

・坪田真- 1993「Ⅲ小阪合遺跡第20次調査(K S90-20)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告Ⅲ』 (財 )八尾市

文化財調査研究会報告41(財 )人尾市文化財調査研究会
・棚橋利光 1991「二、河内中北部の街道(東西道)」 『歴史の道調査報告書 第四集 奈良街道』大阪府教育
委員会

・山本 昭 1975「 中田遺跡」『中田遺跡調査報告Ⅱ』八尾市教育委員会
。原田昌則 1989「 I矢作遺跡 (第 1次調査)発掘調査概要報告」『人尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度

―矢作遺跡・花岡山遺跡―』 (財 )入尾市文化財調査研究会

・沢井浩三 1958「第二章 中世」F人尾市史』大阪府入尾市役所
。宮川 満 1979「第二章 荘園の動向 第四節 社領の発達」F大阪府史 第3巻 中世編 I』 大阪府
。原田昌則 2007「Ⅲ 小阪合遺跡第21次調査(K S91-21)」 (財 )八尾市文化財調査研究会報告101 八尾市
文化財調査研究会

・高萩千秋 1993「Ⅳ小阪合遺跡第22次調査(K S92-22)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 (財)人尾市文

化財調査研究会報告39(財 )八尾市文化財調査研究会
・山上 弘 1989『小阪合遺跡発掘調査概要・Ⅱ―八尾市南小阪合町所在―』大阪府教育委員会
。原田昌則 1996「 I小阪合遺跡(第30次調査)」 『(財 )八尾市文化財調査研究会報告54』 (財 )人尾市文化財調

査研究会

・中井 均 1991「 中世の居館 。そして村落一西日本を中心として一」『中世の城と考古学』伽新人物往来社
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)
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第 1図 調査地周辺の発掘調査位置図 (S=1/6000)
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第 1表 小阪合遺跡調査一覧表

調査名
lII号

調査主体
調査原因 所在地 調査期間

調査 向 4「

(∬ )
献文

第 1次
K S82-01

(財 )人文研

区画整理 青山町四丁 目
S57/11/8～

S58/3/25
19C ll

高萩千秋1987『小阪合遺跡―八尾都市計画事業井南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査―<旺

和57年度第 1次調査報告書>』 財団法人人尾市文化財調査研究会報告10(財)八尾市文化財調査,
分会

第 2次
K S83-02

(財 )人文研

楠根川切替え

工事

青山町一 三丁
目

S5ν 6/21～
7/14

高萩千秋1987「小阪合遺跡第2次調査」F小阪合遺跡―八尾都市計画事業南小阪合土地区画整理専
業に伴う発掘調査―<昭和58年度第2次調査 第3次調査報告書>」 (財 )人尾市文化財調査研究会第
告11(財 )人尾市文化財調査研究会

次

委

１

教

第

府
小阪合ポンプ

場

南小阪合町一丁

目
,5ν 9/1～ 3/25 5000

第 3次
K S83-03
(財 )八文研

区画整理
青山町四 五丁
目

S58/10/27～

S59/2/29
1544

高萩千秋1987「小阪合遺跡第 3次調査」 r/1ヽ 阪合選跡一人尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事
業に伴う発掘調査―<1召和58年度第 2次調査 第 3次調査報告書>』 (財 )入尾市文化財調査研究会郵
告11(財 )人尾市文化財調査研究会

第 4次
K S84-04
(財 )八文研

区画整理
青山町 南小阪
合町

S59/6/15～

11/15
1940
高萩千秋1988『小阪合遺跡―八尾都市計画事業南小坂合土地区画整理事業に伴う発掘調査―く昭和
59年度第4次調査報告書>』 (財 )人尾市文化財調査研究会報告15(財 )入尾市文化財調査研究会

府教委

柏原 八尾幹
線下水管梁築

造

南小阪合町一丁

目

S59/11/1ヽ

12/28
200

市教委 鉄塔 青山町四丁目
S59/11/5´ヤ

11/12
55
嶋村友子1985「 6 小阪合遺跡の調査く青山町4丁目4>」 レ(尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報告
書』八尾市文化財調査報告11人尾市教育委員会

第 5次
K S 85 115

(財 )八文研

ポンプ場放流

梁築造
南小仮合町

S60/1泡5～
3/20

西村公助1986「小阪合遺跡発掘調査概要―流域下水道等整備に伴う発掘調査―』 (財 )八尾市文化
財調査研究会報告8(財 )人尾市文化財調査研究会

第 6次
K S85-06
(財 )人文研

区画整理
青山三 五丁 目、

山本町南人丁 目

S93/7/15～

12/28

高萩千秋1鋸 9F/1ヽ 阪合遺跡一人尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査―』 (財 )

八尾市文化財調査研究会報告18(財 )八尾市文化財調査研究会

市教委
ボンプ場放所

梁築造
Jヽ阪合町一丁 目 S61/2/7～ ν〔

米田絞幸1986「 4 小阪合遺跡」『八尾市内遺跡昭和60年度発掘調査報告書J人尾市文化財調査報
告鬱人尾市教育委員会

第 7次
K S86-07

(財 )八文研

ポンプ場放所

梁築造

小阪合町一 三
丁目

S61/4あ～8浴
高萩千秋1987「 2小阪合遺跡 (第 7次調査)」 「昭和61年度事業概要報告』 (財 )八尾市文化財調査研
究会報告14(財)人尾市文化財調容研究会

第 8次
K S86-08
(財 )八文研

区画整理
青山町 1 2丁
目

S61/8/25～

12/10
998
高萩千秋1990「小阪合遺跡』―第8■ 316次調査発掘調査報告―』(財 )八尾市文化財調査研究会
報告26(財 )八尾市文化財調査研究会

第 9次
K S87 09
(財 )八文研

ポンプ場放浙

梁築造

小阪合町 1 2
了日

S62/4/7´ヤ

7/31
480
高萩千秋1988「 1小阪合遺跡」『人尾市文化財調査研究会年報昭和62年度』 (財 )人尾市文化財調査
研究会報告16(財)八尾市文化財調査研究会

第10次
K S87 10
(財 )八文研

区画整理

南小阪合町一丁

目、青山町三

五丁 目

S62洛 /1～
10/31

1023
高萩千秋1988「 2小阪合遺跡」『八尾市文化財調査研究会年報昭和62年度』 (財 )人尾市文化財調査
研究会報告16(財 )人尾市文化財調査研究会

第11次
K S87-11
(財 )八文研

ポンプ場放所

梁築造

南小阪合町一丁

目

S62/8/21-
9/5

272
高萩千秋1988「 3小阪合遺跡」防、尾市文化財調査研究会年報昭和62年度』 (財 )八尾市文化財調猶
研究会報告16(財 )入尾市文化財調査研究会

第12次
K S87-12

(財 )八文研

ポンプ場放流

梁築造
小阪合町二丁目

S62/10/12～

S63/1/18
400
高萩千秋1988「 4オ 阪ヽ合遺跡」「人尾市文化財調査研究会年報昭和62年度』(財 )八尾市文化財調省
研究会報告16(財)人尾市文化財調査研究会

第13次
K S87-13
(財 )人文研

区画整理 青山町五丁 目
S62/11カ～

12/28

高萩千秋1990『小阪合遺跡J― 第81316次調査発掘調査報告―』 (財 )人尾市文化財調査研究会
報告26(財 )八尾市文化財調査研究会

第14次
K S87 14
(財 )八文研

障殊人子と築造
工事

小阪合町四丁 目
S63/1/16～

1/18

高萩千秋1988「 6小阪合遺跡」「八尾市文化財調査研究会年報昭和62年度』(財 )八尾市文化財調査
研究会報告16(財)ハJ毛市文化財調査研究会

佃
矮
６３

市 事務所 青山町五丁目 S63/5/11 9
近江俊英1989「 3 小阪合遺跡 (6&051)」 「/k尾市内遺跡昭和63年度発掘調査報告書 I』 八尾市文
化財調査報告19人尾市教育委員会

第15次
K S88-15

(財 )入文研

ポンプ場放流

梁築造
小阪合町二丁目

S63/5/17～

10/31

高萩千秋1989「 7小阪合遺跡 (第 15次調査)」 F人尾市文化財調査研究会年報昭和63年度』(財 )八屋
市文化財調査研究会報告25(財 )八尾市文化財調査研究会

第16次
K S88-16
(財 )人文研

区画整理

青山町一～
=丁

目、山本南人丁

目

S63/7/5～

8/24
500
高萩千秋1990『小阪合遺跡』―第 81316次調査発掘調査報告―J(財 )八尾市文化財調査研究会
報告26(財 )入尾市文化財調査研究会

府教委
府道平野中高

安線拡張

南小阪合町一丁

目
S63/10^-12 500 山上弘1989「/1ヽ阪合遺跡発掘調査概要 エー八尾市南小阪合町所在―J大阪府教育委員会

第17次
K S88-17
(財 )八文研

共同住宅 青山町三丁 目
S63//10/3～

10/4

高萩千秋1989「 9小阪合遺跡 (第 17次調査 )」 M、尾市文化財調査研究会年報昭和63年度』 (財 )八尾
市文化財調査研究会報告25(財)入尾市文化財調査研究会

63-133

市教委
公共下水道

南小阪合町一丁

目
S63/11/14

近江俊秀1989「 6 小阪合遺跡 (63‐ 133)」 「/k尾市内遺跡昭和63年度発掘調査報告書工』八尾市文
化財調査報告拗人尾市教育委員会

63-202

市教委
公共下水道 山本町南八丁 目 S63/12/2 6

米田敏幸1989「 7 小阪合遺跡 (63‐202)JF八 尾市内遺跡昭和63年度発掘調査報告書工』人尾市文
化財調査報告20人尾市教育委員会

第18次
８９．．８
脚

Ｋ
働

区画整理 青山町三丁 目 H1/74～ 4/28
民田昌則2007「 工小阪合遺跡 (I岱8伊 18)」 「(財 )人尾市文化財調査研究会報告101』 (財 )八尾市文イと
ll調査研究会

第19次
K S90-19

(財 )八文研
共同住宅 青山町五丁 目

H2/10/16～
11/1

坪田真-1993「 Ⅱオヽ阪合遺跡第19次調査 (KS911 19)JF八尾市埋蔵文化財発掘調査報告Ⅲ』(財)八
尾市文化財調査研究会報告41(財 )八尾市文化財調査研究会

第20次
K S91-20
(財 )八文研

共同住宅 青山二丁目
H3/4/19～

5/16
平田真-1993「 Ⅲ小阪合遺跡第20次調査 (RS9∈ 2_0)」 レ(尾市埋蔵文化財発掘調査報告Ⅲ』 (財)八
乏市文化財調査研究会報告41(財 )人尾市文化財調査研究会

第21次
K S91-21
(財 )人文研

共同住宅 若草町
H4/1/18～

2/10
景田昌則2007「 工小阪合遺跡 (KS89-18)」 F(財)人尾市文化財調査研究会報告101』 (財 )人尾市文イセ

サ調査研究会

92-067

市教委
共同住宅

南小阪合町一丁

目

H4/5/7 19～
21

首斎1993「 6 小阪合遺跡 (92067)」『人尾市内遺跡平成4年度発掘調査報告書 I』 八尾市文化財
調査報告
"八
尾市教育委員会

92-110

市教委
倉庫 青山町五丁 目 H4/6/8 625

漕斎1993「 7 小阪合遺跡 (92‐ 110)」 「入尾市内遺跡平成 4年度発掘調査報告書 I』 八尾市文化財
調査報告27八尾市教育委員会
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

調査名
調査主体

調査原因 所在地 調査期間
(活 )

献文

92-143

市教委
共同住宅 青山町五丁目他

H4/6/29 7/(
～10

8
漕 斎1993「 10 小阪合遺跡 (92‐ 143)」 F人尾市内遺跡平成 4年度発掘調査報告書 I』 八尾市文41
財調査報告27八尾市教育委員会

第22次
K S92-22
(財 )人文研

共同住宅 若草町
H4/8/5～
3/28

200
高萩千秋1993「 Ⅳ小阪合遺跡 (KS92‐22)第 22次調査」 F人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 (財 )八疋
市文化財調査研究会報告39(財 )八尾市文化財調査研究会

第23次
K S92-23

(財 )八文研
公共下水道

青山町二 三丁
目

H4/9洛～

11/26
106
成海佳子1993「 V小阪合遺跡 (KS92‐23)第 23次調査」「人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 (財 )八尾
市文化財調査研究会報告39(財 )八尾市文化財調査研究会

第24次
K S92-%
(財 )人文研

共同住宅 青山町五丁目
H4/11/16～

12/5
230
高萩千秋1993「 Ⅵ小阪合遺跡 (KS92-24)第 24次調査JF八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 (財 )八尾
市文化財調査研究会報告39(財 )人尾市文化財調査研究会

第25次
K S93-25
(財 )人文研

公共下水道 青山町二丁 目
H5/4/2～
7/9

坪田真-1994「 V小阪合遺跡第25次調査」 F(財)八尾市文化財調査研究会報告42』 (財 )人尾市文rl
財調査研究会

第26次
K S93-26
(財 )人文研

共同住宅 青山町二丁 目
H5/9/1～
10/4

420
坪田真-1998「 I小阪合遺跡 (第26次調査)JF(財 )八尾市文化財調査研究会報告61』 (財 )人尾市文
化財調査研究会

第27次
K S94-27
(財 )八文研

公共下水道 青山町二丁目
H6/5ん～
5/27

西村公助 中野篤史1996「 Ⅲ小阪合遺跡 (第 27次調査)」「(財 )人尾市文化財調査研究会報告5側 (財 )
八尾市文化財調査研究会

第28次 甥蜘
ＫＳ
⑭

体育館 山本町南七丁 目
H6/5/26～

8/5
855 本書掲載

第29次
K S94-9_9

(財 )八文研
総合体育館 青山町三丁目

H6/6/1～
H7/3/20

7220 本書掲載

第30次
K S95-30
(財 )人文研

共同住宅
南小阪合町一丁

目

H8/1/8～
1/22

104
原田昌則1996「 I小阪合遺跡 (第 30次調査)J『 (財 )八尾市文化財調査研究会報告5剣 (財 )人尾市文
化財調査研究会

第31次
K S95-31

(財 )八文研
防火水槽 青山町五丁 目

H8/1/29～

2/2

岡田清-1996「 Ⅷ小阪合遺跡 (第 31次調査 )」 「 (財 )八尾市文化財調査研究会報告53』 (財 )八尾市文
化財調査研究会

第32次
K S96-32

(財 )入文研
変電所設備 青山町四丁 目

H8/7/1～
7/24

200
坪田真一 古川晴久1997「 13小阪合遺跡第32次調査 (KS96‐32)」 F平成8年度 (財 )人尾市文化財ヲ
査研究会事業報告』(財 )八尾市文化財調査研究会

第33次
K S96-33

(財 )人文研
電気管路

青 山町四丁 目、

南小阪合町一丁

目

H8/11/13～

11/29

高萩千秋1998「 Ⅸ小阪合遺跡 (第33次調査)」 「(財 )八尾市文化財調査研究会報告60』 (財 )人尾市文
化財調査研究会

第34次
K S96-34
(財 )八文研

公共下水道
青山町一 二丁
目

H9/1/13～

2/28
503
原田昌則19鋸「X小阪合遺跡 (第34次調査)」 「(財 )八尾市文化財調査所究会報告60』 (財 )八尾市技
化財調査研究会

第35次
K S96-35
(財 )人文研

養護老人ホー

ム施設
青山町四丁目他

H9/3/17～

6/19
1090 本書掲載

98-1 ‐ 7
府調セン

ター
団地 若草町

H9/12珍 6～
H10/12泡 5

6135
駒井正明 本間元樹 陣内暢子 松田留美 松田順一郎2000「小阪合遺跡―都市基盤整備公団入
尾団地建替えに伴う発掘調査報告書―」「(財 )大阪府文化財調査研究センター調査報告書第51集』
(財 )大阪府文化財調査研究センター

第36次
K S97-36

(財 )人文研
公共下水道 若草町 H10/2/9

高萩千秋1999「 V小阪合遺跡第36次調査」「(財 )八尾市文化財調査研究会報告62』 (財 )八尾市文fl
財調査研究会

92-143

市教委
分譲住宅 青山町四丁目 H■ /11/11 4

吉田珠己2000「 2 小阪合遺跡 (9併 320)J『八尾市内遺跡平成■年度発掘調査報告書 I』 八尾市文
化町調査報告42人尾市教育委員会

02-1^ヤ 6

府センター
団地 若草町

4れ/15～

5/3/14
3270
本間元樹 辻本武211114「小阪合遺跡 (その2)一 人尾団地 (建替)埋蔵文化財発掘調査 (第 2次)一
『(財 )大阪府文化財センター調査報告書第116集』 (財 )大阪府文化財センター

第37次
K S 2002-37

(財 )八文研
公共下水道

青 山町四丁 目、

中田一 三丁 目
4海/10～

5/3/10
高萩千秋 成海佳子 西村公助 樋日薫2003「小阪合遺跡 (第37次調査 )」 F(財)人尾市文化財調査研
究会報告7到 (財 )八尾市文化財調査研究会

第38次
K S 2002-3を

(財 )人文研
公共下水道 若草町地内

H15/6カ 6～
9/30

3328
樋口薫加03「Ⅵ小阪合遺跡第38次調査 (kS200歩38)JF(財 )人尾市文化財調査研究会報告7醐 (財 )
人尾市文化財調査研究会

第 3次調査
府センター

団地 若草町
H16れ /1～
H17/6/30

1625

松下知世 金光正裕 若林邦彦 新海正博2005「小阪合遺跡 (その3)― 山本団地建替えに伴う埋
蔵文化財発掘調査報告」「(財 )大阪府文化財センター調査報告書第132集』 (財)大阪府文化財セン
ター

第39次
K S 2004-3〔

(財 )人文研
共同住宅 若草町

H16/7/1～

10/21
1590
岡田清-2005「 18小阪合遺跡第39次調査 (KV004‐39)JF平成16年度 (財 )八尾市文化財調査研究会
事業報告』(財 )人尾市文化財調査研究会

第40次
K S 2005-4(

(財 )八文研
病 院 若草町

H17海 /1～
H18/3/10

5230
岡田清一 菊井佳弥2006「16小阪合遺跡第40次調査 (KS2005-40)」 「平成17年度 (財 )八尾市文化財
調査研究会事業報告』 (財 )人尾市文化財調査研究会

第41次
K S 2006-41

(財 )人文研
病院 若草町

H19洛 /23～
H19/9/28

5350
樋日薫 河村恵理 鬼頭彰2008「 9小阪合遺跡第41次調査 (照3200641)JF平 成19年度 (財 )人尾市
文化財調査研究会事業報告』 (財 )人尾市文化財調査研究会

凡例 府教委―大阪府教育委員会 府調センターー大阪府文化財調査研究センター 府センターー大阪府文化財センター
市教委―八尾市教育委員会  (財 )八文研― (財 )八尾市文化財調査研究会
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第 3章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過
今回の調査は、南山本小学校屋内運動場増改築工事に伴う発掘調査で、当調査研究会が小阪合

遺跡内で実施した発掘調査の第28次調査 (K S94-28)に あたる。工事は、既存の屋内運動場を取

り壊した後、ほぼ同位置に新たな建物を建てるもので、その建物の位置に合わせて調査地を設定

した。

調査地の面積は、上幅で東西40.6m X南北25.lmの 1019.06ど であるが、試掘調査で、ベース

となる砂層の含水量が多いことが明らかにされており、安全を重視するため、機械掘削の段階か

ら壁面の勾配を45度に保った。そのため、機械掘削終了時の調査地面積は、東西38m× 南北22.5

mの855∬ に減少している。人力掘削に際しても、水はけを考慮し、幅広で深い側溝を設定し、

水止めのためのセクションも多く残したため、面積はさらに減少している。さらに第 1面までは

全外的に調査を行ったが、第 1面終了後は調査地をY20ラ イン上にセクションを残し、これを境

に東区・西区の2か所に分けて調査を行った。最終的な平面の面積は、東区が東西12.Om X南北

17.5m、 西区が東西13.5m× 南北18.Omと なった。調査を開始したのは平成 6年 5月 26日 、機械

掘削が完了したのは6月 1日 、第 1面の調査が終了したのは6月 22日 である。第 2面の調査が終

了したのは、東区が 7月 14日、西区が 7月 16日 である。第 3面の調査が終了したのは、東区が 7

月21日 、西区が 8月 2日 である。以後、下層確認、セクション掘削等すべての調査が完了したの

は8月 4日 である。

第 2図 調査地地区割図 (S=1/1000)

南山本小学校内

―
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

第 2節 基本層序 (第 3図 )
現地表面の標高はT.P.+9.50m前 後、第 0層の盛土は0,7～ 0.8cm程度あるが、既存の建物を取

り壊したため、周囲やグラウンドよりは若干低い。

第 1層 :旧耕土。学校建設直前まで耕作されていたもので、上面は造成時に削平され、ほぼ水平

である。上面はTP+8.7～ 8.8m、 層厚は0.1～0.15m前後である。(第 3図 -1)

第 2層 :第 1層の床を形成する土層。土質は青灰色礫混じり砂質シルトを呈する。上面に酸化鉄

が沈着する。層厚は0.05～ 0.lm前後である。 (第 3図 -2)

第 3層 :土質は青灰色粘土混じり砂質シルトを呈する。層厚は0,1～0.2mである。調査地東端で

は、礫の目立つ土層 (第 3-1層 )の堆積が見られた。調査地西半では、粘土質が強い上
吉Ь(第 3-2層 )と 、シルト質が強い下部 (第 3-3層 )に分けられる。(第 3図 -3～ 11)

第 4層 :土質は青灰色粗砂～礫混じり砂質シルトを呈する。層厚は0～ 0。 2mである。調査地北

西部にのみ堆積する。 (第 3図 -12)

第 5層 :土質は暗青灰色粗砂～礫混じり砂質シルトを呈する。上面に酸化鉄が沈着する。層厚は

0～0.lmである。第 4層 とおなじく当該層も調査地北西部にのみ薄く堆積する。 (第 3

図-13)

第 6層 :洪水に起因する砂層。土質は白灰色粗砂を呈する。層厚は0.1～0.15mで ある。室町時

代までの遺物をわずかに含む。 (第 3図 -15。 16)

第 7層 :第 6層 と同じく洪水に起因する砂層。土質は白灰色粗砂と灰色粘質シルト～粗砂の互層

を呈する。層厚は0.15～0.4mである。調査地西側から東側へ順に堆積する(第 7-4→
7-1層 )。 室町時代までの遺物をわずかに含む。(第 3図 -18～22)

第 8層 :室町時代の水田耕作土。上質は青灰色微砂混じり粘質シルトを呈する。層厚は0.1～0.3

mである。上面には、人・牛の足跡、鋤・鍬などの耕作痕が顕著に認められる。当該層

上面を「第 1面」と呼称した。 (第 3図 -23・ 24)

第 9層 :平安時代以降の水田耕作上の可能性が高いが、平面調査では認識できなかった。上質は

灰色～青灰色粘土を呈する。下部に炭酸鉄が沈殿する。層厚は0,15～ 0.4mである。第

9層上面はT.P.+7,7～ 7.8mを測る。 (第 3図 -25)

第10層 :第 9層の床を形成するものと考えられるが、第 9層 との分離が不可能な部分がある。土

質は灰色粘土を呈し、粗砂～礫を少量含み、粘性が高い。層厚は0～0.2mである。古

墳時代後期 (6世紀代)の遺物が少量含まれる。当該層上面で第 9層下面から切り込まれ

たと考えられる溝群を確認したが、平面調査ではさらに 1層下の第11層上面で捉え、第

11層上面を「第 2面」と呼称した。第10層上面はT.P,+7.7～7.8mを 測る。 (第 3図 ―

26)

第11層 :弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺物包含層。土質は暗青灰色微砂～礫混じり粘質

シルトを呈し、粘性が強い。層厚は0.1～0.2m。 (第 3図 -27)

第12層 :土質は青灰色シルト～微砂を呈する。層厚は0.1～0.3mである。当該層上面で、弥生時

代後期末の方形周溝墓、溝などを検出した。当該層上面を「第 3面」と呼称した。上面

はT.P.+75～77mで東から西へ低くなる。 (第 3図 -28)

当該層を除去したところ、当調査地の最終的な基盤層を確認。上質は灰色微砂～粗砂

-13-
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

を呈し、含水量は極めて多い。層厚は0.2～0.3m以上である。当該層上面を構築面とす

る溝状遺構を検出したが、周溝部下部の部分的な下層確認であった為、図化できなかっ

た。

第 3節 検出遺構と出土遺物
1)第 1面 (第 4図、図版―)

T,P,+8.Om前後に堆積する第 8層青灰色微砂混じり粘質シルト層上面で、東西方向に伸びる

畦畔状の遺構と水田遺構を検出した。検出した畦畔を南から順に畦畔101～ 103と 呼称し、畦畔

101以南に位置する水田を水田101、 畦畔102と 103に挟まれた水田を水田102と 呼称した。畦畔101

と102に挟まれた箇所には第 8層の堆積が見られず、流路状の窪地が東西に伸びる。水田遺構の

東部および流路の西部の標高値の低地部分に堆積した自然堆積層 (第 6'7層 )から室町時代の瓦
器などが少量出土した。当該面は室町時代の遺構面であると推祭できる。

畦畔(畦畔)

畦畔101

3a― d地区で検出した畦畔である。畦畔の検出規模は、上面幅0.5～4.Om、 基底幅1.3～ 5,2

m、 高さ0.05～ 0.2mを 測る。第 8層 を盛り上げて構築しており、幅・高さともに東へ行くほど

小規模なものとなる。

畦畔102

a― d地区をとおるX15ラ イン上に沿って検出した畦畔である。畦畔101から北へ 3～ 4m程

離れた地点に位置する。畦畔の検出規模は、上面幅1.0～ 1.5m、 基底幅1.5～ 1.7m、 高さ0.05～

0.15mを測る。第 9層 を盛り上げて構築しており、上面には特に粗砂が厚く堆積している。

醍圭田半103

2a― d地区で検出した畦畔である。畦畔の検出規模は、断面の観察から、上面幅2.5m、 基

底幅3.3m前後と推定される。高さは0.1～0.15mを測る。畦畔102か ら北へ 7m程離れた地点に

位置する。北端は調査地外に至り、東側は攪乱を受けている。第 8層上面にシルト～粗砂などの

ブロック層を盛り上げて構築しており、上面には足跡状遺構の窪みが顕者に残る。

水田(水田)

水田101

3・ 4a― d地区で検出した水田である。水田の検出規模は、南北検出幅3.5～4.5m、 東西検

出幅35.5mを測る。北端から約 2m地点で、南へ 1段下がる鈍い段を有する。全体に西から東ヘ

低くなる。上面の標高はT,P.+7.8～ 8,lmを測る。

水田102

2a― e地区で検出した水田である。水田の検出規模は、南北幅6.0～ 6.5m、 東西検出幅35.5

mを測る。上面の標高はT.P.+7.9m前 後で西から東へ低 くなる。
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

2)第 2面 (第 5図、図版―)

T.P.+7.7～ 7.8mに堆積する第11層暗青灰色微砂～礫混じり粘質シルト層上面で、鋤溝16条、

土坑 2基、小穴 1個、落ち込み 1か所からなる田畑の床面を検出した。検出した鋤溝群は調査地

全体を東西 。南北軸に整然と並ぶ。土坑はY15ラ イン上をほぼ南北に並列する。この2基の上坑

は、南側をS K201、 北側をS K202と 呼称した。東区東部中央で検出した落ち込みをS0201、

西区東端で検出した小穴をS P 201と 呼称した。

鋤溝(SD)

調査地全体を東西 。南北に整然と並ぶものである。このうち、東西方向に伸びる鋤溝を南から

S D201～ 212、 南北方向に伸びる鋤溝を東からS D213～ 216と呼称した。規模は、幅0.2～0.5m、

深さ0.1～0.3m前後を測る。各溝の間隔は、東西方向のものが 4～ 5mと ほぼ等間隔に対して、

南北方向のものは5.5～ 10mと ゃゃ広く不揃いである。なお東西方向に伸びる鋤溝には、S D203

～205、 S D206～ 208、 S D209～ 211の ように狭い間隔で、まとまりをもつものがある。鋤溝の

埋土には第10層灰色粘土が堆積しており、遺物は土師器・須恵器・瓦器等の小破片をわずかに含

むにとどまった。溝底の標高は、東西方向の鋤溝は西下がり、南北方向の鋤溝は南下がりである。

鋤溝の法量などについては以下、第 2表にまとめた。

第2表 第2面鋤溝法量表 (単位m)

土坑 (SK)
S K201

*1 調査地東西幅と同じ
*2 調査地南北幅と同じ

3b地区で検出した土坑である。上坑の形態は、長軸を東西に持つ楕円形を呈し、長径2.lm、

短径1.2m、 深さ2.lmを測る。遺構埋土は第10層灰色粘土を主として、灰色粗砂や暗灰色粘土な

どのブロック上が混ざる。遺物は出土しなかった。

S K202

2b地区で検出した土坑である。土坑の形態は、長軸を南北に持つ楕円形を呈し、長径2.2m、

溝番号 幅 深 さ 検出長 他の溝との関係

S D201 0.3´
‐ヤ0.5 0.18´-02 *1 S D213・ 216と 交差

S D202 0.3´
―ヤ0.4 0.1前後 65 S D213と の交差

S D203 0.3-0.5 0.15´-02 *1 S D213・ 216と 交差

S D204 0.3´
‐ヤ0,4 0.1前後 165 S D213・ 215と 交差

S D205 0.2´-04 02前後 92 S D216と 交差

S D206 0.25´
ヤヽ06 012´-02 *1 S D213・ 216と 交差

S D207 0.55´-06 015-02 つ
０
∩
ν S D216と 交差

S D208 03´-05 015´-02 11.5 S D213・ 215と 交差

S D209 0.2-0.3 01´Ψ015 *1 S D213・ 216と 交差

S D210 0.15´-0.3 015´-02 84 S D216と 交差

S D2 1 03´ヤ045 0.15´-02 ７
ｒ
Ｏ
Ｏ

S D2 2 02以上 015以上 87 S D215と T字形に接続
S D2 3 03´-06 02～ 03 *2 S D201・ 206・ 208,209,211と 交差、 S D 201を 切る

S D2 025´-035 015-20 *2 S D201 ・203・ 204・ 206・ 208。 209と う道差

S D2 5 025´-052 02´-0.24 *2 ク、 S D212と T字に接続
S D2 6 0.3´

Ψ048 10前後 15,5 S D201・ 203・ 205・ 207・ 209。 211と 交差

-17-
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I 小阪合遺跡第28次調査(K S94-28)

短径1.25m、 深 さ1.8mを測る。遺構埋土は S K201同様、第10層 を主とし、ブロック上が混ざる。

遺物は出土 しなかった。

落ち込み(SO)
S0201

d地区のX10ラ イン上で検出した落ち込みである。落ち込みの形態は、東西に長い楕円形を呈

し、検出長は東西3.5m、 南北1.lm、 深さ0,lm前後を測る。遺構埋土は灰色粘土 (第 10層 )である。

遺構の東端はS D213に切られていることから鋤溝群の構築時期よりも若干古いと推察できるが、

埋土の特徴から時期差はほとんどないものと考えられる。遺物は出土しなかった。

/1ヽ穴(SP)
S P 201

3b地区で検出した小穴である。小穴の形態は、径0.35mの 円形を呈し、深さは0.18mを測る。

断面形状は逆凸字形である。遺構埋土は暗灰色粘土の単一層で、杭跡と推測できる。遺物は出土

しなかった。

3)第 3面 (第 6図、図版―・三)

T.P.+7.5～ 7.7mに堆積する第12層青灰色シルト～微砂層上面で、方形周溝墓 4基、土器棺墓

2基、土器集積 2カ 所、溝 9条を検出した。Y18ラ インを境に調査地東側では方形周溝墓等、墓

域に関連する遺構が集中しており、西側では小規模な溝群を検出した。検出した遺構はそれぞれ、

方形周溝墓をS X301～ 304、 土器棺墓を上器棺墓301・ 302、 土器集積をS W301・ 302、 大溝をS

D301、 小溝群をS D311～ 318、 その他不明遺構をS Z301・ 302と 呼称した。

方形周溝墓(SX)
2-3・ c― d地区で4基の方形周溝墓群を検出した。これらの方形周溝墓は、方向や規模に

相異がある。方向について見てみると、主軸を北北西―南南東にもつもの (S X301)、 北西―南

東にもつもの(S X302)、 ほぼ南北にもつもの2基 (S X303・ 304)に分類できる。規模については、

S X301・ 303は一辺 3m前後、 S X 302・ 304は一辺7m前後を削り、2倍以上の差が生じる。詳
細な規模については、21頁第 3表にまとめた。なお、 4基の構築時期は、 S X301・ 303・ 3041よ

弥生時代後期後半、S X302は弥生時代後期前半に比定できる。

S X301(第 7・ 8図、図版五・七)

2d地区で検出した方形周溝墓である。北東側の3分の 1は側溝及び調査地外におよぶ為、検

出できた3箇所のコーナー部分より墓の形状及び法量の復元を試みた。この結果、北北西―南南

東方向に長軸を持ち、周溝を含めた全体の規模は北北西―南南東が4.2m、 東北東―西南西が3.7

m前後の小規模な方形周溝墓になることが想定できた。検出した周溝の幅は、北側周溝が0.6～

0.65m、 南側周溝が0.25～ 0.3m、 深さ0.1～0.15mを測り、南コーナーが幅・深さともに小規模

となる。なお、マウンドは後世の削平によってほとんど残っていない。

埋葬施設として、土器棺(2)を 1基検出した。この土器棺は墳丘上のほぼ中央部に埋置された

-19-
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遺構名 地区 区画検出規模 墳丘検出規模 周溝検出規模 出土遺物

S X301 2d 4.2× 3,7m前後 30× 2.7m以下
(北周溝)幅0.6～ 0.65m
(南周溝)幅0.25～03m
深さ0.3～05m

土器棺 (2)、 甕 (1)

S X302 3c― d 10～1lm以下 7.2m前後 幅1,7～ 2.Om
深さ0.3～05m

壷 (3・ 5)、 甕 (6・ 7)、
高杯 (8～ 10)

S X 303 2c 4.9× 42m 3.2～33m

(西周溝)幅07～ 1.Om
(東周溝)幅0.4～0.8m
(南周溝)幅0.3～06m
深さ0.1～0.15m

重 (11・ 12)、 甕 (13～ 18)、
鉢 (19～ 21)、 高杯 (22～ 25)

S X304 2-3c 9.2× 8.Om 70× 5,9m

(南～東周溝)
幅11～ 1.4m、 深さ0.4～0.5m
(東～北周溝)
幅0.8～ 1,lm、 深さ0.4～0.5m

重 (26・ 27)、 甕 (28～ 32)、
鉢 (33・ 34)、 高杯 (35)

第3表 第3面方形周溝墓一覧表 (単位m)

X2-一                         ´´
~~~｀

ヽ

X4-―

X6-

I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

0            1m
|

Y34

|

Y32

|

第 7図 第3面 S X301平 。断面図(S=1/40:1:1/8、 2:1/16)

写真2 土器轄 (2)出土状況日と東から,
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状態で検出されたが、マウンドと同じく後世の削

平を受けており、体部下半部～底部を残すのみで

あった。なお、土器棺底部が南東方向に向いた状

態で検出されたことから、頭位を北西方向にむけ

て埋置されたものと考えられる。 2は大形の壼で

あり、調整は外面に縦方向のヘラミガキを施す。

内外面に粘土紐接合痕が見られる。外面底部及び

底面と、体部上半に黒斑が見られる。生駒西麓産。

供献土器として、北コーナーの周溝底部で、甕

(1)を検出した。 1はほぼ完形の奏であり、受け

口状口縁をもつ。調整は、内面全体に板状工具に

よるナデを施す。粘土紐接合後、指頭圧痕が見ら

れる。外面はタタキ後体部中央～下半部にかけて

ヘラミガキを施す。体部中央部と下半部に、粘土

紐接合痕が残る。体部下半部に黒斑が見られる。

ドーナツ状底を持つ。生駒西麓産。弥生時代後期

後半。

以上の出土遺物より、墓の構築時期は弥生時代

後期後半以降に比定できる。

S X302(第 9。 10図、図版二・五 )

3c― d地点で検出した方形周溝墓である。南

東側 3分の 2は側溝及び調査地外におよぶ為、今

回の調査では確認できなかった。検出できた 2箇  第8図 第3面 S X301出土遺物実測図(S=1:1/4、 2:1/働
所のコーナー部分より墓の形状及び法量の復元を試みた。この結果、周溝を含めた全体の規模は

北東―南西が10～ 1lmの方形周溝墓になることが想定できた。検出した周溝の幅は、北西周溝が

1.7～ 2.Om、 深さ0,3～05mを測る。なお、マウンドは後世の削平によってほとんど残っておら

ず、埋葬施設も確認できなかった。

供献土器として、やや浅く掘られた南西コーナーの周溝底部で、高杯 (8。 10)・ 小形鉢または

小形壼の底部(4)が出土した。この他にも周溝内埋土より短頸壷の口縁部 (3)、 壷底部 (5)、 甕

(6)底部片 (7)、 高杯脚柱部(9)が出上した。南西コーナーの周溝底部から出上した遺物と、そ

れ以外の周溝内埋土から出土した遺物を大別して観察した。前者の遺物は、墓の構築時期に置か

れたものと推測でき、後者の遺物は周溝が埋没する過程において供献土器の崩壊による混入また

は、廃棄されたものと考えられる。以下、出土した遺物について概観したい。

まず、南西コーナーの周溝底部から出上した遺物について見てみると、8'10は高杯の杯部と

脚部である。8は皿状を呈する。口縁部は短く立ち上がり、口縁端部に面を持つ。10は裾が広が

り、端部を丸くおさめる。共に調整は内外面に丁寧な縦方向のヘラミガキを施す。生駒西麓産。

弥生時代後期前半。

この他に周溝内埋土から出土した遺物について見てみると、3は緩やかに広がる口縁部をもつ

o               10cm

o         20cm

″董
ミ

鸞 t々
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

Y35

|

TP+800m

―
X10

――一X15

―一 X20

0            2m

<周溝埋土>
1.青黒色粘質シルト
1' 青黒色礫混じり粘質シルト
2.青灰色粘質シルト
3.暗褐灰色粘質シルト (炭化物、礫、
4 晴灰色粘質シルト
4' 暗灰色粘質シルト (やや色淡い)
5 青灰色シルト (マウンド崩壊土層)

<マウンド盛土>
1.灰色微砂混じり粘質シルト (鉄分沈着)
‖.灰色粘質シル ト
*1,青灰色微砂混じり粘質ンル ト (黒灰色粘質シルト)
*2.青灰色微砂下層部に植物遺体を含む)

第 9図 第 3面 S X 302平・断面図(S=1/80)

四山山』！′阿に‐ｒⅣⅣ‐ｒｖ″一′′／′′′〔中一′′′′中中一

∴ 溢 巡 10
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短顎壷で、頸部外面にヘラミガキを施す。生駒

西麓産。 6は球形の甕で、緩やかに屈曲する口

縁部を持ち、口縁端部は受け口状口縁を呈する。

弥生時代後期後半。 9は高杯の脚柱部で、筒状

を呈する。生駒西麓産。

以上のように、周溝内底部から出土した遺物

は、他の S X301・ 303。 304周溝内より出上し

た遺物より古い時期 (弥生時代後期前半)の もの

と推察できる。また、北西側に位置するSX
304の影響を受けたためか、北西周溝の外側ラ

インがやや乱れていることからも、 S X 302が

S X 304構築前に存在していたものと推測でき

る。

S X303(第 11,12図、図版五)

2c地区で検出した方形周溝墓である。北側
および南西側の一部は調査地外に及ぶが、ほぼ

第10図 第3面 S X302出土遺物実測図(S=1/→  全体の形をとどめる。平面形状は東西方向に長
い隅丸方形を呈する。周溝を含めた全体の規模は南―北が4.2m、 東―西が4.9mの小規模な方形

周溝墓である。検出した周溝の幅は西側が0.7～ 10m、 東側が0.4～ 0.8m、 南側が0,3～ 0,6m、

深さは0.1～0,15mを測る。南～西周溝が幅広で浅く、東周溝が幅狭で深い。周溝は南周溝の中

央やや東よりで途切れている。なお、マウンドは後世の削平によってほとんど残っておらず、埋

葬施設も検出できなかった。

供献土器として、東周溝中央部で壺 (12)と 鉢 (19)が出土した。また、北周溝中央部では甕の破

片 (14・ 15・ 17・ 18)が出土した。この他にも周溝内埋土より広口壼の口縁部 (11)、 甕の口縁部

(13)、 甕の口縁～体部上半部 (16)、 鉢 (20)、 有孔鉢 (21)、 高杯の杯部 (22)、 高杯の脚部 (23～25)

が出上した。前者の遺物は墓の構築時期に置かれたものであり、後者の遺物は周溝が埋没する過

程において廃棄されたものである。以下、出上した遺物について概観したい。

東周溝内から出土した遺物について見てみると、12は壷の体部下半～底部の破片である。調整

は外面全体に縦方向のヘラミガキを施す。外面底部及び底面に黒斑が見られる。生駒西麓産。19

は椀形の小形鉢。調整は内外面に丁寧なヘラミガキを施す。次に北周溝内から出土した遺物につ

いてみてみると、全て甕の口縁部片であり、受け口状口縁部を持つもの(14)と 、緩やかに屈曲し

て、口縁端部を丸くおさめるもの(15。 17・ 18)がある。調整はタト面に右上がりのタタキがみられ、

内面はナデ調整で仕上げる。14は弥生時代後期後半。14・ 17は生駒西麓産。

この他に周溝内埋土から出上した遺物について見てみると、11は緩やかに外反する口縁部を持

つ壷。13は「く」の字に屈曲し、受け口状口縁をもつ。弥生時代後期後半。16は緩やかに屈曲し

て、口縁端部を丸くおさめる。20は椀形の鉢。調整は内面にヘラミガキを施す。外面は右上がり

のタタキが見られる。21は有孔鉢の底部片。22は高杯の杯部。23～25は高杯の裾部。23・ 25は生

駒西麓産。これらの出土遺物より、墓の構築時期は弥生時代後期後半以降に比定できる。

10

o              10cm
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

―一 X5

TP+800m

1.青黒色礫混じり粘質ンルト
0        1m

第11図 第3面 S X303平・断面図(S=1/4)
S X304(第 13・ 14図、図版二・三・六 )

2-3c地 区で検出した方形周溝墓である。北側にS X303、 南東側にS X302が隣接する。西
側の一部はトレンチやセクション部分に及ぶが、ほぼ全体の形を残す。平面形状は東西がやや長

い方形を呈する。周溝を含めた全体の規模は南―北が8.Om、東―西が9,2mの方形周溝墓である。

周溝の幅は東～南側が 1。 1～ 1.4m、 西～北側が幅0,8～ 1.lm、 深さは北～東が0.3m～0.4m、 東

～南にかけて0.4～0.5m、 北東 。南東部のコーナーはやや深くなる。なお、マウンドは後世の削

平によってほとんど残っていない。

埋葬施設として、墳丘のほぼ中央部で、木棺の可能性のある木片を確認したが、明確な掘方な

どは、確認できなかった。

供献土器として、南東コーナーの周溝底部で直口壷 (27)。 鉢 (34)、 北西コーナーの周溝底部で

Y25

|
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第12図 第3面 S X303出土遺物実測図(S=1/4)
甕 (28・ 30～32)を検出した。この他にも周溝内埋土より壷の口縁部 (26)、甕の口縁部 (29)、鉢 (33)、

高杯杯部(35)が出土した。以下、出上した遺物について概観したい。

南東コーナーの周溝底部から出上した遺物について見てみると、27は ほぼ完形の直口壺。調整

は、内面に板状工具によるナデを施す。外面は摩滅が著しい為不明瞭であるが、おそらくヘラミ

ガキを施していたと思われる。粘土紐接合痕が残る。体部下半部に黒斑が見られる。弥生時代後

期前半。34は椀形の鉢。口縁部に僅かながらくびれ部分が認められる。調整は、内面は摩滅が著

しい為不明瞭であるが、外面はヘラミガキを施す。外面の口縁部～底部にかけて黒斑が見られる。

ほぼ完形の鉢。北西コーナーの周溝底部から出上した遺物について見てみると、28は奏の口縁部。

生駒西麓産。30～32は体部中半部に最大径をもつ甕である。口縁部形態は、緩やかに屈曲し口縁

端部を丸くおさめるもの (30。 31)と 、「く」の字に屈曲し端部に面をもつもの (32)がある。調整

は内面に板状工具によるナデ、外面にタタキ後ナデを施す。30～32は ほぼ完形の状態で出上した

が、30の体部上半部には穿孔とみられる痕跡が残る。32は底部のみ欠損することから、故意に打

ち欠いた可能性が高い。30。 31は生駒西麓産。弥生時代後期後半。

周溝内埋土より出上した遺物について見てみると、26は広口壷の口縁部。口縁端部の形態は上

方に肥厚し、端面に沈線を施す。29は受け口状口縁部をもつ奏。33は外反する口縁部をもつ鉢。

調整は外面にタタキを施す。口縁部に指頭圧痕を残す。弥生時代後期後半。35は外反度が顕著と

なる有稜高杯の杯部。弥生時代後期後半。これらの出土遺物より、墓の構築時期は弥生時代後期

後半に比定できる。
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I 小阪合遺跡第28次調査(K S94-28)

X側十

TP,+800m

1.暗灰掲色礫混じり粘質ンルト
2,晴青灰色礫～粗砂混じリシルト (粘性やや弱い。炭化物含む)
3.暗灰色礫～組砂混じリンルト (粘性強い。炭化物含む)
3'.3に青灰色粘質ンル トがプロック状に混ざる
4.暗掲灰色祖砂混じリシルト (粘性強い。植物遺体含む)
5,灰色粘土
6.青灰色粘質シルト

第13図 第 3面 S X304平 。断面図(S=1/80)
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0          10cm

第14図 第3面 S X304出土遺物実測図(S=1/4)
土器棺墓 (土器棺墓)

土器棺墓301(第 15図、図版三・七)

1-2d地 区で検出した土器棺である。S X301の北約1.5m、 北壁際の側溝内より出上した為、
詳細な埋没状況は不明である。この上器棺 (36)は大形の壼であるが、後世の削平を受けており、

顎部から上が欠損する。胴部形態は扁球形を呈し、最大径80cm・ 残存高40cmを測る。体部下半に

径 2 cmの穿孔が見られる。生駒西麓産。

土器相墓302(第 16図、図版三・七)

2d地区で検出した土器棺である。 S X301の北東約2.5m、 調査地北東隅で検出した。この上

器棺(37)は大形の複合口縁を有する壼である。口縁部は二重口縁部分に装飾が施され、外面に竹

管押圧円形浮文を貼り付け、端部に竹管押圧文が見られる。復元口径45cm程度を測る。胴部は扁

球形で、調整は内面にヘラ状工具によるナデ、外面にヘラミガキを3段階に分けて施す。体部上

半部分に黒斑がみられる。口縁部内面全体が煤ける。弥生時代後期後半 (様相 2～ 3)。

-28-



I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

＼ ヘ
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0                     30cm

第15図 第3面上器棺墓301土器相実測図(S=1/8)
不明遺構 (SZ)
S Z301(第 17図、図版六)

2-3b地 区で検出した用途不明の遺構である。 S X304の西約 2m地点に位置し、 S X304の
西側周溝と並列する。平面形態は南北に長い長円形を呈 し、南北 7.6m・ 東西1.Om・ 深さ0.25
mを測る。北西側にはS W301が存在する。当遺構 (周辺部)か らは土器が多量に出土 した。以下、
残存状態の比較的良好な遺物を図化 した。

図化できたものは、広口壼 (38)、 直口壷 (39)、 二重口縁壼 (40)、 細顎壷 (41)の口縁部、甕 (42
～45)、 鉢 (46・ 47)、 有孔鉢 (48)、 高杯 (49・ 50)で ある。38は広口壷で、口縁端部を丸 くおさめる。

端部が丸 くおさめる口縁部をもつ広口壷。39は外傾 して直口する口縁をもつ直口壷。調整は外面

に縦方向のヘラミガキを施す。生駒西麓産。40は頸部が短 く伸びた後、段を有する二重口縁壼。

41は体部から直線的に伸びる国縁部をもつ細頸壼。調整は内面にナデ、タト面に縦方向のヘラミガ

キを施す。生駒西麓産。42～45は体部中央部に最大径をもつ甕。口縁部形態は、「 く」の字に屈

曲し口縁端部を丸 くおさめるもの (42)、 体部から短く直立した後外反するもの (43・ 45)、 緩やか

に屈曲して口縁端部が月巴厚するもの(44)がある。調整は外面にタタキ後ナデを施す。46。 47は椀

形の鉢で、口縁部形態が、外傾して口縁端部が肥厚するもの (46)、 内湾するもの(47)がある。47

は生駒西麓産。48は有孔鉢の底部片。49は外反度が顕著となる有稜高杯の杯部、501よ高杯の裾部。

生駒西麓産。なお、これらの出土遺物の中で土器の色調が赤色系であるものは図化 した土器の半

数以上を占め、39は灰茶掲色、40は淡灰褐色、42は橙茶褐色、43は淡灰茶色、44は灰橙色、45は

明橙色、48は淡橙褐色、49は茶褐色であった。このことから、意図的にこれらの土器を選択した

可能性も考えられる。

以上の遺物より当遺構の廃絶期は弥生時代後期後半以降に比定できる。 S X304と 位置が近接
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第16図 第 3面土器棺墓302土器棺実測図(S=1/8)
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正 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

Cln

第17図 第3面 S Z 301出土遺物実測図(S=1/4)
し、 S X304周溝内遺物と当遺構内から出上 した遺物の時期がほぼ一致することから、当遺構が

S X304に 関連した遺構である可能性がある。

S Z302

2b地区で検出した用途不明の遺構である。西には南北方向に伸びるS D311が隣接 し、北東
側にはS W302がある。平面形態は南西隅が丸い長方形で、東西1.95m。 南北0.9～ 1.lmを測る。

深さは0。 15m程度である。以上の位置や形状から、方形周溝墓の周溝の可能性も考えられる。遺

物は出上 しなかった。

土器集積 (SW)
S W301(第 18図、図版四・七 )

2b地区で検出した土器集積である。径0.5m程度の範囲に6個体の上器 (51～56)を集積する
が、掘方は確認できなかった。以下、残存状態の比較的良好な遺物を図化した。

51は広口長顎壺。体部形態は算盤形を呈す。52は緩やかに屈曲する口縁部を持つ甕。53は甕の
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o                10cm

第18図 第 3面 S W301出土遺物実測図(S=1/4)

62

o                10cm

第19図 第3面 S W302出土遺物実測図(S=1/4)
体部片。54は口縁部が緩やかに屈曲し、口縁端部に短い段を持つ甕である。55は甕の底部片。56

は有孔鉢の完形品。52～ 56は生駒西麓産。

以上の遺物より以上の構築時期は、弥生時代後期後半に比定できる。又、東側にS Z301と S

X304が近接 しており、三者の遺構に密接な関係があると推測できる。

S W302(第 19図、図版八)

2b地区で検出した土器集積である。東西1.4m。 南北0.6mの範囲に多量の土器を集積するが、

掘方は確認できなかった。以下、残存状態の比較的良好な遺物を図化した。

57は大形広口壷の口縁部。口縁部形態は、細めの顎部から大きく外反し、口縁端部が下方向に
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I 小阪合遺跡第28次調査(K S94-28)

肥厚 し、端面に2条の沈線を施す。復元口径25.5cmを 測る。調整は内面に板状工具によるナデ、

外面にハケ後ヘラミガキを施す。生駒西麓産。他の上器よりも大きく、周囲に周溝と推察できる

S D311や S Z 302等が確認できたことから、土器棺の可能性も考えられる。58～64は甕である。

口縁部形態は、緩やかに屈曲し口縁端部に面を持つもの (58・ 60)、 短く直立して後外反し、口縁

端部を丸 くおさめるもの (61)と 口縁端部をつまみあげたもの (62～64)がある。体部上半部に最大

径を持つもの (58・ 60・ 61)が 目立つ。65は有稜高杯の裾部片。生駒西麓産。

以上の遺物より遺構の構築時期は弥生時代後期後半に比定できる。

溝 (SD)
2a-3c地 区にかけて南東―北西に伸びる大規模な溝 1条をS D301、 2-3・ a― b地点
で無作為に伸びる小規模な溝 8条をS D311～ 318と 呼称した。 S D311～ 318の溝群は、方向や形

態に統一性がないことから用途は不明である。 S D301は、前述の遺構群の基盤よりもやや上層

から切 り込むことから、小規模溝群よりは若干新しい時期のものと推測できる。小規模溝群 (S

D311～ 318)の法量などについては以下、第 4表にまとめた。

第4表 第3面西区溝法量表(単位m)

S D301(第 20。 21図、図版四・八・九)

2a-3c地 区にかけて検出した大溝である。規模は、幅2.Om～ 3.Om・ 深さ0.35mを 測る。
流路の方向は南東―北西である。溝の埋土上層部で土器が多量に出上した。以下、残存状態の比

較的良好な遺物を図化した。

66は算盤形の体部をもつ小形台付壷。口縁部と脚部は残存しない。調整は、内面にヘラ状工具

による板ナデ、タト面に丁寧な横方向のヘラミガキを施す。顎部に波状文が見られる。67は短頸壷

の口縁部～体部中央部。口縁部形態は、頸部から短く直立して後外反する。調整は、体部内面に

板ナデ、体部上半に指頭圧痕が見られる。外面は、口縁部～体部上半に板ナデ後ナデ、体部中央

部に縦方向のヘラミガキを施す。68～70は壷の体部下半部～底部。調整は、内面に板ナデ、外面

に縦方向のハケを施す。68は外面に黒斑が見られる。69は 内面全体が煤ける。外面体部下半部に

黒斑がみられる。71,72は壺の体部片。各々に線刻が見られる。共に生駒西麓産。73～80は甕の

体部上半～口縁部。口縁部形態は、「く」の字に屈曲し、口縁端部に面をもつもの (73・ 75)、 短

く直立して後外反し、口縁端部に面を持つもの (74・ 76。 78)、 受け口状口縁をもつもの (79)、 口

縁部に最大径をもつもの (80)がある。70は外面、75は 内面が煤ける。75のタト面、80の 内面底部に

黒斑が見られる。73・ 78～80は生駒西麓産。81は甕の底部片。82は鉢。83・ 84は高杯の杯部と裾

部である。83の 口縁部タト面に黒斑が見られる。85は器台。少なくとも2段に4穿孔施す。調整は、

溝香号 位置 幅 深 さ 検出長 方向 他の溝 との関係

S D311 北東部 02前後 005-ヤ 012 南→北 S Z301を切る

S D312 東部 02´-03 005m前後 6.1 北→南 S D313と T字形に合流
S D313 】ヒ菩Б 005´

―ヤ025 0.05´―ヤ01 6 北→南 S D312・ 314と T字に合流
S D314 北西部 0,2´

―ヤ03 0,1前後 46 南東→北西 S D313と T字形に合流
S D315 西部 0.1´～0.2 01´

ヤヽ0.15 つ
々 南→北 S D301を切る

S D316 南西部 0.35´-04 005前後 28 南西→北東

S D317 南西部 025前後 007前後 32 南西→北東

S D318 南東部 035´-04 01-015 10.2 南西→北東 S D301の南に治う
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1 暗灰色粘質シルト (微砂・炭化物含む)
2 青灰色微砂混じリシルト (5層より硬くしまる)
3 暗青灰色粘質シル ト (微砂・炭化物含む)
4 灰色粘土 (植物遺体含む)
5 青灰色微砂混じリシルト
6.青灰色微砂混じり粘質シル ト

第20図 第3面 S D301土器出土状況図(S=1/40)
内面に板状工具によるナデ、外面全体にヘラミガキを施す。

4)下層確認調査 (第 6図 )

S X 304の 南周溝を完掘 したところ、溝底の一部が窪んでおり、下層部に遺構面の存在が想定

できた為、調査終了後、この付近を掘 り下げた。その結果、第 3面より0.4m下層 (T.P.+7.3～ 7.4

m)の第13層灰色微砂～粗砂上面で、北から南方向に流れる溝を検出した。溝内からの出土遺物
はなかったが、周辺から弥生時代中期後半の遺物がわずかに出土していることから、この溝の時

期を弥生時代中期後半と推定できる。

0            1m

暗灰色粘質シルト (微砂・炭化物含む)
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5)遺構に伴わない遺物

第 6・ 7層出土遺物 (第22図、図版

十)

第 6・ 7層は洪水に起因する砂層で

ある。直下には第 1面の遺構面が広

がつており、この遺構面の時期を確定

する上で極めて重要な層である。当該

層からは、土師器・瓦器・瓦などの破

片が微量に出土した。以下、残存状態

の比較的良好な遺物を図化した。

86～89は土師器小皿の破片。復元口

径7.0～8.Ocm程度を測る。12世紀前半

～中頃。90・ 91は土師器皿の破片。口

縁部はヨコナデ、底部下半に指押えを

施す。12世紀中頃。921よ瓦器椀の底部

片。尾上編年の和泉型Ⅳ-2期 (13世

べ〔三二Ξヨ「屋≡三7″86   く〔正三Ξ三子三憂≡三5ク87

第22図 第 6・ 7層出土遺物実測図 (S〓 1/4)

紀中頃)。 二次焼成を受ける。93は白磁碗の口縁部。ll世紀後半。94は東播系須恵器の片口鉢。

口縁端部形態はやや下方に肥厚する。11世紀末葉～12世紀前半。95は平瓦の破片。凹面に布目痕、

凸面に縄目痕を残す。凹面に水切り痕が見られる。

~~788ヤ 89

調 %

第 9・ 10層出土遺物 (第23図、図版十)

第 9。 10層は水田耕作土である。第 9層下面

には第 2面の遺構面が広がっており、この遺構

面の時期を確定する上で極めて重要な層であ

る。当該層からは、土師器・須恵器などの破片

が微量に出土した。以下、残存状態の比較的良

好な遺物を図化した。

96～ 101は須恵器。96～98は杯身の破片。口

縁部の立ち上がり部が短く内傾する。田辺編年

のT K209型式(7世紀前半)。 98は底部に線刻

が見られる。99。 100は杯蓋。99は M T85型式(6

世紀後半 )、 100は T K43型式(6世紀末)。 101

は無蓋高杯の杯部。T K43型式 (6世紀末)。

o                 10cm

6

第23図 第 9。 10層出土遺物実測図(S=1/4)
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

第 4章 まとめ

今回の調査では、古代末期～中世に至る生産遺構、及び弥生時代後期の方形周溝墓と土器棺墓

を確認した。さらに下層確認調査では、弥生時代中期の遺構の存在を確認した。弥生時代後期の

方形周溝墓は全部で4基検出し、このうち 1基が弥生時代後期前半、 3基が弥生時代後期中頃に

築造されたものと推察できた。

中河内地域では、方形周溝墓が弥生時代前期～後期初頭まで累々と造られていたが、弥生時代

後期前半～後半頃になると河川氾濫等によって不安定な環境となり激減する。この為、中河内地

域では当該時期に築造された方形周溝墓の検出例は少なく、今回の調査成果は河内地域一帯の墓

制を解明する上で貴重な発見となった。以下、中河内地域における弥生時代後期築造の方形周溝

墓を集成し、今回の調査で確認した方形周溝墓と比較検討したい。

既往の調査で検出した弥生時代後期の方形周溝墓は、 6遺跡22基が存在する。構築年代別に見
たところ、後期初頭と後期後半に集中することが分かる。この年代の偏りは、弥生時代後期の中

河内地域が、河川氾濫等によって不安定な環境であったことに影響を受けたものと考えられる。

今回の調査で検出した方形周溝墓の構築時期は、類例の少ない希薄な時期に相当し、長原遺跡 1

第5表 中河内地域における弥生時代後期の方形周溝墓検出遺跡一覧表(単位m)

遺跡名 調査
規模

(東西×南北m)
方向

(長辺を基準)
イ固必
(基 )
埋葬施設 時期 備考

文

献

巨摩
巨摩・瓜生堂
巨摩・若江北

北北西―南南東 撒鋤柳
後期初頭
(河内VO様式)

・うち1基は2調査地に渡る・突出吉F
状の部有 (付加施設)

1

久宝寺 南 (その2) 12以上 東―西 1 木棺ユ
後期後半
(様相2～ 3)

・方形の突出部有 2

八尾南

Y S32-1 65´-10
×65～ 10 / /

後期後半
(様相2～ 3)

・うち2基陸橋部有
・後世の削平が著しい為主体部不明
・近年、(財 )大阪府文化財センター
によって調査

3

Y S87-8 68-74× 75 北西―南東 1

土坑3

(土壊墓の
可能性有)

後期

・周溝内出土遺物は甕の小片であっ
た為詳細な時期不明
・古墳時代中期後半築造の八尾南9号
墳の周溝に切られる
。陸橋部有

4

長原

D D85-1
(北地区)

/ 北西 ―南東 l / 後期前半
(河内Vl～ 2様式)

。南西南東部の周溝のみ検出

N G82-41
N G85-13
(東南地区)

120× 85 北北西―南南東 l / 後期後半
(様相1)

・東周溝は南周溝へ連結せず東側に
周溝を共有する別の墓が存在する ?
・周辺に5基確認したが時期が古墳
時代初頭の可能性大
。手焙形土器出土。

瓜破北 2004年度調査 東西48 / 1 / 後期後半
(様相3)

・後世の削平が著しい為主体都不明 7

喜連東

K R86-4 北西―南東 1 / 後期後半
(様相3)

・南北辺中央部に一ヶ所づつ2m四方
のややバチ状に開く突出部有
・後世の削平が著しい為主体部不明

8

K R99-2・
00-2 145× 13 東―西 1 綿齢

後期初頭
(河内VO様式)

・残存状況良好 9
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次調査で検出した弥生時代後期前半 (河内V-1～ 2様式)|こ比定できる方形周溝墓に併行する時

期である。今回の発見はこの資料とあわせて、空白の時期を埋める貴重な資料となることと期待

できる。

埋葬施設の特徴については 、後期初頭に築造された巨摩遺跡や喜連東遺跡の方形周溝墓は、
1つの墓に対して複数の埋葬施設をもつ。これは弥生時代中期の周溝墓の性格を引き継ぐ家族墓

的な性格を残すものとも考えられる。

今回の調査で特筆すべき点として、マウンド中央部に土器棺が埋葬された方形周溝墓 (SX
301)を検出したことが挙げられる。本来は土器棺はマウンド裾部や、木棺墓に付随して足元等に

埋葬されるものであり、このような埋葬方法は他に類例が無く、珍しいものであつた。埋葬施設

が弥生時代中期に築造される家族墓的な方形周溝墓から、古墳時代に築造される墳墓への変換期

特有の埋葬方法であったと推察できる。

今回の調査地周辺は、小阪合遺跡の中でも、調査成果の少ない地域であった為、今回の調査は

周辺地域一帯の状況を知る上で貴重な資料になることが期待された。調査の結果、弥生時代後期

に大溝(S D301)を 境界として、南西部に住居跡、北東部に方形周溝墓群が集中することが分かり、

調査地周辺一帯に、居住域と墓域の存在が明らかとなった。

参考文献
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

付編 八尾南遺跡 (第 1次調査)の調査成果
―弥生時代の方形周溝墓群について一

1.は じめに
八尾南遺跡は、大阪府八尾市南西部にある若林町一～三丁目、西木の本一～四丁目の東西約0.5

km、 南北約1.3kmの範囲に位置する旧石器時代から鎌倉時代に至る複合遺跡である。中河内の南

西部に位置し、南から派生する羽曳野丘陵と河内低平地の接点部に立地する。当遺跡周辺には、

東に大正橋遺跡。太田遺跡・木の本遺跡、西に長原遺跡・瓜破遺跡 。瓜破北遺跡 (と もに大阪市)、

南に津堂遺跡・小山遺跡 (藤井寺市)、 北に亀井遺跡が存在する。

今回一部報告する第 1次調査は、コクヨ(株)倉庫の建設に伴って1982年 に入尾市教育委員会が

行った事前の試掘調査により、弥生時代から古墳時代の遺物包含層が認められたため、3× 100

mの トレンチを4箇所設定して開始された。この結果、方形周溝墓と方形墳の一部が検出された

為、調査範囲を更に拡張して、総面積2620ど を調査することとなった。

当章では、前章(I― 第 4章 )と 関連する調査成果として、八尾南遺跡第 1次調査で検出した12

基の方形周溝墓群を中心に報告することとする。

2.調査の概要
1)調査の方法と経過

調査はG.L.-0.5mを機械掘削し、以下、人力で表土下0.6～0.8m(T.P.+10.60m前後)ま で掘

削した。この結果、弥生時代の方形周溝墓群・土器棺墓、古墳時代の方墳、平安～鎌倉時代の柱

穴群・井戸・焼土坑、河道を検出した。当調査地周辺は、弥生時代以降の上壌の堆積が殆ど見ら

れず、同一面で弥生～鎌倉時代までの遺構群が混在する結果となった。

2)基本層序

今回の調査では、基本の層位として4層確認した。以下、特徴を記したい。

第 0層 :盛土。層厚30～40cm。 地表面の標高はT.P.+12.60m前後。

第 1層 :近代の耕作土。土質は、灰色～暗灰色砂質上である。層厚0。 10～0.15m。

第 2層 :上層の床土。土質は明灰茶色砂質上である。層厚0,10～ 0,15m。

第 3層 :土質は、茶灰褐色～淡灰黄色微砂混じり粘質上である。層厚0.05～ 0,15m。 弥生時代

後期・古墳時代中期・平安時代末期～鎌倉時代初頭の遺物が混在する。

第 4層 :土質は、淡灰黄色～黄灰色シルト～シルト質粘土である。層厚0.10～ 0.20m。 当該層上

面で弥生時代後期・古墳時代中期 。平安時代末期～鎌倉時代初頭の時期の遺構を多数確

認できたことから、当該層上面を「遺構面」とし、遺構検出に努めた。

3)検出遺構と出土遺物

・検出遺構

中世の遺構としては、調査地西側を南から北方向に流れる河道を検出した。現在の坪境とほぼ一

致する。調査地東側では、柱穴群・井戸・焼土坑を検出した。これらの遺構からは、瓦器椀・土師

器皿が出土した。焼土坑からは、多量の瓦器椀。瓦器小皿・土師器皿がほぼ完形の状態で出土した。
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古墳時代の遺構としては、 3基の方形墳が検出された。古墳の規模は約 5× 5～ 10× 10m四方

の方墳である。但し、方墳の周囲から須恵器が出上した為、古墳時代の構築遺構とされたが、近

年の調査 (註 1)よ り、当方墳が、周囲で検出された弥生時代の方形周溝墓と同時期に相当する方

形周溝墓である可能性も高くなってきた。

弥生時代の遺構としては、方形周溝墓群・土器棺墓・溝を検出した。以下、主な遺構の概要に

ついて記述したい。

方形周溝墓は調査地全域で検出された。全部で12基あるが、マウンド部は後世の土地利用によっ

て削平された為、マウンド部や主体部は残存しなかった。また周溝の痕跡が一部分残るだけの箇

所もある。周溝を含めた全体の規模は、6.5× 6.5～ 10× 10mを測り、残存する周溝深度は0,1～ 0.5

mである。周溝内から供献土器が出土したものや、陸橋部をもつもの (SX6・ 7)も検出した。

なお、方形周溝墓の詳細な規模や特徴については、第 7表にまとめた。

検出された12基の方形周溝墓は、周溝部が極端に近接するものや、切り合い関係をもつものが

あり、周溝墓の構築時期が、弥生時代後期後半 (原田編年様相 1～ 4)か らさらに幾時期かに分類

できるものと推測できる。時期設定の目安となる土器の出上が少ないことや、後世の土地活用に

よる削平等により重複する周溝の切り合い関係が不明瞭であることから、現時点では詳細な時期

に区分することは不可能であった。

方形周溝墓の近接地点より、土器棺墓が 3基点在して検出された。いずれも弥生時代後期に比

定できる大形の壺で、正位またはこれに近い状態で検出された。土器棺を埋設するための明瞭な

掘方は確認できなかった。これらの土器棺墓も、周溝墓の構築と併行する時期に埋納されたもの

と推察できる。

溝は、全部で7条検出された。調査地西端で確認できたSDlは、西側は調査地外に及ぶこと
から、東肩部のみ検出した。なお、調査の都合上、溝の底部は確認できなかった。埋土は、下層

部は流水による堆積であるが、上層部は流水の痕跡は見られなかった。また上層部から出土した

完形の上器は、ローリングなどを受けた痕跡がないことから、溝の廃絶期にこれらの土器を投棄

して後、埋没したものと推測できる。調査地西部で確認できたSD2は、南北方向に伸び、中央
部で2条に分岐する。西部に流れるSDlに沿って検出されたことから、この河川から分岐した

溝である可能性も考えられる。SD3は、八尾南 6号墳とSX6の 間を縫うように流れることか
ら、墓道に関連する排水溝の可能性が考えられる。SD4は、SX7の周溝から派生して後、屈
曲して北側は調査地外に及ぶ。屈曲状況や溝幅から、北西部に展開する周溝の可能性も考えられ

る。SD5は、今回の調査では一部分のみの確認であつたが、検出状況より、 S X10。 11の方向
へ続くものと推測できる。おそらく、これらの周溝との関連性が深いものと考えられる。SD6
は、300個体を越える多量の遺物が出上した。これらの上器は、完形やそれに近い状態で、重な

りあつて出上した。埋土は流水層は見られず、基盤層 (第 4層 )に類似することから、比較的時間

の経過を経ずに埋没したものと考えられる。SD7は、周囲に方形周溝墓が多く検出されている
ことや、溝の方向より周溝の一部である可能性が極めて高いが、今回の調査では確認できなかっ

た。なお、各溝の詳細な規模や埋上の特徴については、第 6表にまとめた。
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I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

・出土遺物

前述した方形周溝墓の周溝部から主に供献土器と推測できる土器が出上した。ただし、出土状

況が把握できないことから、周溝部の詳細な出土地点は不明である。また、 7条の溝からも完形

の土器が多量に出上した。以下、比較的残存率の良好な遺物について概観 したい。

SXl周溝内埋土から出上した遺物のうち、壺 (1・ 2)・ 奏(3～ 5)・ 鉢 (6)・ 台付鉢 (7)を
図化した。 1は球形を呈する短頸壼で、体部から短く立ち上がった後外傾する口縁部をもつ。調

整は、内面にヘラケズリ、外面にハケを施す。体部肩部には黒斑が見られる。2は二重口縁壷の口

縁部～顎部が残存する。口縁部中程の屈曲部分と肩部にヘラ状工具による刺突文が見られる。調

整は外面に縦方向の丁寧なヘラミガキを施す。3は3/4以上残存する甕である。口縁部は「く」の

字に屈曲し、口縁端部に面をもつ。底部は突出しない平底を呈する。調整は内面にハケ、外面に

タタキを施す。典型的なV様式甕である。 4・ 5は体部上半～口縁部まで残存し、口縁部形態は

受け口状を呈する。調整は内面にナデ、外面にタタキを施す。6は椀形で、短く外反する口縁部

をもち、底部はドーナツ状を呈する。調整は内面にナデ、外面に粗いタタキを施す。原田編年様

相 4。 7は椀形で口縁部は体部から外傾する。時期は弥生時代後期後半 (中相)以降に比定できる。

SX2周溝内埋土から出土した遺物は土師器の底部片のみであった為、今回は図化しなかった。
SX3は、遺物が出上しなかった。
SX4周溝内埋土から出上した遺物のうち、甕 (8)を 図化した。8は奏の口縁部で、「く」の
字に屈曲し、口縁端部は九くおさめる。

SX5周溝内埋土から出上した遺物のうち、壼 (9～ 12)。 甕 (13)。 手焙形土器 (14)を図化した。
9。 10は受け口状口縁をもつ広口壷で、体部中央部に最大径をもち、球形を呈する。体部下半部

には共に穿孔が見られる。調整は、9は体部肩部に波状文と直線文を施す。10は内面にハケ、外

面下半部にタタキを施す。11は直口壷で、体部から外反して後、まっすぐ立ち上がる口縁部をも

つ。体部中央部に最大径をもち、球形を呈する。体部下半部に穿子Lが見られる。12は大形の広口

壷で、球形の体部からまっすぐに立ち上がる顎部と、外側に広がる口縁部をもつ。日縁部と顎部

と肩部にそれぞれ押圧竹管文が見られる。また顎部には、ヘラ状工具による刺突文を施した貼 り

付け凸帯が見られる。13は球形の甕で、受け口状口縁をもつ。調整は、内面に板状工具によるナ

デ、外面にタタキ後ハケを施す。14は手焙形土器であるが、残存率が悪く、調整も不明瞭である。

SX6周溝内埋土から出土した遺物のうち、高杯 (15)を 図化した。15は小形の有稜高杯である。
原田編年様相 2。 杯部は皿状を呈し、口縁部は外反する。裾部は逆三角形を呈する。調整は内外

面全体にナデを施す。原田編年様オロ1・ 2。

SX7か ら出土した遺物のうち、短頸壷 (16)。 甕 (17)を図化した。16は長胴の壺で、外傾する
口縁部をもつ。原田編年様相 3。 17は球形の甕で、「く」の字に屈曲した後タト反する口縁部をもつ。

SX8周溝内埋土から出土した遺物のうち、有稜高杯 2,点 (18・ 19)を図化した。共に口縁部は
緩やかに外反する。時期は弥生時代後期後半 (新相)～古墳時代初頭に比定できる。

SX9周溝内埋土から出上した遺物のうち、小形の奏 2点 (20。 21)を図化した。口縁部は共に
緩やかにタト傾する。体部上半部に最大径をもつ。底部は突出しない平底を呈する。調整は、内面

にナデ、外面にタタキを施す。口縁部をタタキ出し手法によって成形した甕である。

S X10周溝内埋土から出上した遺物のうち、奏 (22)を 図化した。22は甕の口縁部で、「く」の
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宇に屈曲し、口縁部形態は受け口状を呈する。

S Xll周溝内埋土から出上した遺物のうち、壺 (23・ 24)。 手焙形土器 (25。 26)を 図化した。23

は広口壼、24は細頸壺の口縁部。23は上下に肥厚した口縁端部面に、波状文を施した後、円形浮

文を貼 り付ける。口縁部内面にも波状文を施す。24は内湾気味に立ち上がる口縁部をもつもので、

調整は内外面に細かいハケを施す。原田編年様相 2～ 3。 25・ 26は手焙形土器の破片で、調整も

摩滅の為、不明瞭。なお図上復元した結果、25は高橋編年 3b期、26は高橋編年 3a期 にそれぞ

れ位置付けられ、時期は弥生時代後期後半 (新相)以降に比定できる。

SDlか ら出上した遺物のうち、壷 (27～32)・ 甕 (33・ 34)・ 鉢 (35。 36)。 高杯 (37～39)を 図化
した。27～29は広口壺。体部から屈曲して後外反するもの(27)、 体部から緩やかに外反するもの

(28)、 体部から直立して後外反するもの(29)がある。ともに口縁端面をもつ。30は短顎壷。口縁

部は、体部から「く」の字に屈曲し、口縁端部に沈線が見られる。体部は下膨れを呈し、 ドーナ
ツ状底を呈する底部をもつ。31,32は二重口縁壷の口縁部。31は口縁部に竹管文を施した円形浮

文が貝占り付けられる。33・ 34は ともに屈曲する口縁部をもち、体部最大径を33は中央～上半、34

は下半にもつ。35。 36は椀形の鉢。体部形態は、35はやや指鉢状、36は扁球状を呈す。口縁部形

態は、外反するもの (35)、 緩やかな段をもつもの(36)がある。37～39は脚部のみ残存する。脚柱

部形態は、中実のもの (38)と 中空のもの (39)がある。原田編年様相 2～ 3。 当該溝の廃絶期は、

弥生時代後期後半 (中相)以降に比定できる。

SD3か ら出上した遺物のうち、甕 (40・ 41)。 高杯 (42)・ 小形器台 (43)を 図化した。40・ 41は

緩やかに外反する口縁部をもつ。42・ 43は屈折してタト側に開く脚部をもつ。原田編年様相 2。 43

は「ハ」の字に開く脚部をもつ。当該溝の廃絶期は、弥生時代後期後半 (中相)に比定できる。

SD4か ら出上した遺物のうち、甕 (44・ 45)。 鉢 (46)。 器台 ?(47)・ 高杯 (48・ 49)を図化 した。
44は緩やかにタト反する口縁部をもつ。451よ口縁部が直立して後内湾する。原田編年様オロ4。 46は

椀形で高台をもつ鉢。47は器台の脚柱部。48は椀形高杯で中空の脚柱部と大きく開く脚部をもつ。

原田編年様相 2。 49は有稜高杯で口縁部の外反が大きく、屈折して開く脚部をもつ。原田編年様

相 3。 当該溝の廃絶期は古墳時代初頭 (古相)に比定できる。

SD5か ら出上した遺物のうち、壷 (50～ 53)。 奏 (54～ 56)・ 鉢 (57～ 60)。 有孔鉢 (61)・ 高杯 (62
～67)・ 器台 (68)を 図化した。50。 51は広口壼、521よ二重口縁壷の口縁部。53は直口壺で、内面

にハケ、外面に縦方向のヘラミガキ調整が残る。54・ 55は ともに小形で体部最大径を肩部にもつ。

口縁部と底部形態は、「く」の字に屈曲する口縁とドーナツ状底をもつもの (54)、 緩やかに外反

し端面をもつ口縁と突出しない平底をもつもの(55)がある。56は緩やかに外反し体部最大径を上

半部にもつ。57は椀形鉢、58は受け口状の口縁部をもつ小形台付鉢、59は内湾する口縁部をもつ

小形鉢。60は体部中央部に最大径をもつ球形の小形鉢。原田編年様相 4。 61は悟鉢状の体部をも

つ有子し鉢である。62～64は ともに口縁部が外反気味に開く。様相 2～ 3に比定できる。65は有稜高

杯。原田編年様相 4。 66・ 67椀形高杯で大きく開く脚部をもつ。原田編年様相 3。 68は装飾器台

の脚部で二段に屈曲する。原田編年様相 4。 当該溝の廃絶期は古墳時代初頭 (古相)に比定できる。

SD7か ら出上した遺物のうち、奏 (69)・ 台付鉢 (70)を図化した。69は「く」の字に屈曲する
口縁部をもつ。原田編年様相 4。 70は椀形の台付鉢で、口縁部がカギ状に屈曲する。原田編年様

相 2。 当該溝の廃絶期は古墳時代初頭 (古相)イこ比定できる。
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第24図 調査地平面図(S=1/500)
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SX4ぅ
言

~~~~F正
三三
豆
《托

SX7
SX6

0                10cm

SXl周溝(刊 ～7)、 SX4周溝(3)、 SX5周溝(9～ 14)、 SX6周溝(15)、 SX7周溝(16・ 17)
第25図 方形周溝墓出土遺物実測図 (1)(S=1/4)
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SX8 S Xll

I 小阪合遺跡第28次調査 (K S94-28)

S X10

0              10cm

SX8周溝 (18・ 1釧 、SX9周溝 (20・ 21)、 S X10(2劉 、S Xll 123～ 2研
第26図 方形同溝墓出土遺物実測図 (1)(S=1/4)

3.ま とめ
今回の報告では、調査で検出した弥生～鎌倉時代の遺構群のうち、方形周溝墓群や土器棺墓が

検出された弥生時代後期後半を中心に記述した。

今回検出できた12基の方形周溝墓は、周溝から出上した遺物より、弥生時代後期後半 (原田編

年様相 2～ 4)を中心に継続的に構築されたものと考えられる。なお、今回報告の調査は、約28

年前に行われたものであり、近年に、当調査地を含む敷地全体で再度、(財)大阪府文化財センター

によって発掘調査が行われた。この調査で、同じく同時期の方形周溝墓群が確認されている (註

1)。 これらの成果より、さらに構築時期が限定されることが期待できる。

今回の第 4章で記述したように、中河内地域では当該時期に構築された方形周溝墓の検出数は

極端に少なく、ここで報告した調査成果は、貴重な資料の 1つ といえる。

註1 岡本茂史・正岡大実2008『人尾南遺跡一大和川改修 (高規格堤防)建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査
報告書』(財)大阪府文化財センター調査報告書第172集  (財 )大阪府文化財センター

※参考文献に関しては、38頁参照のこと。

第6表 溝法量表(単位m)

溝番号 幅 深 さ 検出長 堆積状況 方向 出土遺物

SDl 検出幅 8 1以上 30前後 上部
:黒色粘土

下部 :灰色シルト～砂
南→北

SD2 04～ 1,6 003-0.2 38前後 暗灰褐色砂質土(単一層) 南→北

SD3 05´～1.5 015前後 30 暗褐灰色粘質土 北東→南西

SD4 16´～22 02～04 Ｏ
υ 暗褐色～暗灰褐色粘質土 北東→南西

SD5 淡灰掲色～淡灰黄色粘質土 北東→南西 300個体以上の遺物出土

SD6 025 つ
々 暗灰掲色粘質土 北西→南東

SD7 3.5⌒ン4 0.1前後 6 暗褐灰色粘質土 北東→南西

ヽ|‖批

≒挙華一一．一一））
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第 7表 方形周溝墓一覧表 (単位m)

遺構名
規模

(東西×南北)
周溝規模 周溝埋土

方向(南

】ヒ軸)
出土遺物 備考

SXl 87× 78

(東周溝)12～20
(西周溝)15～20
(南周溝)■ 6～23

(北周溝)■5～20

深さ03～04

①暗灰黒色粘質土

②黒色粘質土

③黒灰色粘質土

がレンズ状に堆積

磁司ヒから

西へ19度

振る

壷 (1・ 2)・ 甕 (3
～5)。 鉢 (6)・

高杯 (7)の破片

・周溝屈曲部に土器片が集中して

出土・時期不明・SX2の 周溝部
に切られる・埋葬施設の可能性が

ある土坑がマウンド上に有

SX2 糸980
幅10～ 15

深さ005
暗掲色粘質上のみ

遺存
|まぼ磁】ヒ壺の底部片のみ

・周溝屈曲部に土器片が集中・ S

Xlの周溝を切る

SX3 65(推定 )
幅18

深さ01前後

灰褐色粘質上のみ

遺存
(図化不可能) SX2の 周溝と重複

SX4
70× 80

(推定)

(西―南周溝)25前後
深さ015～04

(北―東周溝)12～ 15

深さ005

暗褐灰色粘質土

(単一層 )

職Я】ヒから

西へ21度

振る

奏 (8)。 壷・高

杯の破片

SX5 65× 70

(東周溝)14～21
(西周溝)10～20
(南周溝)15前後
(北周溝)24～34
深さ025～045

暗灰色粘質上がレ

ンズ状に堆積 (マ

ウンドの盛土崩壊

土含む)

ほtぎ磁】ヒ

壷 (9～ 12)・ 甕

(13)。 手焙形土

器 (14)。 高杯

・古墳時代の方墳によつて切られ

る・マウンド上に上器が集積

SX6 60× 52

(東周溝)12前後
(西周溝)08～ 12
(南周溝)14～ 17
(北周溝)■4～ 16

深さ015～025

灰黒色粘質土が主

体 (マ ウンドの盛

土崩壊土含む)

磁】ヒから

西へ30度

振る

高杯 (15)・ 壷・

甕・鉢

・マウンド北東部に幅10mの 陸橋
部有・特に陸橋部付近に多量の上

器片が集積

SX7 62× 67

(東周溝|

(西周溝|

(南周溝|

(北周溝|

深さ015

)09～ 18
)08
)05´-10
)■2前後
′-025

灰色～淡灰褐色粘

質土

壷 (16)・甕(17)

高杯

・マウンド南西部に幅16mの 陸橋
部有・マウンド上で検出した土坑

は若干新しい・北周溝部から伸び

る溝は同時期

SX8 90(推定)
幅15～30
深さ02前後

灰黒色粘質土

(単一層)

磁】ヒから

東へ15度

振る

高杯 (18・ 19)

壼・甕・鉢
古墳時代初頭の可能性もある

SX9 75× 80'大」二
(東―南周溝)35前後
(西周溝)20前後
深さ015

褐灰色～暗褐色粘

質土

甕 (20・ 21)・ 壷・

鉢・高杯

S X10 5

(東周溝)12前後
(西周溝)30前後
(北周溝)30～45
深さ02-025

暗茶褐色～灰黒色

粘質土

甕 (22)・ 壷・高

杯の破片

・西 。東周溝が S X8・ 11の周溝と

重複するが、新旧関係は未確認

S Xll 70× 80

(東周溝)20前後
(西周溝)14前後
(南周溝)20前後
(北周溝)30前後
深さ02前後

磁Jヒから

西へ13度

振る

壷(23)・ 器 台

(24)・ 手焙形土

器 (25。 26)・ 高

杯・甕

・ほぼ全容を確認

S X12 90× 60以上

(東周溝)15前後
(西周溝)15
(南周溝)10
深さ01～025

灰褐色砂質土～粘

質土

高杯他少量の土

器片
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第27図 溝出土遺物実測図 (1)
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SD5                      50

63

第28図 溝出土遺物実測図(2)
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土器 8出土状況 (南西から)

第 3面 S X304周溝内

土器27出土状況 (南東から)
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第 3面 S X304周 溝内

土器30・ 31出 土状況 (西から)

第 3面上器棺 1出土状況

(】ヒから)

第 3面上器棺 2出土状況

(南から)
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1.本書は、大阪府八尾市青山町四丁目で実施した八尾市立総合体育館建築工事に伴う小阪合遺

跡第29次調査 (K S94-29)の発掘調査報告書である。

1.調査は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人人尾市文化財調査研究会が入尾市か

ら委託を受けて実施したものである。

1,現地調査は、高萩千秋 。中野篤史 (現 田尻町教育委員会)が担当した。
1.現地調査は平成 6年 6月 1日 に着手し、平成 7年 3月 20日 に終了した。調査面積は約7220だ
を測る。

1.現地調査には、赤沢茂美・稲木六月美・市森千恵子・川上節子・後藤信男・佐藤哲也・島野
銅―・清水柳吉・高岡昭人・中谷嘉多・中村百合・西岡千恵子・八田雅美の参加を得た。

1,整理業務は随時行い平成20年 5月 に終了した。
1.本書作成に関わる業務は、上記の他、北原清子、黒田幸代、徳谷尚子、村田知子、藤原由理

子、山内千恵子が参加した。

1.本書の執筆は、河村恵理が担当した。
1.本書で記載した土色名については、「標準土色帖」によるマンセル表色で示されたものと独
自の層名を付すものが混在しているが、あえて統一せず調査時点の表記のまま記載した。

1.土器の形式・編年で参考文献とした文献については、 P72に提示した。
1.基準J煮測量は鶴八州に委託した。
1.現地調査の実施および整理業務においては、以下の方からの協力とご指導を受けた。

藤岡達也

本 文 目 久

第 1章 はじめに中―……………………………………………………………………………………49
第 2章 調査概要…………………………………………………………………………………………50
第 1節 調査方法と経過……………………………………………………………………………50
第 2節 基本層序……………………………………………………………………………………50

第 3章 検出遺構と出土遺物……………………………………………………………………………55
1)第 1面……・………………………………………………。…・…………………………………55

2)第 2面……………………………………………………・・………………・……………………62

3)第 3面……………………………………………………・・……………………………………・66

4)遺構に伴わない遺物……………………………………………………………………………・69

第4章  まとめ……………………………………………………………………………………………71

口



挿  図 次

第 1図 調査地位置図(S=1/2500)… …………………………………………………………………51

第 2図 調査地地区割図(S=1/1000)… ………………………………………………………………51

第 3図 調査地北壁断面図(S=垂直1/50、 水平1/500)… …………………………………………・53

第 4図 調査地西壁断面図(S=垂直1/50、 水平1/500)… …………………………………………・54

第 5図 第 1面調査地平面図(S=1/600)… …………………………………………………………・56

第 6図 第 1面 S E 101平 。断面図(S=1/50)・ ………………………………………………………57

第 7図 第 1面 S E103。 105平・断面図(S=1/50)。 ………………………………………………・58

第 8図 第 1面 S E 104平・断面図(S=1/50)・ …………………………………………………  59

第 9図 第 1面 S E 101・ 104出土遺物実測図(S=1。 2i1/4、 3・ 5。 6:1/2、 4:1/1)60

第10図 溝群 。S K201出土土器実浪1図 (S=1/4)― …………………………………………………62

第11図 第 2面調査地平面図(S=1/600)… …………………………………………………………・63

第12図 第 2面 N R201出土遺物実測図(S=14・ 23i1/1、 他 :1/2)… …………………………・64

第13図 第 3面調査地平面図(S=1/600)。 ……………………………………………………………66

第14図 第 3面 S D301平面図(S=1/300)。 断面図(S=1/20)。 ―………………………………・67

第15図 第 3面 S D301周辺出土土器実測図(S=1/4)   ……………………………………・68

第16図 第 3面 S W301平面図(S=1/20)・ ……………………………………………………………68

第17図 第 3面 S W301出土土器実測図(S三 1/4)… …………………………………………………69

第18図 第 7・ 8層出土遺物実測図(S=1/4)… ……………………………………………………・70

第19図 包含層出土金属製品実測図(S=1/4)… ……………………………………………………・70

第20図 包含層出土土器実測図(S=1/4)… …………………………………………………………。71

久

写真 1 北壁断面 (南東から)。 …………………………………………………………………………・54

写真 2 北壁断面 (南西から)・ …………………………………………………………………………・54

写真 3 第 1面 S K103検出状況 (東から)・ ……………………………………………………………61

写真 4 第 2面馬骨出土状況 (南から)・ ………………………………………………………………・65

写真 5 第 3面 S W301出土状況 (東から)。 ……………………………………………………………68

次

目

真 目

目

第 1表 第 1面検出土坑法量表 (単位m)・ ―…………………………………………………………・61



図 版 目 次

図版一 第 1面全景
第 2面全景

図版二 第2面全景
第 3面全景

図版三 第 1面 S E 101検出状況
第 1面 S E104検出状況

第 1面 S E 104検出状況

図版四 2区 第 2面 N R201検出状況
1区 第 2面 N R201検出状況
1区 第2面 N R201検出状況

図版五 第 2面足跡検出状況
第 3面 S D 301断面

第 3面 S D301断面

図版六 S E 104、 耕作等溝群、N R201出土遺物

図版七 N R201、 S D301、 S W301出土遺物

図版八 S W301、 第 7層、第 8層、金属製品、包含層出土遺物
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第 1章 はじめに

小阪合遺跡は、八尾市中央部に所在する弥生時代中期から近世に至る複合遺跡である。現行政

区画の若草町、小阪合町―・三丁目、南小阪合町―・三・四丁目、青山町一～五丁目、山本町南

七・八丁目に該当する。現地表面の標高は8～ 9mを測る。
地理的に概観してみると、当遺跡は、旧大和川の主流である長瀬川と玉串川によって形成され

た沖積地上に立地する。当該調査地は、昭和23年撮影の空中写真等より、周辺地域より標高がや

や低い部分に立地することが推祭できる。調査地一帯では、旧大和川から直接分岐する埋没河川

(以下「小阪合分流路 (註 1)」 と呼称)が度々流路を変えて北流し、多大な影響を及ぼしていたこ

とはこれまでの調査成果より周知の事実となっている。今回の調査地東側でも小阪合分流路を検

出しており、後世まで調査地一帯は小阪合分流路の影響により氾濫原の広がる地域であったと推

察できる。なお、小阪合分流路の詳細については、河内平野低地部における流路の変遷について

の研究(阪田1997)や、堆積学・地形学的観′点から小阪合分流路の地形発達・埋没過程についての

研究 (松田2000)な どで、論及されてきたので、今回はそれらを割愛したい。ただし、今回の調査

成果をうけて藤岡達也氏が論及された論文 (藤岡1996)については、今回の調査成果を報告する上

で、重要な内容であるため以下、要約しておきたい。

当稿では、堆積物や堆積構造を観察して小阪合分流路 (註 2)を主体とした微地形の復原を試み

ている。この結果、当遺跡周辺では、弥生時代中期頃まで幾度も流路を変えたと考えられる網状

河川が砂や泥などを運搬しており、大部分が湿地帯に属する。弥生時代後期から古墳時代前期に

なると、小阪合分流路の祖系となる河川が発達する。この河川が後に、小阪合分流路に発展し、

中世 (13世紀)以降には衰退の域をたどる。なお、弥生時代後期から古墳時代前期に発達した河川

の影響を受けた為、当遺跡周辺の南と北地域で堆積環境が異なる。以下、南地域と北地域に分け

て土地の活用方法を見ていきたい。南地域 (註 3)では、小阪合分流路の祖系となる河川が構築し

た自然堤防が広がる。この自然堤防上に集落を形成し、中世以降まで長く存続する。北地域 (註 4)

では、依然として後背湿地的要素が強く残る。この為、中世以降も集落域や墓域等に適さない地

域が目立つ。このように、当該調査地の生活域は、楠根川を中心とした微地形の変化に敏感に対

応していた事を明確化した。

なお、小阪合遺跡における既往調査の概要、及び同遺跡周辺の地理的・歴史的環境の詳細につ

いては、本書「 I小阪合遺跡 (第28次調査)第 2章 (P3～ 11)」 を参考にされたい。また、調査地
周辺図については、「 I月 阪ヽ合遺跡 (第28次調査)第 2章 (P9)」 を参照されたい。

註記

註 1(松 田2000)イこよって、後背湿地を流域とする楠根川とは性質が異なることから、従前に使用していた「旧
楠根川」から「小阪合分流路」と改称。

註 2 (藤岡1996)で は、「旧楠根川」を使用していたが、本章では「小阪合分流路」で統一。
註3 中田遺跡北部から月ヽ阪合遺跡南部を指す。
註4 小阪合遺跡北部から東郷遺跡を指す。なお、今回の調査地もこの地域に含まれる。
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第 2章 調査概要

第 1節 調査方法と経過
今回の調査は、八尾市立総合俗育館建設工事に伴って行われたもので、調査総面積は約7220ゴ

を測る。当該調査地は、八尾市役所仮庁舎跡地にあたり、仮庁舎解然工事の都合上、調査地を2

つに分割して調査を行う方法をとり、南東側を「 1区」、その残りである北側を「 2区」と呼称した。

調査地の地区割については、調査地北西隅地点の座標 (X=-152.050、 Y-35。 270〔国土座標

第Ⅵ系 (日本測地系)を使用〕地点を基点に設定した。 1区画の単位は10m四方で、東西方向をア

ルファベットのA～ O(西を「A」 )、南北方向を算用数字の 1～ 8(北を「 1」 )と し、地区名を「A
l～ 08」 と呼称した。

調査は、現地表面から約1.7～2.Omま で機械掘削し、以下0.7m前後まで人力掘削を行い、遺構・

遺物の検出に努めた。

調査では、 3面に亘る調査を実施した結果、弥生時代中期末～近世までの遺構 。遺物を確認し

た。出土遺物には、弥生時代中期末～近世に比定される弥生土器・土師器・須恵器・埴輪。瓦器・

瓦・土製品 。木製品・石製品 。金属製品・獣骨があり、総量は 1・ 2区あわせてコンテナ50箱を

数える。

第 2節 基本層序 (第 3。 4図、写真 1・ 2)
今回の調査では、調査の便宜上、調査地を分割したものであり、基本の層位としては 1区及び

2区の相違J点は無いものと考えられる。確認できた層位について、以下、特徴を記したい。ただ

し、筆者は現地調査に直接関与していない為、地層の堆積状況及び、平面的な土層の広がりにつ

いては、当時の土層断面図及び写真より得た情報から筆者が復原した情報を交えて記載する。調

査成果と筆者の見解で若千の相違が認められる点については、現地調査が終了してから整理作業

を行うまでに十数年の月日が経過していることを考慮していただきたい。

第 1層 :昭和57年以降に行われた旧楠根川改修工事と市役所仮庁舎建設時の盛土層 (攪乱等含む)。

層厚1.3mを測る。現地表面の標高はT.P.+8.0～ 9.Om前後。

第 2層 :旧耕作土層。層厚0.lm前後を測る。

第 3層 :斜交葉理が見られる洪水堆積物層。土質は灰白色砂礫～緑灰色砂質土を呈する。層厚0.2

～0.4mを測る。近世以降の堆積層。

第 4層 :近世の島畠と水田の耕作土層。島畠耕作土は、主に調査地西半部に堆積する。土質はに

ぶい黄褐色土を呈する。水田耕作土は、主に島畠と島畠の間及び地形が低くなる調査地

北東部(N R101・ 102付近)に堆積する。水田耕作土層は少なくとも3枚から形成されて

いるが、流水堆積物層が無く、土壌化した層が連続することから、比較的安定した時期

に堆積したものであることが分かる。土質は、上層が灰黄色上、中層が橙色粒混責灰色

粘上、下層がオリーブ灰色粘質土を呈する。今回の調査では、島畠耕作土及び水田耕作

土の上層部を機械掘削により除去した為、当該層の詳細な構築時期は不明である。耕作
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第5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第11層

11-

11-

11-

11-

第12層 :

12-

12-

第13層 :

溝を広く検出した面を「第 1面」と呼称する。第 1面の標高はT,P.+8.lm前 後。

島畠構築以前 (中世以降)の耕作土層。土質は灰色～暗青灰色粘質土を呈する。なお、後

世の耕作時(第 1面)に削平されており、島状に残る。層厚0,35mを測る。

当該層と直下層 (第 6層 )は耕作時に攪拌されているため、識別が困難であつたと推祭で

きる。北壁断面 (第 3図 )では、当該層 (第 5層 )と下層 (第 6層 )の識別は、不十分であつ

た為、第 5・ 6層については、西壁断面 (第 4図 )を採用した。

鎌倉～室町時代の水田耕作土層。土質は灰色～暗オリーブ灰色粘質上を呈する。当該層

下面を「第2-1・ 2面」と呼称する。層厚0.2mを測る。標高はT.P,+7.3～ 7.4m。

鎌倉時代の遺物を包含する層。土質は暗緑灰色砂混粘土を呈する。層厚0.2mを測る。

奈良～平安時代の遺物を包含する層。土質は暗青灰色粘上を呈する。層厚0.2m前後を

測る。当該層上面を「第2-3面」と呼称した。
土質は暗オリーブ灰色粘上を呈する。当該層下面を「第 3面」と呼称する。当該調査面

における平面調査は、限られた範囲であつた為、平面的な遺構の広がりは、確認できな

かつた。層厚0.lmを測る。第 3面の標高はT.P.+6.8～ 6.9m。

流水堆積物層。土質はオリーブ灰色シルトを呈する。層厚0.05mを測る。

弥生時代中期～後期の決水堆積物層。「堆積相C(註 1)」 イこ対応する。

1:土質は青灰色灰色粘質土を呈する。層厚0.2mを測る。
2:土質は青灰色粘質上を呈する。層厚0.15mを測る。
3:土質は青灰色粘質土に細壮砂混を呈する。層厚0.2mを測る。
4:土質は青灰色粘質土を呈する。層厚0.3mを測る。
弥生時代前期の洪水堆積物層。「堆積相B(註 2)」 イこ対応する。

1:土質は暗青灰色粘上を呈する。層厚0.15～ 0.2mを測る。
2:土質は青灰色シルトとオリーブ灰色粘上の互層を呈する。
弥生時代前期以前の洪水堆積物層。土質は暗青灰色シルトと青灰色シルトの互層。調査

地全域に堆積する。

註記

註 1(藤 岡1996)で定めた名称。粘土層主体で、シルト層と砂層も見られる。河川の氾濫原や小規模な河川の
流路が展開される時期。

註2(藤 岡1996)で定めた名称。砂層を中心として、粘土層やシルト層を挟む。フレザー状層理や波状層理、リッ
プルの底部にマッドフレーザーとして薄い粘土層がみられることから、エネルギー放出時期と穏かな時

期が繰り返されていたことを示す。
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Ⅱ 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)
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調査地北壁断面図(S=垂直1/50、 水平1/500)
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・H2-3

+6.00m

第4図 調査地西壁断面図(S=垂直1/50、 水平1/500)

写真 1 北壁断面 (南東から)
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亙 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)

第 3章 検出遺構と出土遺物

1)第 1面 (第 5図、図版―)

洪水堆積物層である灰白色砂礫～緑灰色砂質土 (第 3層 )を除去し、近世以降の島畠及び水田の

耕作土層 (第 4層 )を除去した面で、島畠・水田の耕作痕や、井戸・土坑を検出した。

本来の島畠耕作面は、洪水によって堆積した洪水砂層 (第 3層 )を除去した面であったが、今回

の調査では、機械掘削範囲内であった為、機械掘削終了面である第 4層除去面を「第 1面」とし

た。水田耕作土層は3枚あったが、耕作土上層 (灰黄色土)及び中層 (橙色粒混責灰色粘土)は機械

掘削により除去した。

今回の調査で検出した遺構は、主に調査地西半部に集中する。西半部の地形は、微高地状の高

まりとなっており、旧楠根川が北流する調査地東半部よりも立地環境が安定していたと考えられ

る。以下、各遺構について概観したい。

島畠(島畠)

島畠100～ 111(図版六)

Bl～ 18地区で島畠群を検出した。島畠群は現在の条里方向と一致するように並列する。検
出面は、本来の島畠耕作面では無く、床面を検出した為、大きさや形態に多少の差異が生じる。

以下、島畠の形成過程について概観したい。

下層の水田は、頻繁に生じた洪水により、厚い洪水砂に覆われる。この洪水堆積物を攪拌して、

近世期になると島畠などを作り始める。これが島畠100～ 111である。これらの島畠は、機械掘削

等で上部が削平されており、詳細な時期が特定できる遺物等の資料は残存しなかった。

島畠102・ 105。 1081よ、一部が削平されている。これは後世の耕作土等で使用する為に上を搾

取した土取り穴であった可能性が高い。

これらの耕作土層を全て除去した一面に、農耕時に使用した耕具の痕跡を検出することができ

た。埋土は砂層である。

井戸(SE)
S E101-105

井戸は、D2～ 7地区を南北方向に通る里道を挟むように並列して作られたものである。全部
で5基検出した。以下、各井戸の特徴や遺物について概観したい。

S E101(第 6。 9図、図版三)

D3地区で検出した井戸である。井戸側の形態は、桶と方形木枠を組み合わせたものである。
井戸側の最下段に桶を据え置き、その上に、大小 2種類のサイズを持つ方形木枠を重ね合わせた

ものを組み合わせ、最上段に瓦を2段積み上げる。掘方の平面形態は楕円形で、南北3.6m、 東

西4.15mの径を測る。深さは4.75mを測る。出土遺物は、銭貨 (4)等である。4は寛永通宝。無

背銭であり、3期の新寛永に属する。当該井戸は18世紀以降に構築されたものと比定できる。
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Ⅱ 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)

エ
ー

Xこ ~'亀
θ7j

1.オ リーブ灰色土
2.灰オリーブ色土 (黒色粘土がブロック状に混じる)
3 青灰色砂質土混じり青灰色粘土
4 砂粒を含む音灰色粘土
5 オリーブ黒色シルト

第6図 第 1面 S E101平・断面図(S=1/50)
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S E102

D3地区で検出した井戸である。井戸側の形態は、記録されていないので詳細は不明である。
なお掘形の平面形態は円形で、約 2mの径を測る。深さは不明。出土遺物は、土師器・須恵器・

瓦の破片である。

S E103(第 7図 )

D2地区で検出した井戸である。井戸狽1の形態は、桶を組み合わせて使用 していたと思われる
が、桶は抜き取られて残存 しなかった。籠が僅かに残るのみであった。掘方の平面形態は円形で、

約1.9～2.27mの径を測る。深さ2.77mを 測る。出土遺物は、瓦質の井戸側片である。

S E104(第 8'9図 、図版三・六 )
E7地区で検出した井戸である。井戸側の形態は、桶と方形木枠を組み合わせたものである。
井戸枠の最下段に桶を据え置き、その上に、方形木枠を組み合わせ、最上段に丼戸側を2段積み

上げる。掘方の平面形態は円形で、南北3.lm、 東西3.35mの径を測る。深さは3.12mを測る。

出土遺物は、瓦 (1・ 2)、 土製品 (3)、 金属製品 (5。 6)である。 1。 2は、瓦質の井戸側。

2は、凸面に刺突文で兎が描かれている。側面には、「安新」 ?の文字が線刻されており、井戸

側職人の屋号である可能性も考えられる。 3は小形の上錘。 5。 6は金属製キセルで、 6には、

灰を落とす時に叩く箇所に使用痕が顕著に見られる。これらの遺物から、昭和初期まで存続して

いたものと推測できる。

S E103

0          1m

―

砂混じり褐色土

黄橙色混じり灰色砂質土

青灰色砂質土

青灰色ブロック土

青灰色粘土 (黒色粘上がブロック1大に混じる)

第7図 第 1面 S E103・ 105平・断面図(S=1/50)

∞
∞
∞

い
∞
―＝
＞

④

ご
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Ⅱ 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)

D

x=-153118

TP+700m

600m

500m

0          1m

―

1,灰責褐色土と灰オリープ色土と砂の混成上      6 青灰色粘土
2 灰オリープ色土 (褐灰色粘質土がブロック状に混じる)7 浅黄色砂
3 灰白色砂 8 晴灰色粘土 (白い粒子含む)
4.灰 オリープ粘土 (黒色粘上がプロック状に混じる)  9 砂混じり青灰色粘土
5 緑灰色砂

第8図 第1面 S E104平・断面図(S=1/50)
S E105(第 7図 )

D6地区で検出した井戸である。井戸側の形態は、桶を使用 していたと思われる。掘方の平面
形態は円形で、南北1.15m、 東西1.25mを測る。当該井戸は、南東方向に位置するS E104か ら

汲み上げた水を一時的に貯めておく施設であったものと推測できる。

出土遺物は無かったが、 S E104と併存すると考えるならば、昭和初期まで存続した可能性が

高いものと考えられる。

一
］
゛
ぃ
∞
―
＝
＞
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Ⅱ 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)

土坑 (SK)

S K101～ 103(第 1表、写真 3)

当該遺構面で検出した土坑は、井戸と同様に

D2～ 7地区を南北方向に通る里道を挟んで作
られたものである。全部で 3つ検出した。以下、

各土坑の特徴や出土遺物については第 1表に記

述した。

特筆すべき土坑としては、 S K103が挙げら

れる。当該土坑の役割について 2通 り推祭でき

る。以下、推測できる役割について述べたい。

1つ 目として、潅漑用水を確保するために掘

削した土坑とする考え方である。これは、第 1

第1表 第1面検出土坑法量表(単位m)
写真 3 第 1面 S K103検出状況 (東から)

表からも分かるように、掘削深度が1.7mあ り、この深度まで掘削すると水成層に辛うじて達す

ることから推測できる。

2つ 日として、土取り穴の痕跡とする考え方である。これは、平面形態が他の土坑と比較して

不定形であり、掘削深度も一定でないことから推測できる。つまり、洪水などが生じた後、耕作

地を復興するために、良質の上を求めて掘削した可能性がある。

自身寸可サ||(NR)

N R101(昭和年代)

K3～ N8地区で検出した河川である。川幅4.5～ 9,Om、 深さ0.4mを 測 り、南東から北西方
向に流れる。旧楠根川の付け替え作業が行われる以前 (昭和57年以前)の川筋と考えられる。出土

遺物は、ガラス、陶磁器、染付、瓦等の破片である。

遺構名 地区 長軸 匁豆車由 深 さ 平面形 断面形 埋積土 出土遺物

S K101 D2・ 3 5.5 47 01 不定形 llll形

S K102 C7 ５つ
る
刀
仕 325 0.13 隅九長方形 浅い逆台形 ①黄橙色砂混じる暗配色粘質砂 土師器

②灰褐色粘質土 須恵器

S K103 E～ G7 17 医
υ -́17 不定形 椀形 ①オリーブ灰色土と黄橙色土のブ

ロック

②オリーブ灰色土、腐つた木片を

含む

③青灰色粘性粘質土とオリーブ灰
色のブロック
④灰白色砂
⑤青灰色粘性砂質土と砂とオリー

ブ灰色粘性砂質土のブロック

⑥木片を多量に含む青灰色粘性砂
質土とオリーブ灰色粘性砂質土の
ブロック

⑦砂粒含む青灰色粘土
③オリーブ灰色粘性砂質土と青灰
色粘土のブロック
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N R102

L3～M6地区で検出した河川である。川幅4.9m、 深さ0,15～ 0,3mを測り、南東から北西方
向に流れる。前述したN R101が、ある時期に氾濫した痕跡であると推察できる。出土遺物は、

土師器・瓦器の破片である。

2)第 2面 (第 11図・図版二・五)

鎌倉～室町時代の水田耕作土層である灰色～暗オリーブ灰色粘質土 (第 6層 )を除去したとこ

ろ、数十本から構成された鋤溝群・土坑 。人の足跡などの水田耕作に関する遺構を検出した。

検出した水田耕作面は、調査地西側に広がっていたが、平面調査で、鋤溝群の一部が N R201

に切られていることから、本来は調査地全域に水田耕作面が展開されていたものと推定できる。

以上のことから、自然河川 (N R201)派生面を「第2-1面」、水田耕作面を「第2-2面」と
呼称した。さらに、第 7層を除去した面で自然河川 (N R202)や馬骨が出土したことから、当概

面を「第2-3面」と呼称した。以下、各遺構について概観したい。

水田≪第2-2面≫(第 10図 )

をこ二懸えi盟曇fF遷籠蓬憂藍1靴笥會賃髯          築≡≡≡壬子
~二

三万を

｀ヽ
、、、
1とIIΞこここΞ三ここここここ三I:三二ΞΞ:三二|________― :!!!!!::!::!:(II!!'14rl        (i!________― ―――――――■――――――――――――――!!!!FIn

ものも含まれる。平面上の標高値と、壁断面を

比較検討したところ、本来の水田構築面はさら

に上層部であったと考えられる。おそらく後世

の耕作等によって削平され、畦畔などの高まり

は残存しなかったと思われる。残存する溝幅は

0.5m、 溝と溝の間は4～ 5mである。 第10図 溝群 。S K201出土土器実測図(S=1/4)

出土遺物は須恵器 (7～ 10)である。 7～ 10は

須恵器の杯身である。7・ 8は小形化が進み、立ち上がりがほとんどない口縁部をもつ。調整は

内外面に回転ナデを施す。8は底部外面に粘土塊が付着する。 9。 10はやや立ち上がりが短く、

内傾する口縁部をもつ。口縁端部内面に段を施す。調整は内外面に回転ナデ、回転ヘラケズリを

施す。時期は、Ⅱ型式 6段階(7世紀中頃)に比定できる。

土坑(SK)
S K201≪第2-1～ 2面≫(第 10図 )
D2地区で検出した土坑である。平面形態は不定形で、南北長3.Om、 東西長4.Om、 深さ0.15
mを測る。埋土は砂粒を含む暗オリーブ灰色土を呈する。

出土遺物は須恵器 1点 (11)である。11は須恵器の杯身で、杯Aの底部内側に高台を貼り付けた

ものである。タト面調整は回転ナデを施す。外面底部はヘラ切り後、部分的にナデ調整を施す。胎

土は2 mm以下の砂粒を含む。Ⅳ型式 2。 3段階(8世紀中頃)イこ比定できる。

以上の特徴や、当該地点が比較的調査地の中でも標高が低く、水田遺構が希薄である状況から、

自然にできた窪地である可能性も捨てきれない。
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第11図 第2面調査地平面図(S=1/600)
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S K202≪ 第2-2面 ≫
E6地区で検出した土坑である。平面形態は円形で、径1.4m、 深さ0.15～02mを測る。埋土

は灰色粘土を呈する。遺物は確認できなかった。

畦畔脇で検出したことから、農耕時に使用したものと推測できる。

自然ヱ可ナ||(NR)

N R 201≪ 第 2-1面 ≫ (第 12図、図版四・六・七 )
Gl～ 08地区で検出した河川である。河川の規模は、幅22.0～ 29.Om、 深さ2.2mを測る。
この河川は北西―南東方向に流れるものである。河川埋土は、以下の特徴より、 2層に分層でき

る。埋土上部は砂粒を含む暗青灰色粘土を呈する。上部出土遺物は、土師器 (15)、 瓦 (16)、 埴輪

(17)、 須恵器 (18)である。埋土下部は灰白色中粒砂を呈する。下部出土遺物は、羽釜 (12)、 瓦器

(13)、 土師器 (19)、 土製品 (20)、 石製品 (21・ 22)である。なお、銭貨 (14)、 石製品 (23)は出土地

点不明。以下、出土遺物について概観したい。

12は土師器羽釜で、口縁部形態は内湾ぎみに立ち上がり、口縁端部に面をもつ。調整は、内面

全簿にナデ調整を施す。外面は口縁部～鍔にかけてヨコナデ、体部にヘラケズリを施す。口縁部

を除く外面全体に煤が付着。胎土は 2 mm以下の砂粒を含む。色調は乳白灰色。13は瓦器椀で、口

縁部は緩やかに外反する。調整は、内面体部下半に疎なヘラミガキ、底部に平行状ヘラミガキを

施す。外面は口縁部にヨコナデを施し、体部に指頭圧痕が目立つ。焼成はやや軟質。尾上編年の

和泉型Ⅲ-2～ 3式に比定できる。14は銭貨で、貞観永宝 (初鋳870年 )である。熟を受けたため

話
鮮

レ笏夕笏物タタタ物物笏物努_ff

終 ‖
２‐　　Ａ鶴ｍハ堺２２

∩
∪

◎
２。砲

第12図 第2面 N R201出 土遺物実測図(S=14・ 2311/1、 他 :1/2)

0               10cm
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Ⅱ 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)

に変形している。15。 19は、手捏ねで製作したミニチュア土器である。15はほぼ完形の高杯で、

浅い皿状の杯部をもつ。調整は、脚部内面に絞り目がみられ、指頭圧痕が顕著に残る。内外面全

体を指ナデ調整で仕上げる。色調は乳褐灰色。杯部と脚部の同一方向面に黒斑が見られる。19は

鉢で、短く外反する口縁部をもち、底部は平底を呈する。調整は、内外面に横方向の丁寧なヘラ

ミガキ、底部外面にヘラケズリを施す。色調は淡灰茶色。20は土錘。色調は淡灰褐色。16は平瓦

の破片である。凸面全体に施した縄目を丁寧にナデ消した後、綾杉状のたたきを施す。さらに綾

杉の軸に並行するように直線文を数条施す (安村1997)。 凹面には布目を施す。桶枠痕あり。17は

家形埴輪の破片である。外面に2条の綾杉文が見られ、埴輪片が丸くカーブを描くことから、家

形埴輸の天丼部分の破片であると考えられる。18は須恵器の杯身で、立ち上がりは短く内湾する

口縁部をもつ。調整は、内面に回転ナデを施す。外面に回転ナデ、下半部は回転ヘラケズリを施

す。21は砥石で平面形態が長方形を呈する。 4面とも砥面して使用しており比較的平滑な状態で

ある。22は凹基石鏃で、最大長4.2cm、 最大幅2.4cm、 最大厚0.4cm、 重さ約4.2g。 石材はサヌカ

イト製。23は滑石製の臼玉。

以上の遺物より、当該河川は、室町時代に埋没したと考えられる。

N R202≪第2-3面≫
F2～ H6地区で検出した河川である。河川の規模は、川幅1.8～ 10.4m、 深さ0,1～0.2mを

測る。南北方向に流れる河川であつたが、調査地北側では、当該河川を検出できなかった。これ

らの痕跡が残存しなかったのは、旧楠根川の影響及び、後世の耕作等によつて削平されていたと

考えられる。河川埋土は、灰色～黄色中砂を呈する。出土遺物は土師器・須恵器の破片である。

当該河川埋没後に水田が構築されることから、遅くとも7世紀中頃には埋没していたものと推測

できる。当該河川西縁辺部に、馬骨が検出されており、両遺構がほぼ同時期に存在していた可能

性が極めて高いと考えられる。

馬骨≪第2-3面≫(写真 4)
E2地区で獣骨と、拳大の石が散乱した状態で

検出した。出上した獣骨は、馬の骨と推察でき、

出土骨の部位は、上顎歯・下顎骨・胸堆歯・肋骨・

大腿骨・上腕骨・腔骨・肩甲骨に大別できる。こ

のうち下顎骨が少なくとも3個体あることから、

3頭以上の馬骨が一箇所に埋葬又は廃棄されたも

のと推測できる。なお、掘方等は確認できなかっ

た。

遺構の性格は、前述したように、当該面では、

N R202が 当該遺構の東隣を流れることから、水の祭祀に関連する遺構であつた可能性も考えら

れる。また、上面の第2-2面で検出した水田遺構の畦畔が出土地点が近接することから、水田
の廃絶期に祀られたものとも考えられる。

写真4 第 2面馬骨出土状況 (南から)
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3)第 3面 (第 13図、図版二)

当該遺構面は、当初予定していた掘削深度より深い箇所であった為、全体の平面調査は行わな

かった。ただし、調査地側壁断面で遺構の確認ができたもの (S D301)については周囲を部分的

に掘り下げ、平面的な広がりを確認した。また、S W301は、調査地内で最も地形の高い箇所に

あり、調査の掘削深度が遺構面に達していた為検出可能であった。調査の結果、第 9層下面 (T,P.+

6.8～6.9m)で、溝 1条 (S D301)、 土器集積 1箇所 (S W301)を検出した。

=
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第13図 第3面調査地平面図(S=1/600)
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Ⅱ 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)

TP+600m

X=-153080

I

>

X一朽&側0+

1-1

1-2.

2.

3

4.

5.

黒褐色シルト
オリーブ掲色粘土

オリープ褐色粘土混じリオリープ灰色砂

オリーブ灰色砂
オリープ灰色砂混じり灰白色砂

灰白色砂

十

第14図 第3面 S D301平面図(S=1/300)・ 断面図(S=1/20)

溝(SD)

S D301(第 14・ 15図、図版五・七)

D7～ C3地点まで小刻みに蛇行して北西方向に流れ、C3地点で北と北西方向に分岐する。
溝の幅は約0。 5m、 深さ約0.4～0.6mを 測る。溝の断面形態は、Vま たはU字形を呈する。埋土

は遺構構築層と類似する暗灰色上である。

溝埋土内から遺物は出土しなかったが、下層確認の為に掘削を行ったトレンチ (C・ D2～ 5

TP+710m

TP+710m
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尉
Ⅷ
ヽ

地区)の S D301埋土部分から、残存率2/3以上を占める弥生土器

甕 (24)が出上した。24は、体部上半に最大径をもつ奏で、口縁部

は「く」の字に外反し、口縁端部に面をもつ。調整は、タト面に縦

方向のヘラミガキを施す。内面全体には、ヘラケズリを施し、底

部に指頭圧痕が見られる。全体にローリングを受けている為、摩

滅が著しい。時期は畿内第V様式前半に比定できる。

第 3面構築面下部に、薄く部分的に堆積する灰オリーブ色シル

ト層内からは、畿内第Ⅳ様式に比定できる弥生土器の破片が出土

している。以上のことから、当該溝が機能していた時期は、弥生

時代中期末～後期前半に比定できる。

遺構の性格は、断面及び埋上の堆積状況から人工的に掘ったも

ので、農耕用の水路として使用されていたものと推察できる。

o               10cm

第15図 第3面 S D301周辺出土土
器実測図(S=1/4)

④
ねづ

［
甘
ω
Ｓ
∞
―

＝
矛

土器集積(SW)

S W301(第 16。 17図、写真 5、 図版七・八)

7B地区で検出した土器の集積である。検出した地点は調査地内で最もベース面が高い箇所に

存在した為、検出できたものと考えられる。検出時の状況は、細片の上器がほぼ円形状密集した

状態で集積していた。集積の規模は、径約1.5mの範囲内であった。なお掘方の形状等は確認で

きなかった。

出土土器は、弥生土器の壷 (25。 38)・ 甕 (26～37・ 39～41)等である。25は二重口縁壺の口縁部

で、強く外反する。調整は、口縁部内面に粗雑な波状文、口縁端部と擬口縁接合部分の2箇所に

は、ヘラ状工具による刻み目を施す。頸部外面は横方向のヘラミガキを施す。全体に摩滅が著し

い。38は壼の底部。調整は、タト面にハケロを施す。内面は摩減が著しい為、調整不明瞭。胎土に、

赤褐色酸化粒が目立つ。26～37は、甕の口縁部～体部片である。31・ 34は弥生系甕。緩やかに外

反する口縁部をもつ。底部はドーナツ底で、底

部輪台技法を用いる。調整は、外面に右上がり

タタキを施し、分割成形技法を用いる。内面の

調整は摩減が著しく調整不明瞭である。35～ 37

X=
-153120

写真5 第 3面 S W301出土状況 (東から)第16図 第3面 S W301平面図(S=1/20)
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Ⅱ 小阪合遺跡第29次調査 (K S94-29)

宕 2

o          10cm
|

第17図 第3面 S W301出土土器実測図(S=1/4)
は庄内式甕。調整は、内面にヘラケズリ、外面に35は右上がりのタタキ、35。 37はハケロを施す。

口縁部形態は「く」の字に外反し、端部を丸くおさめるもの(35・ 37)と 、端部に面をもつもの(36)

がある。28～ 30。 32・ 33は甕の口縁部で、緩やかに外反し、端部を丸くおさめるもの (28～ 30・

32)と 、端部に面をもつもの (32)がある。39～421よ奏の底部で、平底 (39)と、 ドーナツ底 (40・
41)がある。以上の遺物は、弥生時終末期～庄内式古相に比定できる。

これらの上器は、完形に近い状態で出土したものはなく、全てが破損していた。以上のことか

ら、集積内の出土土器は故意に割って置かれたもの又は放置されたものと考えられる。

4)遺構に伴わない遺物
。第 7・ 8層出土土器 (第 18図、図版八)

第 7層から出上した遺物は、瓦器椀(43～ 46)、 須恵器 (47・ 48)、 瓦 (49)である。43は内面口縁

部付近にのみヘラミガキ、底部には格子状暗文を施す。外面は疎なヘラミガキを施す。尾上編年

の和泉型Ⅲ-1期 に比定できる。441よ内面全体に密なヘラミガキを施す。外面も密なヘラミガキ

を施し、指頭圧痕が目立つ。和泉型I-1期に比定できる。45は内面全体に疎なヘラミガキを施
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第18図 第7・ 8層出土遺物実測図(S=1/4)
す。外面は指頭圧痕が目立つ。和泉型Ⅲ-3式に比定できる。49は平瓦の破片である。凹面全体
に布目痕を呈する。凸面には「×」印タタキを施す。平安～鎌倉時代前期に比定できる。

第 8層から出土した遺物は、須恵器 (50)である。50は須恵器の甕である。上半部に最大径をも

つ体部から、短い口縁部が立ち上がる。内面は当て具痕を丁寧にナデ消している。外面はタタキ

(4条/cm)の ちナデを施す。胎土は 6 nlm以下の砂礫 (長石)を多量に含む特徴的な胎上をもつ。淡

い灰茶色を呈する。

・包含層出上金属製品 (第 19図、図版八)

今回の調査では金属製品が 3点 (52～54)出上した。52は鉄鏃、53は馬鍬の歯、54は鉄釘である。

52は第 2面 (中世耕作面)上面を精

査時に出土したものである。形態

は、鏃身部は長三角形で、頸部は

台形、茎部は有顎を呈する。この

形態より古墳時代後期に比定でき

る。53・ 54は共に、第 2面構築層

(中世耕作土層)内より出土した。

いずれも、耕作時に混入したもの

と推測できる。 第19図  包含層出上金属製品実測図(S=1/4)
・包含層出土土器 (第20図、図版八)

木稿でとりあげた包含層出土土器は、調査取り上げ時の注記が「第 6層 または第 7層」と記載

されていることから、当初は掲載を控えようと考えたが、残存状態が全体の2/3以上あり、何ら

千
＝

北
0
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Ⅱ 小阪合遺跡第29久調査 (K S94-29)

Ⅵ

o               10cm

第20図 包含層出土土器実測図(S=1/4)
かの遺構に伴なう可能性が考えられたので、これらの遺物について紹介のみ行うこととする。以

下、出土した土器について概観したい。

54は第 1面検出時に出上したほぼ完形の小形丸底壷である。調整は内面に指ナデを呈するが、

外面は剥離のため調整不明瞭である。55は第 6層掘削時に出上した小形丸底壺の体部である。

54。 55の時期は原田編年布留Ⅳに比定できる。56～65は第 7層掘削時に出上した須恵器 (56～

60)。 土師器 (61～65)である。56は杯蓋の破片である。調整は内外面に回転ナデを呈する。時期

は中村編年 I-2期に比定できる。57・ 58は須恵器の杯蓋、59。 60は須恵器の杯身である。調整
は内面に回転ナデを呈し、外面は回転ヘラケズリを施す。時期は中村編年Ⅱ-4・ 5期に比定で

きる。61は粗製のミニチュアの鉢である。62～65は弥生系甕である。口縁部形態は、上方に立ち

上がり外反するもの(62)と 、緩やかに外反し、端部に面をもつもの(63～65)がある。調整は、内

面にヘラケズリ、外面に右上がりのタタキを施す。時期は、弥生時代後期～古墳時代初頭に比定

できる。

第 4章 まとめ

今回の調査では、近世以降の耕作面 (第 1面 )、 中世の耕作面 (第 2-1・ 2面 )、 古代面 (第 2
-3面 )、 弥生時代中期～後期の水田面 (第 3面)の少なくとも4枚の遺構面の存在を確認した。
調査成果からも分かるように、今回の調査地一帯は、長期間に亘り生産域として利用されてきた

56
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ことは明確である。おそらく、当該地域一帯は、南北方向に伸びる小阪合分流路の影響を多大に

受けて不安定な自然環境のもとにあり、集落域には適さない土地であったものと推測できる。以

下、各時期の土地利用について見ていきたい。

弥生時代中期～後期に構築された第 3面では、 1条の溝と1箇所の上器集積を検出するに留

まった。これは第 3面が、工事破壊深度に達しないことから、調査対象外であったことに起因す

る。調査地側溝掘削時に確認できた遺構 (S D301)や、上層掘削時に露出した遺構 (S W301)は調

査対象とし、最小限の調査範囲で検出した。これらの調査成果や、調査地断面で確認できた土層

の堆積状況から、第 3面が水田として利用されていたことが推察できた。

奈良～平安時代 (第 2-3面 )では、自然河川(N R202)や、N R202の近接地で馬骨を検出した。
このような成果から、第2-3面は、不安定な環境にあった為、ほとんど土地活用されていなかっ
たものと推察できる。

中世 (第 2-1。 2面 )では、調査地東側地域で、室町時代に埋没したと推測できる自然河川(N

R201)を検出した。、調査地西狽1地域では、耕作溝の痕跡や土坑を確認することができた。この

ような成果から、第2-1面の調査地西側地域は、比較的安定した環境であり、生産域として広
く活用されていたものと推祭できる。

近世 (第 1面)では、調査地東側地域は小阪合分流路の影響から遺構を検出できなかったが、調

査地西側地域では、島畠群及び数基の井戸を検出した。検出した島畠群は、現在の条里方向と一

致するように並列し、井戸 (S E104)か ら昭和初期の遺物が出土したことから、第 1面は近世か

ら近代まで続く生産域であったものと推察できる。

このように今回の調査では、当該調査地が小阪合分流路の影響を受けながら、生産域として長

期間に亘って活用されてきたことが明らかとなった。
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)



例

1.本書は、大阪府八尾市青山町四丁目149番地他 2筆で実施した八尾市立養護老人ホームおよ
び(仮称)在宅福祉サービスネットヮークセンター建設に伴う発掘調査の報告である。

1.本書で報告する小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会の
指示書に基づいて、財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したも

のである。

1.現地調査は平成 9年 3月 17日 から6月 19日 (実働64日 )イこかけて、成海佳子・樋口(旧姓森本 )
めぐみを担当者として実施した。調査面積は約1090∬ を測る。

1.現地調査においては、市森千恵子・岸田靖子・中前和代 。中村百合・宮崎寛子・村井俊子が
参加した。

1.内業整理業務は、整理係の原田昌則 。尾崎良史が行い平成20年 1月 に完了した。
1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―市森千恵子・岸田靖子 。沢村妙子・田島和恵・中西明
美 。西岡千恵子 。宮崎寛子、図面 トレースー山内千恵子、遺物写真撮影―徳谷尚子、写真図

版作成―尾崎 。原田が行った。

1.本書で記載した地層名については、「標準土色帖」によるマンセル表記で示されたものと独
自の基準により示されたものがある。粒径区分についても、調査担当者により基準が異なる

ものが混在しているが、あえて統一せず調査時点の表記のまま記載した。

1.本書の執筆・編集は原田が行った。
1.土器形式・編年で参考とした文献については、P136に提示した。
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

第 1章 はじめに

小阪合遺跡は大阪府八尾市のほぼ中央部の若草町、小阪合町―・二丁目、南小阪合町― 。二・

四丁目、青山町一～五丁目、山本南七・八丁目一帯の東西0.9km、 南北0,9kmに広がる弥生時代中

期から近世に至る複合遺跡である。地理的には旧大和川水系による河成堆積で形成された河内平

野南東部に位置している。平野内には、現在の人尾市南東部にあたる二俣地区を基点として旧大

和川の主流であった長瀬川から玉串川が東に分流し北西方向に流下していた。小阪合遺跡はこの

二大河川に挟まれて、南北方向に展開する低位沖積地上に位置し、さらに遺跡内の東部では中河

川である楠根川が南東から北西方向に流下しているため、現地表面の標高は北部に行 くに従って

低 く、南部で 9m前後、北部で8m前後を測る。小阪合遺跡の成立を見たこの低位沖積地は、水
稲耕作を生活基盤とする弥生時代前期以降、比較的安定した地理的条件を背景として数多くの遺

跡が密集する形で成立している。当遺跡周辺に限っても、北西に東郷遺跡、西に成法寺遺跡、南

西に矢作追跡、南に中田遺跡が隣接している。

小阪合遺跡は昭和30(1955)年に若草町で行われた、大阪府営住宅供給公社の建設に際して、

弥生土器、土師器、須恵器、瓦器等の上器が多量に出上したことに端緒を発するものである。考

古学的な調査は、昭和57～ 63(1982～ 1988)年 に実施された南小阪合地区を中心とした区画整理

事業に伴う発掘調査が晴矢である。これらの調査では、弥生時代中期から近世に至る遺構・遺物

が検出され、当遺跡が複合遺跡であることが確認された。なかでも、古墳時代初頭から前期にお

ける集落の広範囲な分布や数多くの他地域から搬入された外来系土器の存在は、当時の地域間交

流の一端を知るうえで貴重な資料を提供する結果となった。
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今回、第35次調査を実施した青山町四丁目一帯は、小阪合遺跡範囲の中南部にあたる。調査地

点周辺での既往調査は、南部では昭和57年に第 1次調査 (K S82-1)、 東部では昭和63年に第17

次調査 (K S88-17)が実施されており、古墳時代前期前半から奈良時代に比定される遺構・遺物

が検出されている。なお、小阪合遺跡の地理・歴史的環境、既往調査については本書 Iの 2章を

参照されたい。

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過
今回の発掘調査は、八尾市立養護老人ホームおよび在宅福祉サービスネットワークセンター建

設に先立って実施したもので、当調査研究会が小阪合遺跡内で行った第35次調査 (K S96-35)に

あたる。調査地の形状は凸字形で、東西34m、 南北29mを測る調査区の北部に東西12m、 南北8.7

mの突出する部分があり、調査面積は約1090どを測る。

調査方法としては、現地表(T.P.+9.6m)下1.3mま で機械掘削を行い、以下、現地表下2.lm

までを人力掘削し、遺構・遺物の検出に努めた。

調査区内の地区割りについては、調査地の南西隅の国土座標第Ⅵ系〔日本測地系〕値(X=―

153.170.000・ Y=-35.370.000)か ら10m単位に区画した。地区の呼称方法は、南北方向が算

用数字 (南から1～ 4)、 東西方向がアルファベット(西からA～ D)で示し、 lA～ 4D地区と呼

称した。地点の表記については、X・ Y軸交点の数値で示した。調査面の呼称については、人力

による調査で検出された面を上部より「第 1面」とした。遺構名は、遺構略号の後に面番号を付

与し、 3～ 4桁の遺構番号と合わせて表記した 〔凡例 S D101〕。

調査地の全域に亘り旧建物の

基礎部分が深 くまで達してお

り、削平を受けた部分が多くを

占めていた。そのため、調査で

は4面 (第 1～ 4面 )に亘る調査

を実施したが、第 1～ 3面につ

いてはその影響で遺構の平面的

な関係を捉えるのが困難であっ

た。調査の結果、弥生時代後期

から平安時代に至る遺構 。遺物

が検出されている。出土遺物は

弥生時代後期から平安時代後期

に比定される土器類・石器類・

金属製品等が出土しており、総

量はコンテナ50箱を数える。
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第 2節
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第 7層

Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

基本層序

基礎構築時による削平が現地表下1.5m前後付近に存在する第 5層 (第 3面検出面)付

いたため、第 1～ 4層についての平面的な広がりは西部の一部で確認できたのみであ

は、壁面部分で普通的に認められた8層 (第 0～ 7層 )を摘出して基本層序とした。

客土。層厚65～90cm。 上面の標高はT,P.+9.5m前 後。

5G2/1緑黒色細礫混砂質土。旧作土層。層厚10～ 20cm。

7.5GY4/1暗緑灰色細礫混シルト。層厚10～ 50cm。

2.5GY5/1オ リーブ灰色細礫混シルト。層厚10～ 40cm。 北壁では島畑構築により削平

を受ける部分がある。第 1面検出面。

10YR4/3にぶい責掲色砂質土。やや粘性を持つ。層厚 5～ 35cm。 第 2面検出面。

5Y4/2灰オリーブ色粘質土。マンガンが班点状に付着している。層厚10～ 30cm。 第 3

面検出面。

10YR4/1褐灰色シルト混粘質土。層厚20～ 30cm。 第4面検出面。

2.5Y4/2暗灰責色シルト。層厚20cm以上。

第 3節 検出遺構と出土遺物
1)検出遺構

4面 (第 1～ 4面)に亘る調査を実施したが、第 1～ 3面については大半の遺構が削平を受けて

おり平面的な広がりについては不明な点が多い。調査では、弥生時代後期から平安時代後期に至

る遺構・遺物が検出されている。以下、各検出面において遺物が出土した遺構を中心に記述しそ

れ以外のものについては、一覧表で示した。

第 1面 (第 4図、図版―)

第 3層上面(T,P,+8,3～ 8.6m)を調査対象面とした。検出した遺構には土坑 2基 (S K101・

102)、 溝 2条 (S D101・ 102)、 小穴 1個 (S P101)がある。

土坑(SK)
S K101(第 6図 )

調査区北部の4C地区で検出した。北部が調査区外の他、上部が近世の島畑構築時の削平を受
けている。検出部分で東西幅3.74m、 南北幅3.30mを測る。掘方の形状は摺鉢状で、深さ1.45m

を測る。埋土は3層から成る。遺物は土師器・須恵器片が少量出土しているが全て細片化してお

り、帰属時期を明確にし得たものは無い。

S K102(第 5図、図版一七)

S K101の南に隣接している。南北方向に長い不整方形で南部は削平を受けている。検出部分

で東西幅5.35m、 南北幅7.00m、 深さ1.14mを 測る。掘方は三段で、断面形状は摺鉢状を呈する。

遺物は奈良時代中期から平安時代後半の上師器 。須恵器類がコンテナ約1/2程度出土している。

埋土は褐灰色砂質土を主体としている。16点 (1～ 16)を図化した。 1～ 12は土師器である。 1～

3は皿Aで、 3は体部内面に放射状ヘラミガキが施されている。 4・ 5は小皿で、4は「て」の字

状口縁を持つ。6は椀 A。 7・ 8は甕Aで共に口縁部から体部上半の細片である。 9は羽釜の鍔。
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

1早

痒

X=-153130

X=-153150

D x=_153170

第 5図  S K102出 土遺物実測図

F

0               10m

第 4図 第 1面平面図(S=1/300)

7

<業/    8

10  囲 11

∝m
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協
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井

一一一 X=-153135

TP+800m

75Y4/1灰色砂質土
1 0YR5/4にぶい資掲色細砂混粘質土

585/1緑 灰色粘質シル ト(シル ト混粘上のプロック)

第 6図  S K101平 断面図(S=1/40)

10は高杯Aの脚部片である。脚部外面は9面の面取

りが行われている。11。 12は製塩土器である。11が

広瀬和雄氏編年 (広瀬1994)の九底Ш式 (8世紀中葉

から9世紀前半)、 12が脚台Ⅲ式 (古墳時代前期中葉)

にあたるため、12については混入品と推定される。

13～ 16は須恵器である。13は杯 B蓋である。擬宝珠

部分が内側に沈む歪な形態である。口径19.5cmを測

る。14～ 16は杯で、14が杯 B、 15。 16が杯Aである。

奈良時代中期と平安時代後期 (12世紀初頭)の遺物が

混在しているが、遺構構築面から勘案して遺構の帰

属時期は平安時代後期 (12世紀初頭)が推定される。

m

写真 l S K101(右 )、 S K102(左 )検出状況

(南から)
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

溝 (SD)
S D101・ S D102

共に調査区南西隅の lA地区で検出した。東西方向に伸びるもので、西端は調査区外、東端は

撹乱により削平を受けている。検出部分で S D101が検出長2.37m、 幅0.20m、 深さ0,05m、 S

D102が検出長2.40m、 幅0.24m、 深さ0.14mを測る。埋土は2.5GY5/1オ リーブ灰色砂質上の単

一層である。遺物は出上していない。性格的には、農耕に関連した刀ヽ溝が考えられる。

/1ヽ穴 (SP)

S P101

調査区南西隅の lA地区で検出した。円形を呈するもので、東西径0.38m、 南北径0.46m、 深さ
0.03mを測る。埋土は2.5GY5/1オ リーブ灰色砂質上の単一層である。遺物は土師器の細片が極

少量出上しているが、帰属時期を明確にし得たものはない。

1旱

X=-153130

X=-153140

X=-153150

X=-153160

B         I          C

0

第 7図 第2面平面図(S=1/300)

寄

め
沼

―
＝

ヌ
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貿
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―

＝

痒

S D 212

S D211

::||〔
項
凸

D230s
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第2面 (第 7図、図版二)

第4層上面(T.P.+8.1～ 8.4m)を調査対象面とした。第 1面と同様、既存建物の基礎部分によ

る撹乱により大半の遺構が削平を受けている。撹乱がおよんでいない調査区西部を中心に、平安

時代後期に比定される溝45条 (S D201～ 245)を検出した。

溝(SD)

総数で溝45条 (S D201～ 245)を検出した。東西および南北方向に伸びる小溝で、農耕に関連し

た鋤溝と推定される。一部を除けば調査地北西部の 3・ 4B地区と西部の 1～ 3A地区では東

西方向、南部の lB・ C地区では南北に伸びるものが主体を占める。そのうち土器が出上したの

は、 S D219。 220・ 222・ 231・ 233である。奈良時代を中心とする土師器・須恵器の細片が極少

量出土している。遺構の帰属時期については、第 3面で検出した遺構から勘案して平安時代後半

(11世紀初頭)以降のものと推定される。以下、法量等の詳細は第 1表に示した。

第1表 第2面 溝(SD)法量表(単位m)

遺構名 地  区
全長
(検出長)

幅
(最大)

深 さ 埋 土 出土遺物

S D201 lA 5 30 0 60 10Y4/2灰黄褐色砂質土

S D202 5 45 0 80 0 10

S D203 1・ 2A 5 70 0 60 0 05

S D204 2A 3 75 0 37 0 05

S D205 3 80 0 45 0 05

S D206 5 00 0 55 0 05 10YR5/3に ぶい黄褐色砂質土

S D207 0 33 0 03

S D208 0 95 0 40 0 06

S D209 0 85 0 40 0 07

S D2 0 4 20 0 38 0 09

S D2 1 3 95 0 25 0 03

S D2 2 5 05 0 65 0 05 10YR5/3に ぶい責褐色砂質土

S D2 3 0 90 0 22 0 03 10YR2/2黒褐色砂質土

S D2 4 3A 0 85 0 40 0 06

S D2 5 0 30 0 05

S D2 2 33 0 32 0 05

S D2 7 0 30 0 03

S D2 019 0 02

S D2 9 3A・ B 12 80 0 35 012 7 5YM/1褐灰色砂質土 土師器・須恵器

S D220 3A 0 30 0 06 7 5YR5/4に ぶい褐色砂質土 土師器・須恵器

S D221 0 55 0 25 0 05

S D222 3B 0 35 0 06 土師器・須恵器

S D223 0 95 0 10 0 05 7 5YR4/1褐灰色砂質土

S D224 5 70 0 26 0 09

S D225 3・ 4B 0,40 0 02

S D226 4B 0 55 0 04

S D227 0 56 0 05

S D228 0 70 0 05

S D229 lA 0 35 0 10

S D230 lA・ B 0 28 0 04

S D231 12B 8 20 0 55 0 08 土師器

S D232 lB 0 04
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

遺構名 地  区 金長
(検出長)
幅
款

深 さ 埋 土 出土遺物

S D233 1・ 2B 8 20 0 56 0 08 7 5YR4/1褐 灰色砂質土 土師器

S D234 lB 0 28 0 07

S D235 lC 3 05 0 70 0 05 10YR4/3に ぶい責褐色

S D236 3 18 0 33 0 02

S D237 0 44 0 06

S D238 3 16 0 63 0 02 7 5YR4/1褐灰色砂質土

S D239 5 66 0 04

S D240 2 90 0 60 0 04

S D241 1 34 0 34 0 02

S D242 0 03

S D243 1・ 2C 2 55 0 50 0 02

S D244 2C 004
S D245 3・ 4C 6 55 0 55 0 05

|〒

>

Ξ

｝

沼

―

＝

汗

S K31

i

S E303 3263463千
7 S K308 X=-153140

X=-153150

X=-153160
―――――― S

３０５

３０４

瀞
ヽ
ヽ
Ⅵ
瑚

第 8図 第 3面平面図(S=1/300)

S K316

S K315

3鰤 323nがり3211乳 35｀ナS E3Ы 〒S K309    
マ

鎌黒
S K304

S D309

S D307         聖翌

S D318
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第3面 (第 8図、図版三)

第 5層上面(T,P.+7.9～ 8.2m)を調査対象面とした。検出した遺構には、古墳時代前期後半か

ら平安時代後半に至る井戸 3基 (S E301～ 303)、 土坑19基 (S K301～ 319)、 溝18条 (S D301～

318)、 小穴39個 (S P301～ 339)がある。以下、遺物が出上した遺構を中心に記述し、その他は遺

構毎に一覧表で示した。

井戸(SE)
S E301(第 9図、図版四)

3B地区で検出した。 S E302の南に隣接している。北部を残して大半が側溝掘削に削平を受け

ており全容は不明である。検出部分で東西幅1.35m、 南北幅1.35m以上を測る。深さについては

0.65m迄を確認している。埋上については、確認した部分で 2層 を確認している。遺物は土師器、

X=-153144

A´

X=-153143

TP+800m

P+800m

Ｂ
貿
協
―
＝
を

一Ａ

m

5Y3/1オ リーブ黒色粘土

5Y3/1オ リープ黒色組粒砂混粘土

第 9図  S E301平断面図(S=1/40)

7

1 10Y6/1灰色砂質土
2 1 0YR5/1褐 灰色砂質土

3 75Y5/1灰 色砂質土
4 10YR6/2灰黄褐色砂質土
5 5Y5/1灰色粘質上
6 N5/0灰色粘土

第10図  S E302平断面図(S=1/40)

迎 ゴ μ

薪

〔〔〔iiiii:::::::::::~~|千
~~i:::::::::::'''テ

'|11

第 11図  S E302出 土遺物実測図

0
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Ш 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)
須恵器の破片が極少量出上しているが図化し得たものは無い。出土土器の特徴から見て奈良時代

前半の帰属時期が推定される。

S E302(第 10・ 11図、図版四・一七)

3B地区で検出した。素掘 りの井戸で、南西端部分が S E3011こ 切られている。掘方の平面形
状は不整方形を呈するもので、東西幅1,42m、 南北幅1.3m、深さ1.2mを測る。底部はほぼ水平で、

掘方の斜面は一部を除き上外方にほぼ直線的に伸びる。埋土は6層 (1～ 6層)が堆積している。

遺物は最下部の 6層 を中心に奈良時代前期を中心とする土師器、須恵器等の細片が少量出上して

いる。 8点 (17～24)を 図化した。17～

21は土師器である。17・ 18は口縁端部

が内傾するもので杯 Cに分類される。

19。 20は皿 A。 21は椀 Aである。22～

24は須恵器である。22は大形の鉢 Eで

ある。復元口径20.2cmを 測る。23。 24

は杯 Bである。平城宮工に比定される。

遺構の帰属時期は奈良時代前半である。

S E303(第 12・ 13図、図版四。一七 )

3A地区で検出した。円形を呈する

曲物積み上げ井戸で、東西径0.85m、

南北径0,82m、 深さ060mを浪」る。井
戸側は掘方内の北西部に設けられてお

り、調査時点で最下部から二段の曲物

が残存していた。埋土は井戸側内が 2

層 (1。 2層 )、 掘方内が 1層 (3層 )で

ある。遺物は井戸側内から平安時代後

半に比定される土師器、黒色土器、銭

貨、石材等が多数出土している。なお、

井戸側内から出土 した石材について

は、井戸廃絶時期の祭祀に伴う可能性

5

電

再
≡

∞
Ｐ

Ｉ
＝

ｘ

Y=-35364

TP+800m

0                   1m

75Y4/1灰 色中～細粒砂混砂質土
10Y3/1オ リーブ黒色細粒砂混粘土

25Y3/3暗 オリーブ掲色細粒砂～小礫混粘質土

第12図  S E303平 断面図(S=1/20)

∝m

第 13図  S E303出 土遺物実測図

~33
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第14図  S K301～ 303、 S K305、

5Y5/1灰 色砂質上

75Y5/1灰色砂質上
1 0YR6/1褐灰色粘質土

TP+800m

TP+800m

S K 308、 S K309、 S K312平断面図 (S-1/40)

1醐 洵 灰色中粒砂混砂質上     m

10YR5/2灰 黄掲色粘質ンル ト

2 5YR5/3黄 褐色粘質シル ト

2層より粘性の強い粘質シル ト

10YR4/1灰 色粘土

lm
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Ⅱ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)
がある。11点 (25～35)を 図化した。25～28は土師器小皿である。27・ 28が「て」の字状口縁を持

つ。29は土師器椀。30。 31・ 33が黒色土器椀で30が A類、31が B類である。32は不明。33は高台

部でB類椀である。34は土師器羽金の鍔部分である。35は甕である。そのほか、径 2 cmを測る小

形銭の銭貨が出上しているが、風化が進行 しており銭名の判読は出来ない。出土遺物の時期は、

佐藤編年 (佐藤1992)の平安時代Ⅲ期古 (11世紀前半)に比定される。

土坑 (SK)

S K301(第 14図 )

lA地区で検出した。 S D305を切っている。不整円形を呈するもので、東西径0,77m、 南北

径0,8m、 深さ0.27mを 測る。埋土は5Y5/1灰色砂質上の単一層である。遺物は土師器の細片が

極少量出上しているが、図化し得たものは無く、遺構の帰属時期は判然としない。

S K302(第 14図 )

2A地区で検出した。東部は建物の基礎構築時に削平を受けている。検出部分で東西幅0.43m、

南北幅0.95m、 深さ0.24mを測る。埋土は砂質土を主体とする 2層から成る。遺物は土師器 。須

恵器の細片が極少量出上しているが、図化し得たものは無く、遺構の帰属時期は判然としない。

S K303(第 14図 )

S K302の西に隣接 している。不整形を呈するもので、東西幅1,lm、 南北幅1,04mを 測る。掘

方は二段で南東部が深 くなっておりその部分の深さは0.3mを 測る。埋土は 3層からなる。遺物

は須恵器の細片が極少量出土したのみで、遺構の帰属時期は判然としない。

S K305(第 14図 )

3A地区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈するもので、東西径0.78m、 南北径0.95m、

深さ0.13mを測る。埋土は砂質土の 2層から成る。遺物は土師器・須恵器の細片が極少量出土し

ている。遺構帰属時期は判然としない。

S K308(第 14図 )

3B地区で検出した。 S E302の北に隣接する。隅丸方形を呈するもので、東西幅1.05m、 南
北幅0.87m、 深さ0。 15mを測る。埋土は5Y5/1灰色砂質上の単一層である。遺物は土師器の細片

が極少量出土している。帰属時期は判然としない。

S K309(第 14・ 15図、図版五 。一七)

3B・ C地区で検出した。南部は側溝掘削により削平を受けている。検出部分で東西幅2.67m、

南北幅1.58mを 測る。掘方は二段で東部にテラス状の部分を持つもので、最も深い部分で0.25m

を測る。坦土は中粒砂を含む砂質土の単一層である。遺物は古墳時代前期前半 (布留式古相)か ら

古墳時代中期後半に比定される土器類が数多く出土している。古墳時代中期後半に比定される土

器類11点 (36～46)を掲載した。36～43は土師器である。36・ 37は甕で、36は小形品、37は大形品

である。38は甑の底部片である。39は大形有稜高杯の口縁部片である。40～43は椀形高杯である。

42。 43が完形で、法量は42が口径13.05cm、 器高10.6cm、 裾径8.6cm、 43が口径 13.5cm、 器高10.2

cm、 裾径9.4cmを 測る。44～46は須恵器である。44は杯蓋、45は杯身である。共に田辺編年のT

K23型式 (5世紀後半)に比定される。46は高杯の脚部である。田辺編年のT K73型式 (5世紀前半)

に比定される。帰属時期は古墳時代中期後半である。
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36

1 5Y4/2灰オリーブ色粗粒砂混砂質土
2 5Y4/1灰色細粒砂混粘質土
3 75Y3/1オ リーブ黒色粘土
4 10Y4/1灰色シルト質粘土

第17図  S K311平 断面図(S=1/40)

44

∝m

第15図  S K309出土遺物実測図

X=-153161

A

′TP+800m

TP+820m

1 5Y5/1灰色砂質土
2 5Y5/2灰オリープ色砂質上
3 75Y5/1灰色砂質土

第16図  S K310平 断面図(S=1/40)

S K310(第 16・ 18図、図版一七 )

2・ 3C地区で検出した。西端は既設建物の基礎により削平を受けている。検出部分から東西

方向に長い楕円形であったと推定され、北東部分に小穴 1個が存在している。遺物は土師器が少

量出上している。 1点 (47)を 図化した。47は土師器甕である。粗製品で体部下位以下を欠く。口

縁端部は内傾肥厚している。復元口径12.5cmを測る。10世紀末前後のものと考えられる。

聟

｝

協

―

＝

駕
０
協
―
＝
井
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S K311(第 17・ 18図 )

調査区南東部の lC地区で検出した。不整
の長方形を呈するもので、東西幅1,73m、 南

北幅1.12m、 深さ0.57mを測る。埋土は4層

からなる。遺物は土師器・須恵器の細片が極

少量出上している。 1点 (48)を 図化した。48

は須恵器小壷の底部である。裏面に静止糸切

り痕が残る。遺構の帰属時期は9世紀中頃に

比定される。

Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

0          100n

〕
ｏ

第18図  S K310(47)、 S K311(48)出 土遺物実測図

S K312(第 14・ 19図、図版六 。一七・―八)

3C地区で検出した。東端部分は既設建物の基礎により削平を受けているが概ね東西方向に長
い楕円形を呈するものと推定される。検出部分で東西幅1.23m、 南北幅0.99m、 深さ0.59mを 測

る。埋土は粘土～粘土質シルトを主体とする4層 (1～ 4層 )か ら成る。遺物は4層から古墳時代

前期後半 (布留式新相)に比定される古式土師器、砥石等が少量出土している。4点 (49～ 53)を 図

化した。49は口縁部外面に稜を持つ壼 (複合口縁壺 E2)である。古墳時代前期後半 (布留式新相)

に成立する器種である。50は直口壷 1/Jヽ形壺Bl Ⅱ)であるが口頸部を欠く。体部外面の中位以
下にヘラケズリが行われている。51は大形複合口縁壼 (複合口縁壼El)の口縁部片である。復元

口径30.5cmを 測る。東部四国系のものである。52は甕である。53は 2面に使用痕を認める砥石で

ある。石材はかんらん石安山岩。遺構の帰属時期は古墳時代前期後半 (布留式新相)である。

第19図  S K312出 土遺物実測図

53

∝m

‖ヽ
く
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S K319(第 20・ 21図、

図版六 。一七・―八)

4BC地 区で検出した。
方形を呈するものと推定さ

れるが、北部が試掘坑、東

部が S K1021こ より削平を

受けている。検出部分で東

西幅2,30m、南北幅3.05m、

深さ0.40mを測る。埋土は

である。遺物は土師器・須

恵器の細片が少量出上して

いる。20点 (54～73)を図化

した。73以外は土師器であ

る。54～61は土師器杯 Cで

ある。55が完形品で口径

13.9cm、 器高3.9cmを測る。

62は椀 A。 63～66は杯Aで、

64～66に は内面に放射状暗

文が施文されている。66が

完形品で口径23.2cm、 器高

3.6cmを 測る。67は鉢 Bで

ある。器面調整はb手法で

ある。68は甕Aの細片であ

る。69は肩の張る体部から

直上に短く伸びる直口の口

1 25Y3/1黒褐色細礫混粘質土
2 25Y4/2暗灰黄色粘質土
3 5Y2/1黒色粘土
4 75Y4/1灰色粘土
5 25Y4/1責灰色砂質土

畠
守
協
―
＝
矛

X=-153137

TP+7 80m A

m

第20図  S K319平断面図 (S=1/40)

第 2表 第 3面 上坑 (SK)法量表 (単位m)

遺構名 地  区 形状
全長
(検出長)

幅
(最大)

深 さ 埋 土 備考

S K304 不明

S K306 3A 方形 044 0 11 10YR6/2灰黄褐色砂礫土

S K307 下明 0 23

S K313 4BC 044 0 26

S K314

S K315 4C 0 94 0 37 10YR4/1褐灰色細砂混シルト
25Y4/2暗灰黄色シルト

S K316

S K317

S K318 3A 不整円形 0 75 5Y7/1灰白色砂質上
2,5Y6/2灰 黄色砂質土
うY6/1灰色砂質土
み5Y5/1黄灰色砂質土
75Y4/1灰色砂質土
N6/0灰色砂質土
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

4 57

55

円

10

67

第21図  S K319出 土遺物実測図

縁部が付 く壷Aで、高台は「ハ」の字に開き低い。体部外面調整は横位の密なヘラミガキが多用

されている。約1/2が残存 してお り、口径 12.4cm、 器高13.6cm、 体部最大径 17.7cm、 高台径10,9

cmを測る。70は小形の壼 Bの細片である。71は甕Aと推定され、肩部に舌状の把手が付 く。72は

羽釜片で口縁部から体部上位が残存 している。胎上には角閃石・黒雲母を含む、河内産のもので

ある。鍔はほぼ水平方向に付けられている。73は須恵器杯 Bの蓋である。奈良時代中期を中心と

する平城宮Ⅲに比定される。

溝 (SD)
S D301

lAか ら2A地区にかけて緩やかに弧を描いて南北方向に伸びる小溝で、 S D306・ 309・
318・ 319を 切っている。検出長9.50m、 幅0.25～ 0.40m、 深さ0.12mを測る。埋土は10YR6/2灰

責褐色砂質上の単一層である。遺物は土師器・須恵器の細片が極少量出上しているが、時期を明

確にし得たものはない。

S D302

S D301の 東に隣接 している。南北方向に直線的に伸びる小溝で、 S D308を 切 り、S D303・

309。 318。 319に切られている。埋土は10YR6/2灰 黄褐色砂質上の単一層である。遺物は土師器

の細片が極少量出土しているが、時期を明確にし得たものはない。

多
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S D304(第 22図 )

lA地区で検出し

た。南北方向に伸び

る小溝である。SD
303・ 318に切られて

いる。検出長2.60m、

幅0.40m、 深さ0.04

C三三:::Ξ三■上三二聖■
77

- 
― 78

0                   1ocm

76

第22図  S D304(76・ 77)、 S D305(74・ 75'78)出土遺物実測図

mを測る。埋土は10YR6/2灰黄褐色砂質上である。遺物は奈良時代中期の上師器・須恵器の細片

が少量出土している。 2点 (76・ 77)を 図化 した。76は土師器霊の口縁部の細片である。77は須恵

器杯 Bの蓋である。平城宮Ⅲに比定される。

S D305(第 22図 )

lA・ B地区で検出した。東西方向に伸びる小溝である。検出長2.95m、 幅0.40m、 深さ0,10

mを測る。埋土は10YR6/2灰責褐色砂質土である。遺物は奈良時代中期の上師器・須恵器の細片

が少量出土している。 3点 (74・ 75。 78)を 図化 した。74・ 75は土師器椀Aの細片である。共に口

縁部の細片である。78は須恵器杯 Bの蓋の細片である。平城宮Ⅲに比定される。

S D307

2A地区で検出した。東西方向に伸びる小溝である。検出長2.55m、 幅0.50m、 深さ0.06mを

測る。埋土は10YR6/2灰黄褐色砂質上である。遺物は土師器の細片が極少量出上したが、時期を

明確にし得たものは無い。

S D308

2A地区で検出した。逆「 L」 字状に伸びる小溝で、 S D302。 309に切られている。検出部分
で東西長2.65m、 南北長0,78m、 深さ0.03mを測る。埋土は10YR6/2灰責褐色砂質土である。遺

物は土師器・須恵器の細片が出土したが、時期を明確にし得たものは無い。

S D309

2A地区で検出した。南東―北西に伸びる小溝で、S D302。 308を 切 り、S D3011こ切 られて
いる。検出長5,30m、 幅0.35m、 深さ0.07mを測る。埋土は10YR2/2黒褐色砂質上である。遺物

は土師器の細片が極少量出土している。

S D311

2A地区で検出した。東西方向に直線的に伸びる小溝である。検出長3.35m、 幅0.45m、 深さ

0.04mを測る。埋土は10YR6/2灰 責褐色砂質上である。遺物は土師器片が極少量出土しているが、

時期を明確にし得たものは無い。

S D313

3B地区で検出した。南北方向に伸びる小溝で、南部は建物の基礎で削平を受けている。検出

部長0.68m、 幅0.59m、 深さ0.02mを測る。埋土は10YR6/2灰責褐色砂質上である。遺物は土師

器片が極少量出上しているが、時期を明確にし得たものは無い。

S D314(第 23・ 24図、図版―八 )

1,2BC地 区で検出した。南北方向に伸びる溝で北部は撹乱、南部はS D315に切られている。

検出長8.60m、 幅3.30m、 深さ0.31mを測る。埋土は10YR6/2灰黄褐色砂質上である。遺物は奈
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

良時代後半に比定される土師器・須恵器の細片が少量出上している。 4点 (79～82)を 図化した。

79は土師器甕Aの細片である。80は土師器杯 A。 81は土師器椀 A。 82は須恵器杯 Bの底部である。

遺構の帰属時期は奈良時代後半である。

S D315(第 23・ 24図 )

調査区東部の 1'2C地 区で検出した。 S D314を切る。約 3m程度の幅を持ち、南北方向に
伸びるもので、北端で西に屈曲した後、溝幅を減 じている。検出部分で東西長2.60m、 南北長

14.50m、 深さ0.30mを測る。埋土は10Y4/2オ リーブ灰色粘土質シルトである。遺物は平安時代

後期に比定される土師器・須恵器・瓦器等が少量出上している。 9点 (83～ 91)を 図化した。83は

小形甕の細片である。84～87は土師器小皿である。84・ 85は 「て」の字状口縁を呈する。84が完

形品で口径9.6cm、 器高1.6cmを 測る。86は 口縁端部が小さく肥厚する。87は椀状を呈する。88は

土師器で器壁が厚いもので、器種については電ないしは甕の口縁部等が考えられる。89～91は瓦

器椀である。 3点とも和泉型に分類されるもので、89。 90が体部細片。91が底部で断面三角形を

呈する貼 り付け高台である。尾上編年の (12世紀末)|こ比定される。遺構の帰属時期は12世紀末が

推定される。

S D316

3AB地 区で検出した。南北方向に伸びるもので、北端で S D317に合流しているほか、溝底
にS P 333が存在 している。検出長3.60m、 幅1.25m、 深さ0.14mを 測る。埋土は5Y3/1オ リー

ブ黒色細砂～小礫である。遺物は土師器・須恵器等の細片が小量出土している。出土遺物から遺

構帰属時期は古墳時代中期が推定される。

4

＼`

三ヽ三三三三三三三二三二三l________ど lll!li2 0

第23図  S D314(79～ 82)、 S D315(33～ 91)出土遺物実測図

S D317(第 25図 )

調査区北西部の3AB地 区で検出した。一部で S E303に切られている。東西方向に伸びるも
のであるが、北肩は調査区外に至るため詳細は不明である。検出長10.00m、 幅0.62m、 深さ0.15

mを測る。埋土は7.5YR4/2灰褐色小礫混砂質上である。遺物は古墳時代中期前半に比定される

土師器・須恵器の細片が少量出上している。 1点 (92)を 図化した。92は須恵器壷の口顎部である。

大形品で口縁端部外面よりやや下に凸帯が廻る他、口縁部外面に黒色の釉が施釉されている。初

期須恵器の範疇のものである。遺構の帰属時期は古墳時代中期前半である。

S D318(第 25図 )

調査区南西部の lA地区で検出した。東西方向に伸びる小溝である。検出長4.15m、 幅050m、
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第24図  S D314、 S D315平断面図(S=1/80)
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)
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第25図  S D317、 S D318出土遺物実測図

深さ0.09mを測る。埋土は7.5YR4/2灰褐色小礫混砂質上である。遺物は奈良時代に比定される

土師器・須恵器の細片が極少量出上している。 6点 (93～98)を 図化した。いずれも細片が中心で

ある。93'94は土師器椀A。 95は杯Aである。96は土師器羽釜の鍔部分。97・ 98は共に須恵器杯

Bの底部付近の細片である。帰属時期は奈良時代後半が推定される。

/1ヽヶ太(SP)
S P301´-339

総数で39個 (S P301～ 339)を検出した。既往

建物の基礎構築時の掘削が第 3面 におよぶた

め、分布範囲については不明な点があるが、概

ね調査区中央部より西に偏在する傾向が認めら

れた。平面の形状では、円形・楕円形・不整円

形がある。規模は径0.08～ 0。 72m、 深さ0.05～

0.48mを測る。そのうち柱痕を検出したものは

S P306で ある。遺物は S P302～ 306。 308・

309。 311´-320,323・ 325'326・ 331 ・332・

335。 336・ 339か ら古墳時代前期から平安時代

後半に比定される土師器・須恵器・黒色土器・

屋瓦等が出上している。法量等の詳細は第4表

に示した。

第 3表 第 3面 清 (SD)法量表 (単位m)

遺構名 地  区
全長
(検出長)

幅
(最大)

深 さ 埋土 備考

S D303 lA 0 35 緑黒色小礫混砂質土

S D306 2A 褐黄色砂質土

S D310

S D312 2・ 3B 017

写真2 第3面 調査区西部遺構検出状況 (南から)
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第 4表 第3面 小穴(SP)法量表 (単位m)

遺構名 地 区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P301 lA 円形 028 25Y5/1黄灰色砂質土
25Y5/3黄褐色砂質土

S P302 25Y5/1黄灰色砂質土
5Y5/2灰 オリーブ色砂質土

土師器

S P303 021 5Y5/4オ リーブ色砂質土
5Y5/1灰色砂質土

土師器

S P304 2A 045 5Y5/1灰色砂質土
75Y5/1灰色砂質土

土師器

S P305 005 5Y5/1灰色砂質上 土師器

S P306 5Y5/1灰色砂質土
75Y5/1灰色砂質土
25Y5/1黄灰色砂質土

土師器

S P307 028 025

S P308 3A 楕円形 022 015 5Y6/2灰 オリーブ色砂質土 土師器

S P309 不明 048 5Y3/1オ リーブ黒色砂質土
10YR3/1黒褐色砂質土
25Y5/3黄褐色砂質土
5Y3/2オ リーブ黒色粘質土

土師器・平瓦

S P310 5Y3/1オ リーブ黒色砂質土
5Y4/2灰オリーブ色粘質土

S P311 lB 楕円形 25Y3/2オ リーブ黒色砂質土
25Y3/1オ リーブ黒色粘質土
5Y3/2オ リーブ黒色小礫混粘土

土師器

S P312 不整円形 029 25Y3/1オ リーブ黒色粘質土
25Y3/1オ リーブ黒色粘土
5Y4/1灰色粘土

土師器

S P313 不明 057 055 5Y3/2オ リーブ黒色砂質土 土師器

S P314 円形 75Y3/2オ リーブ黒色粘質土
75Y4/1灰色粘質土
75Y4/1灰色粘土

土師器・須恵器

S P315 022 037 5Y3/2オ リーブ黒色粘質土
75Y4/1灰色粘土

土師器

S P316 不明 072 5Y4/2灰オリーブ色砂質土
25Y4/2灰オリーブ色粘質土

土師器

S P317 円形 047 026 5Y4/2灰オリーブ色砂質土
5Y4/2灰オリープ色砂質土
25Y4/3暗オリーブ色粘質土

土師器

S P318 034 033 25Y3/2オ リーブ黒色粘質土 土師器

S P319 2B 028 25Y3/2オ リーブ黒色粘質土 土師器

S P320 lCD 029 10Y4/2オ リーブ灰色粘質土 土師器・黒色土器

5Y4氾灰オリーブ色粘質土

S P321 3A 035 022 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土

S P322 044 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土

S P323 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土
75YR4/4にぶい赤褐色粘質土

土師器

S P324 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土

S P325 3B 円形 023 5Y3/2オ リーブ黒色細～中粒砂 土師器

S P326 楕円形 25Y4/3暗オリーブ色砂質土

S P327 円形 025 5Y3/ オリーブ黒色粘質土

S P328 016 5Y3/ オリーブ黒色粘質土

S P329 不明 5Y3/
5Y3/
オリーブ黒色粘土
オリーブ黒色微～細砂混粘土

S P330 005

S P331 023 5Y3/1オ リーブ黒色微～細砂混粘土 土師器
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P332 3B 不明 024 5Y3/1オ リーブ黒色微～細砂混粘土 土師器

S P333 不整円形 023 10YR3/2黒褐色粘質土

S P334 円形 023 2.5Y4/2暗灰黄色粘質土

S P335 0,52 048 027 土師器・須恵器・瓦

S P386 028 021 土師器

S P337 022

S P338 028 024

S P339 不定形 5B4/1暗青灰色粘質土
10GY2/1緑 黒色粘土

土師器

土器集積 (SW)

S W301(写真 3、 第26図、図版―八 。一九)

調査区北部の4B地区で検出した。東西約0.5
m、 南北約0.75mに広がる土器集積である。古墳

時代中期前半を中心とする土師器 。須恵器を中心

としている。 3点 (99～ 101)を 図化した。99は口

顎部を欠くが、土師器直口壷と推定される。精製

品で色調は明橙色である。100は土師器の有稜高

杯である。図上で完形に復元される。大形の杯部

を持つもので、口径26.5cm、 杯部高6.5cm、 器高

14.9cmを測る。杯部の内外面は横位のヘラミガキ。

脚部外面には縦位のヘラミガキが施されている。

色調は黄橙色である。

101は須恵器甕である。

口顎部は完存 してお

り、口径24.8cmを測る。

口縁端部端面に凹線が

廻る他、口縁端部外面

より1.Ocm下部に凸帯

が廻る。体部外面に縦

方向のタタキが施され

ている。焼成は良好で

ある。田辺編年のTK
216型式(5世紀前半)

に比定される。土器集

積の帰属時期は古墳時

代中期前半である。

Ocm

第26図  S W301出 土遺物実測図

写真 3 S W301検出状況 (東から)
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第 4面 (第27図、図版七)

第 6層上面(T.P.+7.6～ 7.9m)を調査対象面とした。弥生時代後期末から平安時代後期に比定

される竪穴住居 3棟 (S1401～ 403)、 掘立柱建物 3棟 (S B401～ 403)、 井戸 2基 (S E401・

402)、 土坑34基 (S K401～ 434)、 溝14条 (S D401～ 414)、 小穴165個 (S P 401～ 4165)、 土器集積

2箇所 (S W401・ 402)を検出した。

竪穴住居(SI)

S1401(第 28。 29図、図版八)

調査区西部の2A地区で検出した。上面形状が隅丸方形を呈する小型の竪穴住居である。規模
は東西幅2.7～2.8m、 南北幅2.7mで検出面から床面まで0.05～ 0.15mを測る。主軸はN30° E

である。床面積約7.4∬を測る。建物内に11個の小穴が存在しており、その内のPl～ 4が主柱

穴と推定されるが、いずれも浅く柱根や柱痕は認められない。周溝は壁面に沿って廻っており、

※
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第27図 第 4面平面図(S=1/300)
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TP

102は V様式甕の口縁部片である。103は底部が「ハ」の字に開

く小形鉢の底部片。S1401の北部で多量の弥生時代後期末か

ら古墳時代初頭前半の遺物が出土したS D403があり、この流

路方向と建物の主軸方向に共通点がある。遺構の帰属時期は弥

生時代末から古墳時代初頭前半 (庄内式古相)が考えられる。

S1402(第 30。 31図、図版八)               第29図 S1401出土遺物実測図

調査区中央南端の lBoC地 区で検出した。南端が調査区外に至るため全容は不明であるが検

稔
奉
、

「
も

＋
目
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／
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Ⅲ 小阪合遺跡第35久調査 (K S96-35)

/゛
ヾ

 |  |

出 1∝    
晰

創

＼
∞

、 Ｅ
３

お
＋

ｄ

ド

1 暗茶褐色シル ト
2 明褐色微砂混粘質土

TP+800m

TP+800m

とF「下下T~~~~4-―――_____―fm
第28図  S1401平断面図(S=1/40)

幅0,15～ 0.35m、 深さ0,05～0.10mで 、明褐色微砂混粘質土が堆積 していた。炉跡は中央部付近

に存在 しており径0.20m程度で深さ0.05mを測る。内部の中央部を中心に炭が堆積していた。住

居内の埋土は暗茶褐色シル トである。遺物は弥生時代後期末から古墳時代初頭前半 (庄内式古相 )

に比定される弥生土器・古式上師器の細片が極少量出上している。 2点 (102・ 103)を 図化 した。
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第30図  S i402平断面図(S=1/80)

出部分から、大形の竪穴住居で、建て替えが行われていた可能性が推定される。形状は隅丸方形

を呈するものと推定される。規模は検出部分で東西幅8.63m、 南北幅5.80mで検出面から床面ま

で0.35mを測る。主軸はNl° Wである。建物内に数多くの小穴が存在しており、建物に帰属す

るものの唆別は困難であるが、その内の S P 490・ 493・ 497・ 499が主柱穴と推定される。炉跡は

確認していない。住居内の埋土は10YR4/1褐灰色シルト混粘質上である。遺物は古式上師器片が

極少量出上している。 3点 (104～ 106)を 図化した。104は布留式傾向甕 (甕 E)の 口縁部である。

105は大形壷の体部片である。体部外面上位に直線文・波状文・竹管文が施文されている。庄内

式古相のものと推定され

る。106は壷底部の細片で

ある。色調は白灰色である。

非生駒西麓産。新旧の遺物

が混在 しているが104の遺

物からみて遺構の帰属時期

は古墳時代前期前半 (布留

式古相)が推定される。 105

1402出土遺物実測図
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)
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十

1 茶褐色ンル ト
2 明褐色ンル ト
3 灰色粘土
4 明褐色砂質シル ト
5 灰色炭層 (炉跡)

第32図

億_すす下~~~4~_____一一当
m

S1403平断面図 (S=1/40)
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S1403(第32・ 38図、図版九)
2C地区で検出した。 S1402の北に隣接している。 4本柱で中央

部に炉を持つ隅丸方形の竪穴住居である。主軸方向がほぼ座標北に向

く。規模は東西幅3.86m、 南北幅4.04mで検出面から床面まで0,27m

を測る。床面積8,96∬ を測る。周溝は無く、北東部から南東部にかけ

て拡張の際に生じたテラス状を呈する部分がある。床面ないし壁面に

かけて8個 (Pl～ 8)の柱穴があり、そのうちのPl～ 4が主柱穴で

ある。炉跡は床面中央部よりやや北側に設けられており、東西方向に

長い楕円形を呈する。規模は東西径0.53m、 南北径0.86m、 深さ0.24

mで内部は灰で充填されていた。また、炉が構築されている2層上面

が遺構機能時の床面、以下が加工時の堆積と推定される。遺物は古墳

時代前期前半 (布留式古相)に比定される古式土師器が少量出上している。 2点 (107・ 108)を図化

した。107は精製品の小形鉢 (鉢 Gl)である。約1/2が残存しており、口径ll.8cm、器高6.5cmを 測る。

108は椀形の杯部を有する高杯 (高杯 C)で脚部の上位以下を欠く。杯部は完存しており、外面の

器面調整は横位のヘラミガキで内面は横位の密なヘラミガキの後、放射状ヘラミガキが行われて

いる。遺構の帰属時期は古墳時代前期前半 (布留式古相)であるため、S i402と 同時期に存在し

ていたようである。

0          1oOn

第33図  S1403出 土遺物

実測図

TP+780m

掘立柱建物(SB)
S B 401(第 34図、図版九)

調査区北西部の 2。 3AB地区
で検出した。北端は削平されてお

り全容は不明である。検出部分で

は東西 3間 (4.3m)、南北 3間 (5,8

m)を測る。桁行 (南北)方向の柱

間が約1.9m、 梁間(東西)方向の

柱間が1.5m前後であるが、東端

の柱間幅が1,25m前後を測るため

この部分が庇であると推定され

る。棟筋の柱穴は床束の跡と推定

されるため、東庇を持つ床張の南

北棟建物が想定できる。主軸方向

はN5° Wで検出部分の床面積は

約24.9ど を測る。柱穴の掘方形状

は円形ないしは楕円形で、西端の

南北ラインの柱穴がやや大きい傾

向がある。その内、礎板を検出し

たものが S P 426・ 428、 根石を検
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市 側m
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第34図  S B 401平 断面図(S=1/80)
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出したものが S P454である。他にも

柱穴が多く存在しており、重複する建

物があった可能性があると思われる。

周辺遺構との関連から、遺構の帰属時

期は古墳時代前期後半 (布留式新相)が

推定される。

S B402(第 35図、図版一〇)

S B 401の南東部で検出した。東西

3間 (3.5m)、 南北 3間 (5,Om)を測る

南北棟建物である。桁行 (南北)方向の

柱間が約1.6m、 梁間(東西)方向の柱

間1.2mを 測る。主軸方向はN4° W
で床面積は10.5ゴを測る。柱穴の掘方

形状は円形ないしは隅丸方形で不揃い

である。なおS P4111と S P4115の 中

間付近に柱痕を検出したS P4121が存

在しており、建物内を仕切るためのも

のであった可能性がある。なお、南西

隅にあたるS P4112が古墳時代前期後

半 (布留式新相)の遺物が出上したSK
411を切ることから構築時期はそれ以

降が想定される。

S B 403(第36図、図版一〇)

S B402の南に位置する。S1402を

切っている。東西 3間 (3.5m)、 南北

3間 (4.2m)を 測る。桁行 (南北)方向

の柱間が約2.Om、 梁間 (東西)方向の

柱間が1.4～ 1.5mであるが、東端の柱

間幅が1.2m前後を測るため、東庇を

持つ南北棟建物が想定できる。主軸方

向はN4° Wで床面積は14,7ど を測
る。柱穴の掘方形状は円形ないしは楕

円形である。そのうち、礎板を検出し

たものがS P466。 475、 根石を検出し

たものが S P469で ある。構築時期に

ついては、主軸方向や柱間の数値が共

通する S B401と 同時期の古墳時代前 TP+780m彰易蒻勿蒻蒻易功勿物″蒻勿蒻杉易蒻/  2m
昔Hぢ乏 立 /ツ■ よコ ート ↓こ工LIヽ ユ゛れ牛 ― ‐  ュハ ヮ

第35図  S B402平断面図(S=1/80)

第36図  S B403平断面図 (S=1/80)
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井戸(SE)
S E401(第37図 )

3A地区で検出した。不整円形を呈するもので。東西径0,73m、 南北径0。 71m、 深さ0.46mを

測る。埋土は2層から成る。遺物は古式上師器類が極少量出上している。全て細片化しており、

判然としない点があるが、概ね古墳時代前期後半 (布留式新相)を 中心とするものと推定される。

S E402(第38～40図、図版一―・一九・三〇)

2B地区で検出した。東部が撹乱により削平を受けている。不整円形を呈するものと推定され、

検出部分で東西幅1.26m、 南北幅1.63m、 深さ0.84mを測る。埋土は3層で、最下層からは木材

片が多量に出土している。土器類についても最下層部分を中心に古墳時代前期後半 (布留式新相)

に比定される古式上師器類が多数出土しており、完形品を含む比較的良好な状態のものが含まれ

ている。古式上師器31点 (109～ 139)を 図化した。109,110は 小形丸底壺である。109は 口頸部を

欠く。やや雑な作 りのもので、体部の大半はヘラケズリの後、乱方向のハケメが施されている。

110がほぼ完形で口径9.15cm、 器高10.Ocm、 体部最大径10.35cmを測る。体部最大径が口径を凌駕

する精製の小形壺で、(小形壷B5)に 分類される。焼成は良好で赤褐色を呈する。112～ 1241よ布

留式奏である。形式的には、布留式甕 (甕 F2)に分類される。全容が知り得た121～ 124で は、体

部が球形の121～ 123と 長胴形の124がある。体部外面の器面調整はハケが多用されている。121の

体部外面の上位には、ヘラ先による3つの刺突文が施されている。体部内面は屈曲部のやや下方

にヘラケズリが及んでおり、体部中位から底部にかけて指頭圧痕が残る。胎上については、非生

駒西麓産を使用するのが大半を占めるが、118。 122・ 1241こついては角閃石を含む生駒西麓産の

胎上が使用されている。125は 口縁部下半に稜を持つもので、山陰系のものである。111・ 126は

口縁端部が直口を呈するもので、 5世紀代の長胴甕の祖形となる(甕 G)に分類される。126は完

形品で口径15.5cm、 器高22,7cm、 体部最大径22.5cmを測る。高杯は12点 (127～ 138)である。杯部

ｇ
喜

お
Ｐ

Ｉ

＝

ｘ

A~

A~Y=-35366

TP+8 00m A

1 茶褐色砂質上
2 茶掲色粘質土

第37図  S E 401平 断面図(S=1/40)

TP+850m

10YR3/1黒 褐色細礫混粘質土 (炭 ,土器片を含む)
N2/0黒色細粒砂～細礫混粘質土 (炭・土器片を含む)
5BG4/1暗 青灰色粘土 (木製品・自然木が多量出土〕

第38図  S E402平断面図(S=1/40)

>√ Y=-35352
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Ⅲ 小阪合遺跡第35久調査 (K S96-35)

111

S E 402出土遺物実測-1
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第40図  S E402出 土遺物実測-2

が残存している127～ 131の内、127～ 129は丸味を持つ稜部分から口縁部が斜上方に伸びるもので、

口縁部付近で外反する形態 (高杯A6)に分類される。127の杯部外面には縦方向のハケ調整が行

われている。130は杯部が浅く稜がない(高杯 A7)である。131は 明瞭な稜を有する大形の有稜高

杯 (高杯A9)に あたる。杯部内外面は縦方向のヘラミガキ、杯部外面はハケ調整が行われている。

132～ 138は脚部片である。133・ 135が精製品で横位に密なヘラミガキが行われている。1391よ用

途不明の石製品である。鍵穴状の形状を呈する。自然石を利用しているが、突起部分の屈曲部外

側 (掲載図面の右の屈曲部)については、削る加工が行われている。法量は全長4.2cm、 幅1.lcm、

突出部長1.6cm、 突出部幅0,95cmを 測る。石材は砂岩である。遺物は布留Ⅳ期に比定される。遺

構の帰属時期は古墳時代前期後半 (布留式新相)である。

土坑(SK)
S K401(第42図 )

調査区南西隅の lA地区で検出した。中央部より南部が調査区外に至るため全容は不明である。

検出部分で東西幅1.12m、 南北幅0.82m、 深さ0.08mを 測る。埋土はシルトを主体とする2層か

ら成る。遺物は土師器の細片が極少量出上しているが、時期を明確にし得たものはない。

S K402(第41・ 42図、図版一二・二〇)

調査区南西隅の lA地区で検出した。隅丸方形を呈するもので、東西幅1,3m、 南】ヒ幅1,31m、

深さ1.13mを測る。埋土は粘土質シルト～シルトを主体とする8層から成る。出土遺物は古墳時

代前期後半 (布留式新相)を 中心とする古式上師器が多量出土している。古式上師器22点 (140～

161)を図化した。140～ 145は小形丸底壷 1/Jヽ形壷 B5)である。145以外は底部を欠く資料である。

体部最大径が口径を凌駕する精製および粗製の小形壼で、体部外面にはハケ調整が行われている。

146～ 1521よ布留式甕である。146・ 147が (甕 F2)、 148～ 152が (甕 F3)に あたる。1531よ口縁端部

が外傾し小端面を持つもので甕 (奏 G)に分類される。154～ 160は高杯である。杯部が残る154～

157では、稜が明瞭な154がやや古い形態を示すが、他は杯部が半球形を呈するもので、口縁端部
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

153

∝m

第41図  S K402出 土遺物実測図

付近で強く外反して終わる形態を持つ (高杯 A7)に分類される。158～ 160は脚部である。161は鼓

形器台 (器台 C2)である。古墳時代前期後半の布留Ⅳ期にあたる。

S K403(第42図 )

S K402の北に隣接 している。東西方向に長い楕円形を呈するもので、東西径1.lm、南北径0.66

m、 深さ0.27mを測る。埋土は粘土を主体とする 2層から成る。遺物は古式上師器の細片が極少

量出上している。遺構の帰属時期は古墳時代前期 (布留式期)の ものであるが時期は限定できない。

S K404(第 42図 )

1・ 2A地区で検出した。不整円形を呈するもので、東西径0.8m、 南北径0.9m、 深さ0.45m
を測る。埋土は 6層から成る。遺物は土師器片が極少量出上しているが、細片のため時期は不明

である。

S K406(第 42・ 43図 )

調査区西端の2A地区で検出した。西部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で
東西長0.21m、 南北長0.65m、 深さ0.12mを測る。埋土は2層から成る。遺物は弥生土器・土師
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

器・須恵器の細片が少量出土している。 1

点 (162)を 図化 した。162は V様式萎の口縁

部から体部上半の細片で、体部タト面に右上

がりのやや太い単位のタタキが施されてい

る。図化した遺物は弥生時代後期のもので

あるが、そのほかに古墳時代中期の遺物が

出土していることから、遺構の帰属時期は

古墳時代中期が推定される。

S K407(第 42・ 43図、図版一二)

S K406の北に隣接 している。S K406と 同様、

西部が調査区外に至るため全容は不明である。

検出部分で東西幅0.68m、 南北幅1.3m、 深さ0.2

mを測る。埋土は3層から成る。遺物は弥生時

代後期から古墳時代前期に比定される弥生土

器・古式上師器が少量出土している。 1点 (163)

を図化 した。163は V様式甕の口縁部から体部
上位の細片である。遺構の帰属時期は古墳時代

初頭である。

S K408(第 44・ 45図、図版一二・三―)

lB地区で検出した。不整円形を呈するもの
で、東西径1.34m、 南北径1.61m、 深さ0.65m

を測る。断面形状は逆台形で、埋土は11層から

成る。出土遺物は5層を中心に古墳時代前期前

半 (布留式首相)に比定される古式上師器が少量

出土している。古式上師器11点 (166～ 176)を 図

化 した。166は小形九底壷 (小形壷 B3)で ある。

口径 10,9cm、 器高6.9cm、 冬部最大径7.6cmを測

る。167も 体部を欠くが166と 同様小形丸底壼と

推 定 され る。168～ 171は 甕 の細 片 で あ る。

168・ 169が庄内式甕。1701よ不明。171は その形

状や体部外面にハケを多用することから布留式

第43図  S K406(162)、 S K407

165)出土遺物実測図

ノ下ぺざ
(163)、  S K412(164・

X=-153166

A´
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茶褐色微砂～砂質シル トと茶掲色粘上の互層
灰色粘土

茶褐色シル トと明褐色～灰色粘土質ンル トの互層
明褐色粘土質シル トと灰色粘上の互層
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第44図  S K408平断面図(S=1/40)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０
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影響の庄内式甕である(奏 D)に分類される。173～ 175は精製の高杯の(高杯A4)にあたる。173・

174が杯部、175は裾部の破片である。176は鼓形器台 (器台 C2)の脚部である。古墳時代前期前

半の布留Ⅱ期に比定される。

S K409(第 42・ 46図、図版一三・三―)

2B地区で検出した。不整円形を呈するもので、東西径0.88m、 南北径0.75m、 深さ0,60mを
測る。埋土は粘土質シルト～粘土の3層から成る。遺物は平安時代後期に比定される土師器・瓦

器が少量出土している。 9点 (177～ 185)を 図化した。177は土師熊ヽ 皿で復元口径10.5cm。 178は

Ξ
守
協
―
＝
＞
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第45図  S K408出 土遺物実測図

第46図  S K409出 土遺物実測図

土師器中皿で口径15,Ocm、 器高3.3cmを測る。179～ 182は瓦器椀である。179～ 181は和泉型瓦器

椀である。体部が深目で重厚な高台が付 く瓦器椀で、和泉型瓦器椀の最古形式にあたる。法量は

179が口径16.5cm、 器高5.9cm、 高台径7.4cm、 高台高0.9cm。 180が口径15。 9cm、 器高6.Ocm、 高台

径7.9cm、 高台高1.Ocmを測る。尾上編年の I-2期 (11世紀末)イこ比定される。1821よ 口縁部端部
内面に沈線が廻る大和型の瓦器椀である。体部内面にレコード状ヘラミガキ、見込みに渦巻き状
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)
ヘラミガキが施されている。川越編年の I― C型式 (11世紀末)に比定される。183・ 184は土師器

羽釜である。森島編年の河内産A型式 (11世紀末)に比定される。185は土師器甕である。遺構の

帰属時期は平安時代後半 (11世紀末)である。出土遺物からみて本来の構築面は第 3層上面が推定

される。

S K410(第 42図 )

2B地区で検出した。 S P4106を切っている。隅丸の長方形を呈するもので、東西幅1,4m、

南北幅1.lm、深さ0.18mを測る。埋土は粘土質シルト～シルトの 2層から成る。遺物は弥生土器。

古式土師器が出土している。遺構の帰属時期は古墳時代初頭 (庄内式期)である。

S K411(第 47・ 48図、図版一三 。三二)

2B地区で検出した。西端がS P4112に切られている。不整円形を呈するもので東西径0.92m、

南北径1.22m、 深さ0.37mを測る。埋土は5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルトの単一層である。遺

物は古墳時代前期後半 (布留式新相)イこ比定される古式土師器が少量出上している。 7点 (186～

192)を 図化した。186は口縁部が内傾する以外は布留式甕の属性を備えている。187は布留式奏で

(奏 F3)に分類される。粗製品で胎土中にO.1～ 4 mm大の長石粒が多量に出上している。188は直

回の口縁端部を有する(甕 G)である。189は小形丸底壷である。口頸部を欠く。190～ 192は高杯

である。杯部が椀形を呈し、口縁部付近で小さく外反する190が (高杯 A7)、 191が (高杯 A6)、

明瞭な稜を有する192が (高杯A9)に分類される。古墳時代前期後半 (布留式新相)の布留Ⅳ期に

あたる。

S K412(第 43・ 48図、図版ニー)

2B地区で検出した。東西方向に長い楕円形を呈するもので、東西径0.85m、 南北径0.65m、

深さ0.47mを測る。埋土は3層から成る。遺物は弥生土器が少量出上している。 2点 (164・ 165)

を図化した。164は 月ヽ形壺である。口顎部を欠くが以下は完存している。165は高杯の脚部である。

脚部上位から「ハ」の字に裾部が開く形状で小形の高杯のものと推定される。スカシ孔は三方に

穿たれている。時期は弥生時代後期末が推定される。

Oom

第47図  S K411出土遺物実測図
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第48図  S K411、 S K412、 S K416～ 418、 S K420平断面図(S=1/40)

S K416(第 48図 )

lC地区で検出した。東部は撹乱を受けている。検出部分で東西幅0.33m、 南北幅1.05m、 深
さ0。 18mを測る。埋土は粘質土を主体とする2層から成る。遺物は古式土師器の細片が極少量出

土しているが、時期を明確にしたものはない。

S K417(第 48図 )

lC地区で検出した。方形を呈するもので、南部で S D410を切つている。東西幅1.08m、 南

北幅1.lm、 深さ0.20mを測る。埋土は灰色粘質シル トの単一層である。遺物は弥生土器の細片

が極少量出上している。遺構の帰属時期は弥生時代後期が推定される。
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Ⅱ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

S K418(第 48図 )

S K421の南に隣接 している。楕円形を呈するもので、南部は撹乱により上部が削平を受けて

いる。検出部分で東西径0.68m、 南北径0.95m、 深さ0.55mを測る。埋土は4層から成る。遺物

は土師器・須恵器の細片が極少量出土したが、時期を明確にし得たものはない。

S K420(第 48・ 51図、図版一三・三二 )

1・ 2C地区で検出した。不整楕円形を呈するもので、東西径0.72m、 南北径0.89m、 深さ0.47
mを測る。埋土は 3層が堆積している。遺物は 2層から古墳時代前期後半 (布留式新相 )に比定さ

れる古式上師器が少量出土している。 2点 (193・ 194)を 図化した。193は完形品の複合口縁壼 (複

合口縁壷 E2)で ある。全体に丁寧な作 りで、口縁部から体部にかけて化粧上が塗布されている。

球形の体部に二段に屈曲して口縁部が直線的に伸びる。口径 10 5cm、 器高21.4cm、 体部最大径

20.4cmを 測 る。194は 布留

式甕の体部上半以下が残存

している。布留Ⅳ期。遺構

の帰属時期は古墳時代前期

後半 (布留式新相)に比定さ

れる。

S K421(第 49・ 51図、

図版一四 。三二)

2C地区で検出した。 S
K422を 切 りS P4146に 切

られている。楕円形を呈す

る もので、東西径2.5m、

南北径303m、 深さ0,48m

を測る。断面形状は半円形

である。埋土は後の遺構埋

土である 5。 6層を除けば

4層 (1～ 4層 )か ら成る。

出土遺物は弥生土器・須恵

器が少量出土している。 5

点 (195～ 199)を 図化 した。

195。 196は V様式甕である。

195が口縁部片、196が底部

片である。 1971ま 中形鉢で

ある。1/2が残存 している。

口径23 2cm、 器高10.Ocm、

底径3.7cmを 測る。底部は

小さく突出する平底で裏面

は ドーナツ底である。198
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4 明褐～灰色微砂～シル ト
5 灰褐色シル ト
6 灰色粘土

第49図  S K421、 S K422平断面図 (S=1/40)
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Ⅱ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

は高杯の脚部である。199は 5世紀代の須恵器遮である。

S K422(第 49図 )

2C地区で検出した。S K4211こ より上部が切られている。東西方向に長い楕円形で、東西径0.6
m、 南北径0.4m、 深さ0.2mを測る。埋土は灰色粘土の単一層である。遺物は古墳時代前期後半

(布留式新相)に比定される古式土師器が少量出上している。 1点 (200)を 図化した。200は口縁部

が「く」の字に屈曲する大形甕である。口径18,7cmを測る。甕Gに分類されるもので、古墳時代

前期後半の布留Ⅳ期に比定される。

S K423(第 50図 )

2C・ D地区で検出した。不定形を呈するもので、長辺3.29m、 短辺1.84mを 測る。底部は水

平で、深さは浅く0。 15m前後を測る。埋土は3層から成る。遺物は古式上師器 。石材等の細片が

少量出土したが、時期を明確にし得たものはない。

S K424(第 50図 )

S1403の西に隣接している。南北方向に長い楕円形を呈するもので、東西径0.5m、南北径0.78

m、 深さ0,74mを測る。埋土は5層から成る。遺物は古墳時代前期後半 (布留式新本目)に比定され

る古式上師器が少量出上している。

S K425(第 50図 )

S1403の北に隣接している。隅九の長方形を呈するもので、東西幅1,05m、 南北幅2.35m、

深さ0.16mを測る。埋土は粘土を主体とする2層から成る。遺物は古墳時代前期前半 (布留式古相)

に比定される布留式甕が少量出土している。

S K426(第 50・ 51図、図版一四)

2C地区で検出した。不整円形を呈するもので、東西径1.26m、 南北径124m、 深さ0,37mを

測る。埋土は2層から成る。出土遺物は古式上師器の細片が少量出上している。12点 (201～ 212)

を図化した。201・ 202は小形丸底壼である。201が体部、202が口縁部を欠く。203は大形の二重

口縁壷である。頸部以下を欠く。204は大形の直口壺の口縁部である。205は大形の複合口縁壼 (複

合口縁壼 El)で口縁部を欠く。東部四国系と推定される。口頸部内面に黒色顔料が塗布されて

いる。206は小形の鉢である。207は大形鉢の口縁部である。山陰系である。208。 209は布留式甕

(甕 F2)の 口縁部である。210,2111よ 高杯の脚部。2121よ手焙形土器の覆部片である。覆部端面に

粘土紐を弧状に2本巡らしている。東海系の手焙形土器である。古墳時代前期後半 (布留式新相)

に比定される。

S K427(第 50図 )

2C地区で検出した。不整円形を呈するもので、東西径0.8m、 南北径0.82m、 深さ0.48mを
測る。埋土は3層から成る。遺物は古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される布留式甕の細片

が極少量出上している。

S K428(第 52・ 54図、図版一四・三二 。二三)

3C地区で検出した。不整円形を呈するもので東西径1.01m、 南北径0.96m、 深さ0.50mを測
る。埋土は3層から成る。遺物は3層から古墳時代前期後半 (布留式新相)|こ比定される古式上師

器が極少量出土 している。 5点 (213～ 217)を 図化 した。213・ 214は布留式奏 (甕 F3)である。

214が完形品で、口径15,Ocm、 器高24.9cm、 体部最大径23,7cmを 測る。体部内面は上位から中位
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第51.図  S K420(193・ 194)、

-114-



にかけて右上がりの

ヘラケズリ、以下は

指頭圧痕が残る。体

部外面は上位が右上

がりのハケ、以下は

縦方向、底部は左上

が りのハケを施す。

体部外面上位にヘラ

先による圧痕が認め

られる。215は /Jヽ 形

九底壷 (小形壺 B4)

である。色調は褐灰

色で、実容鏡で角閃

石の含有が認められ

る生駒西麓産であ

る。216・ 217イよ高杯

である。216は ほ tr

完形品である。口径

16.5cm、器高13.Ocm、

裾径11,4cmを 測 る。

杯部に稜が認められ

ないタイプで、杯部

外面にハケ調整が放

射状 に行 われてい

る。 (高杯 A7)に分

類 される。217は 脚

部片である。古墳時

代前期後半 (布留式

新相)1こ比定される。

＼
も も(む

Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

∝m

第52図  S K428出 土遺物実測図

第53図  S K429出 土遺物実測図

S K429(第 53・ 54図、図版一五・三三)

3C地区で検出した。南部は側溝掘削時に削平を受けているが、概ね不整の円形を呈するもの
と推定される。検出部分で東西径1.20m、 南北径1.09m、 深さ0.57mを測る。埋土は3層から成

る。遺物は3層から古墳時代前期前半 (布留式古相)に比定される古式上師器が少量出上している。

古式土師器 4ザ点(218～ 221)を図化した。218・ 2191ま庄内式甕である。219は完形品で口径16.8cm、

器高20.2cm、 体部最大径20,lcmを 測る。220・ 221は精製の高杯である。221が完形品で、口径

21.2cm、 器高14.2cm、 裾径15。 2cmを測る。器面調整は杯部内外面および脚柱部に横位のヘラミガ

キ、裾部外面にハケ調整が施されている。スカシ孔は四方に穿たれている。共に布留式古相の布

留 I期に比定される。
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

S K431(第 54・ 55図、図版二三)

調査区北東隅の3C地区で検出した。東西方向に伸びるが東部が側溝掘削時に削平を受けてお

り全容は不明。検出部分で東西幅0.57m、 南北幅0,76m、 深さ0.43mを測る。埋土は灰色粘上の

単一層である。遺物は古墳時代前期後半 (布留式新本目)イこ比定される古式上師器が少量出上してい

る。 2点 (222・ 223)を図化した。222・ 2231よ布留式甕である。2221ま 口縁部から体部中位が残存

している。布留式甕 (甕 F3)にあたる。223は体部下位から底部の資料である。外面はハケ、内

底面には指頭圧痕が残る。遺構の帰属時期は古墳時代前期後半 (布留式新オロ)である。

S K432(第 54・ 55図、図版一五)

4C地区で検出した。側溝掘削時の削平および北東部分が調査区外に至るため全容は不明であ
る。検出部分で東西幅0.85m、 南北幅0.53m、 深さ0.19mを測る。埋土は炭を含む灰色粘上の単

一層である。遺物は古墳時代初頭前半から前期後半に比定される古式土師器の細片が極少量出土

している。 3点 (224～ 226)を図化した。224は高杯の口縁部である。口縁端部が外折するもので

端面は丸味を持って終る。色調は明橙色。225は壺の底部である。突出しない平底の底部で裏面

は窪む。226は布留式甕である。体部外面は乱方向のハケ、内面は水平方向のヘラケズリが行わ

れている。2251こついては、庄内式古相に認められるが、そのほかは古墳時代前期後半 (布留式新

相)に比定される。

S K433(第 54図、図版一五)

4C地区で検出した。
不整円形 を呈するもの

で、東西径1.15m、 南北

径0.95m、 深さ0.15mを

測る。埋土は 2層から成

る。遺物は古墳時代初頭

に比定される古式上師器

の細片が極少量出土して

いる。

S K434(第 54図 )

lD地区で検出した。
円形を呈するもので、東

西径0,78m、 南北径0.9 第55図  S K431 (222・ 223)、 S K432(224～ 226)出土遺物実測図

遺物は古式上師器の細片が極少量出土したが、時m、 深さ0.15mを測る。埋土は 2層から成る。

期を明確にし得たものはない。

第5表 第4面 土坑(SK)法量表(単位m)

遺構名 地区 平面形 東西幅 南北幅 深 さ 埋 土 出土遺物

S K4 3 3B 不明

S K4 lC 005 茶褐色シルト

S K4 5 方形 020 茶褐～灰色粘質シルト

S K4 不明 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土

S K430 3C 不定形
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溝 (SD)
S D403(第 56～60図、図版二三～二六 )

調査区北西部の2,3A地 区から3B地区にかけて南西―北東に直線的に伸びる。検出部分で
長さ16.Om、 幅4.5m、 深さ0.47mを測る。埋土は 9層で粘質シル ト～砂質シル トが優勢な層相

を呈しており、緩やかな流れの溝であったと推定される。遺物は弥生時代後期末から古墳時代初

頭前半 (庄内式古相 )イこ比定される大量の弥生土器・古式上師器が出上しており総量はコンテナ 3

箱に及ぶ。64点 (227～ 290)を 図化 した。壼類は10点 (227～ 236)で ある。227～229は広口直口壷で

一一― X=-153150

TP+760m

1 茶褐色礫混シル ト(灰色粘上・炭を合む)6 青灰色粘質シル ト
2 暗褐色礫混シル ト          7 灰色粗砂
3 明褐色粘質シル ト          8 青灰色砂質シル トと灰色粘上の互層
4 明掲色礫混シル ト          9 青灰色砂質シル ト

0            1            2m

第56図  S D 403平断面図(S=平面1/100、 断面1/40、 土器1/8)

5 青灰色粘質シル トと明褐色シル トの互層
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

ある。227が小形品で口径9.7cm、器高12.2cmを 測る。228が大形品、229は 中形品で、229は ほぼ完形

品である。口径 14.2cm、 器高20,7cm、 底径4.4cmを 測る。228が在地産の他は生駒西麓産である。230・

231は小形の広口壷である。230が完形品で口径9.Ocm、 器高11.Ocm、 底径4.Ocmを 測る。232は扁

球形の体部に顎部から大きく外反する口縁部が付 く 〔広口壷 Bl〕 である。233は頸部から斜上

方に口縁部が直線的に伸びるもので、端面は垂直方向に広い端面を形成する広口壷である。体部

上半に貼 り付け突帯が廻つており、上面には列点文が施文されている。234は口縁部が上外方に

伸びる 〔広口壷 C〕 である。235は口縁部を欠くため全容は不明である。体部は玉葱状で、底部

は僅かに突出する平底である。236は体部中位以下が残存する大形壷で底部は突出平底である。

鉢類は10点 (237～ 245)を図化した。237～ 2401よ口縁部が小さく外反する 〔小形鉢Al〕 である。

口縁端部が九味を持つ237・ 238、 尖り気味に終る239、 垂直方向に小端面を作る240がある。241

は 〔中形鉢 A〕 で復元口径28.7cmを 測る。242～ 244は 〔小形鉢 C〕 である。底部は突出しない

242・ 243と 小さく突出する244がある。裏面は242・ 243が ドーナツ底、244が平底である。全て生

駒西麓産。245は底部有孔鉢である。非生駒西麓産。

高杯は5点 (246～ 250)で ある。246。 247は弥生系の有稜高杯である。246は小形高杯の杯部片

である。復元口径12.7cmを測る。247は完形品で、杯部径17.4cm、 器高11.Ocm、 裾部径ll.2cmを

測る。器面調整は杯部内外面および脚部外面は縦位の密なヘラミガキが施されている。口径・杯

部径 (稜径)・ 口縁部の長さ(口縁長)か ら導かれる数値は口稜比64、 口縁比27であり、これらの数

値から有稜高杯を分類 (原田2003)し た中の 〔高杯 Dl〕 にあたる。248・ 249は脚部片である。

246。 247は生駒西麓産。248・ 249は非生駒西麓産である。2501よ椀形高杯である。非生駒西麓産。

甕は40点 (251～ 290)で ある。272の庄内式奏を除く甕形土器については、庄内式甕と供伴した

資料であるため「V様式奏」「V様式系甕」に分類されるが、混在して出土したため個々の資料

についての峻別は困難である。器高数値の違いから小形 。中形 。大形の三種に分類した。251～

271は器高17cm未満の小形の甕である。全容が明らかな258～270については、二ないしは三分割

により成形が行われている。体部外面のタタキ調整のうち、下段については、258。 261の ような

タタキを持たないものや268の ようなヘラケズリで消されるものを除けば、右上がリタタキのも

のが大半を占める。中段ないしは上段については、水平方向ないしは右上がりのタタキが行われ

ている。口縁部は「く」の字に屈曲外反するもので、口縁端部は九く終るもの、尖り気味で終る

もの、タト傾ないしは垂直方向に小端面を形成するものがある。底部については、小さく突出する

もの259～ 264・ 267～271や突出しないもの258。 265。 266・ 268がある。裏面については、平底が

261～ 263窪み底が258・ 264。 265・ 267、 ドーナツ底が260。 266・ 269。 270。 271である。そのうち、
非生駒西麓産のものが251・ ⊇53・ 259。 261・ 267・ 265で他は生駒西麓産である。

273～ 285の甕は器高が16～24cmの中形甕である。そのうち全容が明らかな276～ 280。 284・ 285

にいては、三分割成形によるもので、体部外面のタタキは下段が一様に右上がり、中段および上

段についてはタタキの方向を変えるものと、289。 285の ように同方向に行うものがある。なお、

体部外面には、タタキ調整の後に左上がりのハケを散発的に施されているものが、275。 276。

278・ 279。 280。 282・ 283に 認められた。口縁部の形状は「く」の字ないしは大きく外反するも

のが大半で、端面は丸く終るもの、内傾 。外傾・垂直方向に小端面を形成するものがある。底部

は突出しないもの276～ 279。 285、 小さく突出するもの280・ 281・ 284がある。裏面は平らなもの
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第57図  S D403出 土遺物実測図-1
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)
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第58図  S D 403出土遺物実測図-2
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第59図  S D403出 土遺物実測図-3
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

第60図  S D 403出 土遺物実測図-4

278、 窪み底のもの279、 ドーナツ底の276。 277・ 280。 281・ 285がある。そのうち非生駒西麓産
が274・ 276。 278の 3点でその他は生駒西麓産である。

286～ 290は器高26.5cm以上の大形品である。三分割成形によるもので、器高が高いためか上段

幅が最も広い特徴を示している。條部のタタキの方向は下段が右上がり、中段が水平、上段が右

上がりで、タタキ後に行われるタタキの一部を消す行為は288～290で認められた。口縁部は「く」

の字および強く外反するものがある。底部は小さく突出する289。 290と 突出する288がある。裏

面は288が平底、289。 290が ドーナツ底である。全て生駒西麓産である。

272は河内型庄内式甕である。ほぼ完形に復元できるが、土圧による歪が顕著である。体部の

上位に最大径を持つことや、全体に体部外面のタタキが細筋であること、内面の屈曲部が鋭く体

部内面にヘラケズリが行われる等の特徴から、河内型庄内式甕の最古型式 (甕 Bl)に分類される。

色調は褐灰色である。胎土中に角閃石を含む生駒西麓産である。

S D404(第61図 )

lB地区で検出した。北東―南西方向に直線的に伸びる。全長3.62m、 幅0.50m、 深さ0,42m
を測る。埋土はシルトを主体とする3層から成る。遺物は古墳時代初頭後半 (庄内式新相)に比定

される古式上師器の細片が少量出土している。5点 (291～ 295)を図化した。291は小形鉢 (鉢 G2)

の細片である。292。 293は庄内式甕の口縁部片。294は高杯の裾部片である。295は吉備系甕で底

℃
多   ~ 一体
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部を欠く。口径 13.2cm、 残存高20.6

cm、 体部最大径18.Ocmを 測る。

S D410

lC地区で検出した。南北方向に

直線的に伸びるもので、北端はSK
417に切 られている。検出長3.23m、

幅0.32m、 深さ0.08mを 測る。埋土

は茶褐色粘土～シルトである。遺物

は土師器・須恵器の細片が極少量出

土しているが時期を明確にし得たも

のはない。

S D411

Ocm

第61図  S D404(291～ 295)、 S D413(296)出土遺物実測図

調査区南東部で検出した。 lCか ら2D地区にかけて南西―北東に伸びる。検出長19.20m、

幅0.63m、 深さ0.27mを測る。埋土は粘質シルト～シルトの3層から成る。遺物は古墳時代中期

に比定される土師器・須恵器の細片が極少量出土している。

S D413(第61図 )

調査区東部の3CD地区で検出した。北東―北西に伸びるもので、北東隅は撹乱により削平を

受けている。検出長4.15m、 幅0。 7～ 1,13m、 深さ0.2mを測る。溝底に5個の小穴が存在してい

る。埋土は茶褐色粘質シルトである。遺物は古墳時代中期後半に比定される土師器・須恵器が少

量出土している。 1点 (296)を 図化した。296は須恵器庭で口顎部を欠く。球形の体部中央に沈線

と列点文が施文されている。円孔は径1.6cmを測るもので、ほぼ水平に穿たれている。

第6表 第4面 溝(SD)法量表(単位m)

/1ヽ穴 (SP)
S P401～ 4165

総数で165個 (S P 401～ 4165)を 検出した。同一面で弥生時代後期
。古墳時代前期前半 (布留式

古相 )。 前期後半 (布留式新相)に比定される遺構を検出しており、掘立柱建物を構成する柱穴の

重複もあり、個々の帰属時期については不明な点が多い。 S1401・ 403内で検出された刻ヽ穴以外

については、通し番号を付与している。平面の形状では、円形 。楕円形
。方形・不整円形がある。

規模は径0。 10～ 0.94m、 深さ0,03～0.58mを測る。そのうち柱根・柱痕を検出したものは、 SP

遺構名 地  区
全 長

(検出長)
幅
(最大)

深 さ 埋  土 備  考

S D401 2A 037 著茶褐色シル ト

S D402 009 茶褐色粘質シル ト

S D405 lB

S D406 032

S D407 2B 茶褐色シルト

S D408 3B 明褐色礫混シルト

S D409 lC 75Y4/1灰色粘質土

S D412 2C 074 25Y4/2暗灰黄色粘質シルト

S D414 1・ 2D 1
5Y4/2灰オリーブ色シルト
5Y5/1灰色粘質シルト
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

/  1

△
303

＼

Ocm

第62図  S P429(297)、 S P457(305)、 S P469(298・ 300・ 302)、 S P470(304)、 S P4100(299)、 SP
4105(303)、 S P4115(307)、 S P4158(301・ 306)出土遺物実測図

426。 428・ 466・ 475で、根石を検出したものはS P448。 469で ある。遺物が出土したものは、 S

P401 ・403・ 414・ 427・ 429・ 437・ 441 ・448・ 451 '454・ 456。 457・ 462・ 464・ 467・ 469´V471 ・

475。 482・ 489。 4100。 4105・ 4110。 4115。 4116で ある。弥生土器・古式土師器 。上師器・須恵

器等が出土している。そのうち11点 (297～ 307)を 図化した。297は V様式甕の口縁部片である。
S P 429出土。298～301は V様式甕である。298が口縁部から体部片、299が小形品、300・ 301が

甕底部である。298・ 300が S P469出土。299が S P 4100出 土。301が S P4158出土。302は底部有

孔鉢の底部片である。弥生時代後期に比定される。S P 469出 土。303は小形高杯の脚部片である。
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

第 6表 第 4面 溝 (SD)法量表 (単位m)

遺構名 地 区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P401 lA 円形 032 茶褐色砂質シル ト 弥生土器

S P402 033 028

S P403 035 024 明褐色シルト 土師器

S P404 茶褐色粘質シル ト

S P405 034

S P406

S P407 009

S P408 3

S P409 1・ 2A 5

S P410 方形 040 027 1

S P411 円形 035 1

S P412 不定形 021

S P413 2A 032 037 茶褐色砂質シルト

S P414 明褐色シル ト 土師器

S P4 5 円形 茶褐色礫混粘土質シルト

S P4 茶掲色礫混シル ト

S P4 7 023 茶褐色礫混粘土質シルト

S P4 不整円形 020 茶褐色粘質シル ト

SP 方形 044 茶褐色礫混シルト

S P420 不定形 022 茶褐色微砂～礫混シル ト

S P421 楕円形 茶褐色微砂混シル ト

S P422 092

S P423 円形

S P424 方形 058 茶褐色微砂混砂質シルト

S P425 3A 不明

S P426 不明

S P427 円形 土師器

S P428 2A 073 明茶褐色粘土質ンルト

S P429 茶褐色礫混シルト 弥生土器

S P430 楕円形 025 027

S P431 不整円形 茶褐色粘質シルト

S P432 2B 楕円形 茶褐色礫混シルト

S P433 2・ 3B 不定形

S P434 3B 円形

S P435 032 029

S P436 3A

S P437 3A・ B 楕円形 022 土師器

S P438 3A 円形

S P439

S P440 3A・ B 020

S P441 3A 024 土師器・須恵器

S P442 不整円形 050 035

S P443 不定形

S P444 円形 022 021 022

S P445 2・ 3A 022 020

S P446 2A 不定形 012

S P447 不整円形 032
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遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P448 2A 円形 050 土師器・須恵器

S P449 不定形

S P450 方形 055

S P451 2A B 円形 050 須恵器

S P452 2B

S P453

S P454 2A B 035 茶褐色シルト 土師器

S P455 2A 不定形 037 022

S P456 土師器

S P457 楕円形 092 063 052 茶褐色礫混粘質シルト 土師器・須恵器

S P458 2B 円形 028

S P459 lB 精円形 茶褐色粘質シルト

S P460 円形 029 025 茶掲色礫混シルト

S P461 039 茶褐色シルト

S P462 035 明茶褐色シルト 土師器

S P463 1 2B 不定形 051 茶褐色礫混シルト

S P464 2B 074 茶褐色シルト 土師器・須恵器

S P465 1 2B 円形 037
灰褐色シルト

茶褐色シルト

S P 466 lB 057 022 暗灰色粘質シルト

S P467
茶褐色ンルト

明褐色シルト
土師器

S P468 灰色粘質シルト

S P469 不整円形 075 065 茶褐色粘質シルト 古式上師器(布留)

S P470 円形 053 土師器

S P471 2B 不整円形 灰色粘質シルト 須恵器

S P472 円形 茶褐色粘質シルト

S P473 025 022 茶褐色礫混シルト

S P474 033

S P475 057 047 10Y3/1オ リーブ黒色粘土 土師器・須恵器

S P476 茶褐色シルト

S P477 043 土師器

S P478 lB 025
茶褐色粘質シルト

明褐色シルト

S P479 楕円形 051

S P480
茶褐色粘質シルト

明褐色ンルト

S P481 不定形 020

S P482 楕円形 027 茶褐色礫混粘質シルト 土師器

S P483 032 022
茶褐色粘質ンルト

明褐灰色粘土

S P484 025 012 茶掲色粘質シルト

S P485

S P486 023

S P487 不整円形 022

S P488 円形 043

S P489 不整円形 067 022 灰色粘質シルト 弥生土器

S P490 lB 不 明 045 明褐色粘土質シルト

S P491 042 032 淡灰～明褐色砂質シル ト
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P492 lB 不整円形 明掲灰色粘土質シルト

S P493 円形 050 明褐色粘土質シルト

S P494

S P495 003

S P496 不明 淡灰～明褐色砂質シルト

S P497 lC 円形 028 025

S P498 楕円形 053 034 022

S P499 円形 053 028

S P4100 不整円形 065 033 灰褐色粘質シルト 古式上師器(布留)

S P4101 lB 円形 038 灰色粘土

S P 4102 lC 不整円形 025 023

S P 4103 円形 026

S P4104 1・ 2BC 不明

S P4105 2B 灰掲色粘質シルト 弥生土器

S P4

S P4 円形 020 茶褐色粘質シルト

S P4 茶褐色礫混シルト

S P4 2・ 3B 不整円形 061

S P4 2B 円形 052 灰～明褐色シルト 土師器・須恵器・石材

S P4 1 不整円形 080 明褐色粘質シルトと灰色粘質シルトの互層

S P4112 062 052
灰色粘質シルト

茶褐色シルト

S P4113 円形 051 茶褐色礫混シルト

S P4114 方形 075 灰色礫混粘質シルト

S P4115 095 070 037
灰色粘土

灰色粘質シルト
根石

S P4 円形 057 052 古式上師器(布留)

S P4 7 23B 023 7

S P4 2B 032 7

S P4 027 021

S P4120 032 1 茶褐色シルト

S P4121 037 027 茶褐色礫混シルト

S P4122 明褐色シルト

S P4 027 灰色粘土質シルト

S P4 005

S P4 楕円形 036 022

S P4 円形 005

S P4 005

S P4 005

S P4 3B

S P4 005

S P4 3B・ C 楕円形

S P4 3B 円形 006

S P4 不定形 030 明褐色礫混シルト

S P4 円形 049 明褐色砂質シルト

S P4 3B 円形 024 018 暗茶褐色礫混シルト

S P4136
明褐色シルト

灰色粘土

S P4137 不整円形 051 005 明掲色砂質シルト
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遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P4138 4B 円形 明褐色粘質シルト

S P 4139 lC 030 75Y4/1灰色粘質土

S P4140 10Y4/1灰色粘質土

S P4141 不 明

S P4142 楕円形 055 009

S P4143 032 5Y3/1オ リーブ黒色粘質土

S P4144 2C 円形 OJお 25Y4,1責 灰色シルト 古式土師器(布留)

S P4145
茶褐色シルト

灰色粘土

S P4146 023
25Y4/2灰オリーブ色シル ト

5Y3/2オ リーブ黒色粘質シル ト

S P4147 028

S P4148 032
茶褐色シルト

灰色粘土

S P4149 楕円形 25Y4/3暗 オリーブ色シル ト

S P 4150 円形 025 25Y4/1灰色シルト

S P4151 026 025 007
5Y4/Ы庶色シ,レ ト

25Y5/2灰オリーブ色シル ト

S P4152 026 25Y4/2暗 灰責色シルト

S P 4153

S P 4154 028 5Y4/1灰色シルト

S P 4155 049 茶褐色粘質シルト

S P 4156 不整円形 045 022
10YR4/2灰 責褐色粘質シルト

75Y4/1灰色粘質土

S P4157 円形 023 25Y4/2暗 灰黄色シルト

S P4158 不整円形 051 055
灰褐色粘土

灰色粘質シルト
弥生土器・古式土師器

S P4159 不明

S P4160 2・ 3C 不定形 012

S P4161 3C 円形 011 明褐色礫混シル ト

S P 4162

S P4163 4C 不明 058 009
明褐色シルト

灰色粘土

S P 4164 暗茶褐色シルト

S P 4165 円形 026 022 暗茶褐色礫混シルト

S P4105出土。304は高杯の裾部片である。S P470出 土。305は口縁部が外反する長胴甕である。

約1/2が残存しており口径18.Ocm、 器高26.5cmを測る。胎土中に 1～ 5 mm大の長石を多量に含む粗

製の甕で全体に器壁が厚い。外部の調整は外面が板ナデ、内面はヘラケズリが施されている。保

部外面の上位に煤の付着が認められる。類例の少ないもので、帰属時期は判然としない。 S P 457

出土。306は壷の体部片であるが、体部外面に煤が付着しており甕として使用されたものと推定さ

れる。体部内面と外面下位にヘラケズリが行われている。胎土中に角閃石を含む生駒西麓産である。

S P4158出 土。301と供伴して出上していることから、帰属時期としては古墳時代初頭前半 (庄内

式古相)が推定される。307は根石に使用されたもので、石材は花前岩である。S P4115出 土。
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Ⅲ /Jヽ阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

土器集積(SW)
S W401(写真 4、 第64図、図版二六)

調査地南部の lB地区で検出した。東西約0.5
m、 南北約0.5mの範囲に広がっている。古墳時

代前期前半 (布留式古相)を 中心とする土器集積で

ある。古式上師器 6点 (308～313)を図化した。308

は山陰系甕の口縁部片である。色調は灰白色であ

る。309。 310・ 312は河内型庄内式奏である。309・

310は口縁部から体部上半の細片である。共に体

部外面に右上がりの細筋のタタキが施されてい~~  ~ 
写真 4

る。312が完形品である。球形の体部に「く」の

字に屈曲する口縁部が付 くもので、口径16.3cm、

器高22.2cm、 体部最大径20.7cmを測る。外部外面の器面調整は、上半が右上がりの細筋タタキの

後、左上がりのハケ調整が行われている。内面のヘラケズリは上半が明瞭であるが、中位以下は

単位が不明瞭である。河内型庄内式甕の最終段階にあたる (甕 B4)に分類されるものである。309・

310。 312は生駒西麓産。311は布留式影響の庄内式甕 (甕 D)である。中形品で復元口径13.lcmを

測る。体部内外面共に横位のハケ調整が多用されている。色調は淡灰黄色。非生駒西麓産である。

313は精製品の有稜高杯 (高杯 A4)である。杯部は深く、上外方に直線的に伸びるものである。

完形に復元が可能で、口径22.Ocm、 器高8,Ocm、 裾部径14.3cmを測る。布留 I期に比定される。

∝m

第64図  S W401出土遺物実測図

S W402(写真 5、 第65図、図版二七)

S W401の北に隣接するもので、東西約0.8m、 南北約0.5mの範囲に広がっている。隣接する

S W401と 同様、古墳時代前期前半 (布留式古相)の遺物が出土しているため、形成された時間差

は少ないものと推定される。古式上師器12点 (314～325)を図化した。314は上外方に短く伸びる

頸部から口縁部が斜上方に伸びる広口壺である。体部上半に直線文が施文されている。

S W401

(西から)

ぱ

:'1移

(手前)、 S W402(奥 )検出状況
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色調は赤橙色。315は精製品の壷底部で口顎部を欠

くが二重口縁壷ないしは直口壷と推定される。316

は山陰系の二重口縁壷。口縁部から合部中位が完存

している。口径22.6cmを測る。全体に器面剥離が顕

著で調整は不明瞭である。317～321は甕である。

317・ 318は小形の甕で317が口径15。 lcm、器高■ .6cm、

体部最大径13,6cm、 318が口径13.4cm、 器高13.3cm、

体部最大径13.6cmを測る。共に、形態や体部外面が

ハケによる調整である特徴から布留式影響の庄内式

甕の(甕 D)に分類される。318については、底部に

方形の穿孔が 1個存在している。共に生駒西麓産。319～321は中形甕で319。 320は庄内式甕 (甕

B4)、 321は完形品で口径15。 7cm、 器高18,8cm、 体部最大径18,7cmを 測る。屈曲部に面を持ち、

口縁端部は外傾し端面に一条の沈線が廻る他、体部外面はハケメを多用する等の特徴を持つもの

で、布留傾向甕である(甕 E)に分類される。319。 320は生駒西麓産。322は吉備系甕 (甕 」4)で

ある。口縁端部に擬凹線が廻る。323は椀形の体部を持つ小形鉢 (外 G2)にあたる。324。 325は

精製品の小形器台 (器台B3)にあたる。共に深目杯部を持つもので、端部は上方につまみ上げら

れて尖り気味で終る。色調は明赤褐色である。遺構帰属時期は布留 I期である。

Oom

第65図  S W402出土遺物実測図

写真 5 S W402検出状況 (南から)

斡
非
彩
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Ⅲ 小阪合遺跡第35久調査 (K S96-35)

2)遺構に伴わない出土遺物

第4層出土遺物 (第66図、図版二七・二人)

古墳時代中期から奈良時代中期に比定される遺物が出土しているが、細片が中心で完形のもの

は無い。31点 (326～ 356)を図化した。326～338は土師器である。326は杯Aである。体部内面に

放射暗文が施文されている。327・ 328・ 330。 331は杯 Cの細片である。328が大型で復元口径

21,4cmを測る。329は椀Aの細片である。332・ 333は高杯Aである。332は杯部片で杯部内面に螺

旋と放射暗文が施文されている。333は脚部である。脚柱部に9面に亘る面取りが行われている。

334は甕Aの細片である。335は肩部に強いヨコナデを行う甕Aの細片である。

336は深い体部を持つ鉢で、後円部は直口の形態を持つ。鉢Bに分類される。337は羽釜の細片

である。色調は褐灰色で胎土中に角閃石・黒雲母を含む生駒西麓産である。上師器類はIFAね平城

宮Ⅲ(750年 )前後のものである。338は製塩土器の細片である。胎土はやや粗く、色調は熟変によ

り灰白色に変色している。

339～355は須恵器である。339は甕Aの細片である。体部外面に平行タタキ、内面に青海波タ

タキが施されている。340～343は杯蓋である。340が田辺編年 (田辺1966)の T K216型式(5世紀

前半)、 341・ 342は細片であるが、完形ならば宝珠形つまみが付くもので、MT21型式(8世紀前

半)にあたる。杯身は343～353の 11点である。343が T K216型式(5世紀前半)、 344。 345が TK
23型式(5世紀後半)、 346が T K217型式(7世紀中葉)に比定される。347～353は受部を持たない

形式である。高台を持たない347が杯Aに分類される。口径12.4cm、 器高4.Ocmを測る。348～353

は351を 除き高台を有する杯 Bに分類される。口縁部が直口を呈する348～351の他、351'3521よ

口縁部が外反する形態のもので、当該期に存在した銅椀を模倣した形態のものがある。奈良時代

中期に比定される。354・ 355は壼の底部である。354の底部裏面には静止糸切り痕が認められる。

356は台石と推定される。扁平な石材の一面のみに研磨痕が認められる。一部に媒が付着しており、

火熱を受けたことが推定される。石材は安山岩である。

第 5層出土遺物 (第67図、図版二人)

弥生時代後期後半から古墳時代後期期中葉に比定される弥生土器 。古式上師器・土師器・須恵

器等が出土している。31点 (357～387)を図化した。

357～360は二重口縁壷の細片である。口縁部外面には、 2条の波状文を持つ357・ 360、 竹管押

圧円形浮文間に波状文を持つ358、 細かい竹管文が廻る359がある。色調が褐色ないしは赤掲色を

呈する357～359が角閑石を含む生駒西麓産。360は色調が灰白色で非生駒西麓産である。弥生時

代後半から古墳時代初頭前半 (庄内式古相)に比定される。361～363は V様式甕である。361・ 362

共に生駒西麓産。363は中形の甕で底部を久く。復元口径13,8cmを測る。口縁端部が垂直方向に

拡張され幅広の端面を形成しており、当該期の吉備系甕の影響を受けたものと推定される。体部

外面のタタキは細筋(4本/cm)で、体部中位の繋ぎ日付近でタタキが帯状に消されている他、体

部上半と下半位置にはタタキの痕跡を消すハケ調整が行われている。生駒西麓産。3641よ小形甕

である。約1/2が残存しており、口径10.4cm、 器高10.5cmを測る。底部は突出しない小さな平底

である。非生駒西麓産。365は椀形の体部に突出した平底が付く。口径12.8cm、 器高6.8cm、 底径

3.Ocmを測る。色調は赤褐色。366～ 3681よ甕である。366・ 367は庄内式甕の細片である。366が屈

曲部に丸みを持つもので、定型化以前の庄内式甕、367が定型化した河内型庄内式甕にあたる。
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前者が庄内式古相、後者が庄内式新相に比定される。共に生駒西麓産。368は布留式甕片である。

口縁端部は内傾して肥厚するが強いヨコナデにより中位に凹線状の窪みが廻る。形態から布留式

甕の中でも新相の (甕 F3)にあたる。3691よ 精製の直口壼である。体部外面から体部内面の上位

にかけて赤色顔料が塗布されている。370～377は高杯である。370は弥生系高杯である。口縁部

が大きく外反し、口縁長が長めの特徴を持つもので、庄内式古相段階に比定される。371は精製

品の庄内系有稜高杯 (高杯 A3)で ある。杯部内面に放射状ヘラミガキが行われている。庄内式新

相に盛行する器種である。372は椀形の杯部を持つ高杯 (高杯 A7)で布留式新相のものである。

373は脚部。374～377は椀形高杯である。古墳時代中期中葉～後半 (5世紀中～後半)に比定される。

378は二段屈曲鉢 (鉢 H2)である。布留式古相のものである。379。 380は小形器台である。379が

杯部と脚部が貫通するもので (器台A2)に あたる。380は杯部を欠 く。中実の器台 B類にあたる。

379が庄内式古相。380が庄内式新相から布留式古相に比定される。381は甑である。約1/2が残存

しており、復元口径28.8cm、 器高 21 8cm、 復元底径8.5cmを 測る。把手は牛角状で体部の中位

のやや上方に貼 り付けられている。蒸気孔は2.2cm程 度の円孔で 3孔が残存していた。 5世紀中

葉に比定されよう。

須恵器類は6点 (382～ 387)を 図化 した。382・ 383は杯蓋の細片である。共にT K23型式 (5世

紀後半)に比定される。384'385は杯身の細片である。384が T K47型式 (5世紀末)、 385が TK
10型式 (6世紀中葉)に比定される。386・ 387は高杯で共に杯部の大半を欠く。386が T K23型式 (5

世紀後半)に比定される。387が杯部外面と脚部内面に灰かぶりが認められる。T K47型式 (5世

紀末)|こ比定される。

参考文献
弥生土器
。原田昌則 2003「第 5章 遺構・遺物の検討 第 1節 中 。南河内地域における弥生時代後期後半～古墳時
代初頭前半 (庄内式古相)の土器の細分試案について」『久宝寺遺跡第29次発掘調査報告書一大阪竜華都市拠

点地区竜華東西線 4工区に伴う』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告74(財 )人尾市文化財調査研究会 本文
中の土器分類で 〔 〕で示したものがそれにあたる。
古式土師器
・原田昌則 1993「第 5章  まとめ 3)中河内地域における庄内式から布留式土器の編年試案」『Ⅱ久宝寺遺
跡 (第 1次調査)』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告37 本文中の土器分類で( )で示したものがそれにあた
る。なお、本書で使用した布留式期の土器編年と既往編年との対応関係については下表に示した。

・既往編年案との対応関係

暦 年 代 270

古墳時代前期 前 半 中葉 後 半 中期

十器様 式 布留式

様式 区分 古相前半 古相後半 中相 力〒本目

原田 1998 布留 I期 布留 I期 布留Ⅲ期 布留Ⅳ期 布留 V期

杉本 2006 25期 26期 27期 28期 29期 30期 31期 32期 33期 34期

米 田 庄内式期Ⅳ 庄内式期 V=布 留式期 I 布留式期 Ⅱ 布留式期Ⅲ 布留式期Ⅳ 布留式期 V

辺ビ木寸2006 古段階 中段階 新段階

|テυく1986 ・
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Ⅲ 小阪合遺跡第35次調査 (K S96-35)

土師器
・奈良国立文化財研究所 1978F飛 鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ』奈良国立文化財研究所学報第32冊
・古代の上器研究会編 1992「古代の土器 I 都城の土器集成」
・古代の土器研究会編 1993「古代の土器Ⅱ 都城の土器集成」
・佐藤 隆 1992「第 2節 平安時代における長原遺跡の動向五)長原遺跡における平安時代の土器編年」『大
阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告V 市営長吉住宅建設に伴う発掘調査報告書 後編』 (財 )大阪市文化財
協会
・森島康雄 1990「中河内の羽釜」『中近世土器の基礎研究Ⅵ』日本中世土器研究会
須恵器
・田辺昭三 1966『陶邑古窯l■ tt I』 平安学園考古学クラブ
・田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店
瓦器
・尾上 実 1983「南河内の瓦器椀」『藤澤一夫先生古稀記念論集 古文化論集曽藤澤一夫先生古稀記念論集刊
行会併日泉型瓦器椀の型式に使用)
。森島康雄 1992「畿内産瓦器杭の併行関係と暦年代」F大和の中世土器Ⅱ』大和古中近研究会併日泉型瓦器杭
の実年代に使用)
製塩土器
・広瀬和雄 1994「 6大阪府」『日本土器製塩研究』青木書店

第 3章 まとめ

今回の調査では4面 (第 1～ 4面 )に亘る調査を実施した結果、弥生時代後期末から平安時代後

期に比定される遺構・遺物を検出した。

ただ、前述でも触れたように、旧建物の基礎構築における掘削箇所が調査地の全般にわたって

広がっており、それらの基礎掘削による撹乱部分が深層に達していたため、古墳時代前期後半 (布

留式新相)から平安時代後半の遺構を検出した第 1～ 3面では、面的な広がりを捉えることは困

難であった。以下、本調査で検出した弥生時代末期～平安時代末期の成果と既往成果を含めて時

期毎に概観する。

弥生時代後期末から古墳時代初頭前半 (庄内式古相)

第 4面で検出した。弥生時代後期末から古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の遺構分布は調査区西

部を中心としている。竪穴住居 (S1401)、 S D403等がそれにあたるもので、主軸方向が共通し

ている。竪穴住居 (S1401)に ついては、当該期の一般的な竪穴住居に比して刻ヽ規模 (約2.7× 2.7

m)である特徴を持っている。なお、調査範囲内および周辺の調査においても他に同時期の竪穴

住居が存在しないことから、居住域のなかでも中心部分から隔絶された位置に存在していた産屋

的な性格を有する建物であった可能性がある。同時期の居住域は南接する第 1次調査A― Ⅲ地区

で検出されており、本調査地点より南部に展開していたことが想定される。

古墳時代初頭後半 (庄内式新相 )

庄内式新相のものは、調査区の全域にわたって散発的な遺構分布が認められる。 S D404等が

それにあたる。当該期の居住域は当調査地点の南東約200m地点で行われた第4次調査の 5。 7・

9調査区付近一帯が居住域の中心であったと推定される。

古墳時代前期前半 。後半 (布留式古相・新相)

第 4面で検出した。調査区のほぼ全域に分布している。時期的には布留式首相と新相に区別す

ることが可能であり、当該期を通じて連続するものではなく一時期の断絶があったことが窺われ

る。布留式古相時期のものは、竪穴住居 2棟 (S i402・ 403)を 中心とするもので、調査区の中央
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部から東部にかけての分布が認められる。布留式古相の居住域は、調査地より北側では、第32次

調査、南側では第 1次調査のA― I地区・A― Ⅲ地区、第 3次調査の26地区 。28地区、第4次調

査の第7地区で検出されており、東西約250m、 南北約300mの範囲に広がっている。

布留式新相の段階においては、主軸を共通する掘立柱建物 3棟 (S B 401～ 403)を 中心に遺構が

分布しており、遺構検出数が最も多い。当該期の遺構の分布は、西側では第 4次調査の第 1調査

区、北側では第 8次調査の5調査区で検出されており、当調査地から西部ないしは北部に展開し

ていたようである。

古墳時代中期中葉(5世紀中葉)

第 3面で検出したS D316・ 317と 第 4面で検出したS K421。 S D413が ある。調査区の東部と

西部で検出したが、検出数が少なく散発的な分布を示している。周辺においては、第 1次調査の

A― Ⅱ・Ⅲ地区 。22地区、第 4次調査の 1。 2区、第32次調査で居住域を構成する遺構が検出さ

れており、これらを含めて東西約150m、 南北約200mに展開していたことが推定される。同時の

居住域は当調査地から北へ約350m地点で実施された第 8次調査の 1・ 2・ 4区および第26次調

査を中心として東西約100m、 南北約100mに展開する居住域が検出されている。さらに、遺跡範

囲北西隅で平成10年度に府文化財調査研究センターにより実施された調査 (その 1)においても居

住域が検出されていることから、小阪合遺跡内では同時期に南北方向に約200～ 250mの間隔を有

して展開する3箇所の居住域が存在していたことが推定される。

奈良時代前期から後期(8世紀前半から後半)

第 3面で検出した。奈良時代の全般にわたって集落が営まれている。時期的には前期のものが

S E301・ 302、 中期のものが S K319、 S D304、 後期のものものが S D314・ 318である。

当該期の集落域としては、本調査地を中心として北側の第32次調査、南側の第 1次調査の大―

Ⅲ地区、第 3次調査の25。 27調査区を包括して南北方向の東西約300m、 南北約100mに展開する

居住域と遺跡範囲の北西部の府文化財調査研究センター (その 1)・府文化財センター (その 2)、

第40次調査で奈良時代中～末の居住域が検出されている。特に、後者の居住域においては、墨書

土器や和銅開弥をはじめとする多数の皇朝銭が出土しており、北接する位置に存在していた東郷

廃寺を中心とした遺跡周辺の性格を考える上で貴重な資料と言える。

平安時代中期中葉 (10世紀末から11世紀前半)

第 3面で検出したS E303・ S K310が ある。

当該期の遺構は本調査地および、遺跡範囲の北西部にあたる府文化財調査研究センター (その

1)・ 府文化財センター (その2)調査で検出されており、奈良時代に成立した居住域を踏襲する

形をとるが集落域の規模は小さい。

平安時代中期中葉から後期

当該期には生産域として利用されている。第 2面で検出された農耕に関連した小溝で構成され

る生産域である。遺構の帰属時期としては、第 3面で検出したS E303の廃絶時期である11世紀

前半から第 1面で検出したS K102(12世紀初頭)の間が推定される。

平安時代後期前半から後半 (11世紀末期から12世紀末期)

ll世紀末の遺構は第 4面で検出した S K409、 12世紀初頭の遺構は第 1面で検出したS K102、

12世紀末期の資料としては第 3面で検出したS D315が ある。それ以外の遺構については旧建物
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の基礎構築で削平を受けており、平面的な広が りは判然としない。調査区に隣接する東側には、

当該期の河川が南北方向に流下していたことがこれまでの調査で判明している。当該期の集落の

うち居住域については、この河川を挟んで展開している。左岸に成立した居住域としては、北か

ら府文化財調査研究センター (その 1)・ 府文化財センター (その 2・ 3)・ 第39次 。第 8次 。第

20次 。本調査区を含めて東西約150m、 南北約700mの範囲に及ぶ大規模な居住域 (北集落)がある

他、さらに南部では第 3次の28区・第 4次の 9区から中田遺跡内に広がる居住域 (南集落)がある。

右岸に成立した集落としては、府教委昭和63年度調査・第30次調査で検出されており、小阪合 2

丁目に存在する式内社である坂合神社の西部に展開した居住域 (東集落)がある。以上のように、

当該期の小阪合遺跡内では3箇所に居住域の存在が想定される。

小阪合遺跡周辺は、延久四年 (1072)の 石清水文書にあるように石清水八幡宮の荘園に含まれて

いる。荘田として若江郡掃部別宮に御供田五町九段があり、その内訳として南条大三十里十坪の

一段四十歩、二十四坪の一町百歩、二十五坪の五段、三十六坪の八段、揚田里四坪の三坪、八坪

の五段、門田里二十坪の四段、渋川里二十四坪の五段があったとされている。これらの荘田は、

人尾市南本町六丁目に鎮座する掃部別宮 (矢作神社)の管理するところのものであり、ガヽ阪合遺跡

内で検出されている当該期の集落についても荘田の維持・管理を行った荘民層の集落であったこ

とが推定されよう。しかしながら、鎌倉時代初頭 (13世紀初頭)においては、第21次調査以外には

小阪合遺跡内からは遺構が検出されておらず、集落域の移動や断絶を余儀なくされたようである。

これらの要因としては、延久元年 (1069)の 「延久の荘園整理令」発布でかなりの打撃を受けた石

清水八幡宮領は、その後も、一族、門徒らによる宮神領の略取や平氏全盛のため源氏に縁の深い

八幡宮への庇護の減少と相倹って、鎌倉時代はじめにかけて荘園衰退を余儀なくされたようであ

る。これらの事象は、小阪合遺跡で検出した当該期の 3箇所の集落推移と同調してお り、鎌倉時

代初頭に集落数の減少結果を招いた要因であった可能性が高い。
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第 1面 調査区北部遺構検出状況 (南東から)

第 1面 調査区西部遺構検出状況 (南から)
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第3面 遺構検出状況 (東から)

第 3面 遺構検出状況 (北から)
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S E302検出状況 (西から)

S E303検出状況 (東から)



S K309検出状況 (西から)

(東から)

S K311検出状況 (南から)

S K310検出状況
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S K312検出状況 (東から)

S K319検出状況 (南から)
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第 4面 遺構検出状況 (北から)
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S E402検出状況 (東から)

S E402遺物出土状況 (西から)

S E402最下層遺物出土状況 (西から)
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S K402・ 403検出状況 (北西から)

S K407検出状況 (東から)
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S K408検出状況 (西から)
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S K409検出状況 (東から)

S K411遺物出土状況 (南から)

S K420検出状況 (南から)
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S K421検出状況 (西から)

S K426検出状況 (南東から)

S K428検出状況 (西から)
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S D403検出状況 (南西から)

S D403北部遺物出土状況 (南から)

調査風景



図
版

一
七

鑢 章■ヤ黎年

i■1重
ri.ヽ J

,1澤
li絲
イ繰i

47

55

S K310(47)、 S K312(53)、 S K319(55)出 土遺物S K102(3・ 4)、 S E302(23)、 S E303(35)、 S K309(37)、
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S K319(57・ 65・ 66・ 69・ 73)、 S D314(34)、 S W301(99・ 100)出 土遺物
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S W301(101)、 S E402(109・ 110・ 120～ 124)出 土遺物
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S E402(125・ 126・ 129・ 139)、 S K402(145・ 151・ 153・ 157)出 上遺物
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S K412(164)、 S K408(166・ 174)、 S K409(180・ 181・ 185)出 土遺 物
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S K411(186・ 187・ 191・ 192)、 S K420(193)、 S K421(197・ 199)、 S K428(214)出 土遺物
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S K428(215・ 216)、 S K429(221)、 S K431(222)、 S D403(227・ 229・ 232・ 234)出土遺物
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S D403(238・ 242～ 244・ 247・ 260・ 263・ 264)出土遺物
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S D403(266・ 268・ 270・ 272・ 276・ 277・ 278・ 285)出土遺物
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S D403(286・ 289)、 S D413(296)、 S P457(305)、 S w401(312・ 313)出土遺物
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第 4層 (347・ 353・ 356)、 第 5層 (363・ 369・ 378・ 379・ 381)出土遺物



報 告 書 抄 録

ふ  り が  な ざいだんほうじん やおしぶんかざいちょうさけんきゅうかいほうこく116
垂 名 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告116

一昌 垂
臼 名

小阪合遺跡 I月 阪ヽ合遺跡 (第28次調査) Ⅱ 月ヽ阪合遺跡 (第29次調査) Ⅲ 月ヽ阪合遺跡 (第
35次調査 )

巻 次

シ リ ー ズ 名 財団法人 八尾市文化財調査研究会報告
シ リ ー ズ 番 号 116

編 著 者 名 I成海佳子・河村恵理 Ⅱ河村 Ⅲ原田昌則
編 集 機 関 財団法人 八尾市文化財調査研究会
所 在 地 〒581-0821 大阪府八尾市幸町四丁目58-2 TEL・ FAX 072-994-4700

発 行 年 月 日 西暦2008年 8月 31日

所収遺跡
ム リがな

所在地
コード

ゴヒ糸車 東経 調査期間 調査面積 (∬ )
調査

原因市町村 遺跡番号

小阪合遺跡

(第28次調査 )
大阪府八尾市山本町南七丁目 27212

135°

37′

15〃

34°

37

05〃

19940526/―

0805
9々855

小学校

体育館

小阪合遺跡

(第29次調査 )
大阪府八尾市青山町三丁目 27212 40

135°

36′

59″

19940601-
19950320

黎97220
総合体

育館

小阪合遺跡

(第35次調査 )
大阪府八尾市青山町四丁目 27212 40

135°

36′

54″

34°

37′

07″

19960317～

0619
*91090

養護老

人ホー

ム施設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小阪合遺跡

(第28次調査 )

墓域 弥生時代後期 方形周溝墓・土器棺墓 弥生土器

生産域 古代末期～中世 畔畔・水田 土師器・瓦器・須恵器

小阪合糧跡

(第29次調査 )
生産域

中世～近世 水田・島畠 国産陶磁器

弥生時代中期 溝 弥生土器

小阪合遺跡

(第35次調査 )
集落

弥生時代後期末～

古墳時代初頭後半
竪穴住居・溝

弥生土器・古式上師器・

石製品

古墳時代前期前半・後半
竪穴住居・掘立柱建物
井戸・土坑・小穴・溝

古式上師器

古墳時代中期 土坑・溝 土師器・須恵器

奈良時代前期～後期 井戸・土坑・濤 土師器・須恵器

平安時代中期～後期 井戸・土坑・溝
土師器・須恵器
黒色土器・瓦器

約要

・小阪合28次調査においては、弥生時代後期に調査地を横断する大溝を境界として、南西部に住居跡 (居
住域)、 北東部に方形周溝墓群と土器棺墓 (墓域)を確認した。また古代末期～中世にかけては生産域と
して利用されていた。
・小阪合29次調査においては、弥生時代中期～近世まで連綿と続く耕作面を確認した。当該地域一帝は
旧楠根川の影響を多大に受けて不安定な自然環境のもとにあり、集落域に適さない土地であり、生産域
として利用していたものと推浪Iで きた。
。小阪合35久調査においては、弥生時代後期末～平安時代後期にかけて連綿と居住域として利用されて
いたことが明らかとなった。そのうち、第4面で検出された古墳時代初頭前半 (庄内式古相)の竪穴住居
(S1401)は 一辺約27m程度の小型住居で、既往調査から居住域のなかでも中心部分から隔絶された位
置にあることから産屋的な性格を持つ可能性がある。
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